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　序章　愛されながら、悲しい決断をします









　湖の畔にある城で、クローディアは愛の熱に炙られ、喘いでいた。

　彼女はアルファンティス王国の女王だ。

　豊かにうねった赤毛のロングヘアがシーツの上に広がり、エメラルドグリーンの目は涙で潤んでいる。

　今、彼女はその肢体を暴かれ、白い肌を露わにされていた。

　そんな彼女に覆い被さり、愛しげに見つめては額にキスをし、愛蜜に屹立をグチュグチュと抜き差ししているのは、ラガクード帝国の皇帝レオンハルトだ。

　黒髪にブルーアイの彼は、顔に汗を浮かべ、鍛え抜かれた体にも汗を滴らせている。

「ディア……っ、好きだ……っ」

　彼はそう言いながら、愛おしげにクローディアの赤毛を撫で、むっちりとした豊かな乳房を揉む。

　色づいた乳首をコロコロと転がされ、彼女は色めいた吐息を漏らした。

「レオ様……っ」

　クローディアは無意識に腰を揺すり立て、さらなる快楽を望む。

　するとレオンハルトは愛しげに目を細め、また彼女の額にキスをしてきた。

　本当なら唇にキスをしたいのだが、二人にはそうできない理由がある。

　クローディアは蜜洞一杯に頬張った熱杭の大きさを感じ、思いきり下腹部に力を込めた。

「────んっ……」

　レオンハルトは喉の奥で小さくうなり、一瞬腰の動きを止める。

　一方で、クローディアは亀頭で子宮口をぐぅっと押し上げられ、膣を引き絞った。

「っんぅううううぅ……っ！」

「締まる……っ」

　レオンハルトが眉間に皺を寄せて唸る。

　下腹に力を入れて射精感を堪えた彼は、クローディアの脚を抱え上げ、猛然と突き上げ始めた。

「あんっ、あっ、～～～～ぁあぁ……っ、あぁあああっ！」

　クローディアはビクビクッと体を跳ねさせ、律動に合わせて豊かな乳房を揺らす。

　ドチュドチュと子宮口を突かれ、口からは憚らない嬌声が漏れる。

「待ってぇ……っ！　レオ様ぁ……っ、あぁあ、──んーっ、あぁああぁっ！」

　次第に悦楽で真っ白に塗りつぶされる意識の中、クローディアは行為とは裏腹に心の中で涙を流していた。

　──彼の事は大好き。愛してる。

　──でもこんな私、彼とは結婚できない。

　──周囲から〝不吉〟と言われる赤毛だし、それに……。

　レオンハルトに抱かれている時だけは、つらい現実を忘れられる。

　……はずだったのに、クローディアは彼の愛を受け入れられない自分に懊悩していた。

「レオ様……っ、好き……っ、好きなの……っ！」

　クローディアは涙を流して首を左右に振りたくり、赤毛を波打たせながら彼への愛を必死に訴える。




　その一方で胸の奥で慟哭し、ある決意をした──。








　第一章　嫌われ者の赤毛の王女、運命の人に出会いました









　アルファンティス王国の第一王女として生まれたクローディアは、男兄弟がいないため、次期女王として育てられてきた。

　この国では国王夫妻の実子に男児がいない場合、長女が王位を継承する事になっている。

　そしてクローディアは長女で、兄弟けいていはおらず下に妹が三人いるのみだ。

　父王の弟に当たる公爵はいるが、法律により実子より王位継承権が下位になる。




　様々な国がひしめきあう大陸では、三年に一度、場所を変えて大陸会議が開催されている。

　大国としての地位を不動のものとする帝国ラガクードを中心に、あらゆる国の元首が一堂に会し、話し合いをする催しだ。

　その会議で、きな臭い雰囲気を発している国を他国が宥める事もあるし、友好的な国々が協力しあってパーティーや祭りなどを企画する事もある。

　また食料、資源の輸出入の調整や、各国の軍の演習予定なども話し合う。

　開催地となる国で歓迎のセレモニーが開かれる事もあり、王族たちが集まる場を一目見ようと、他国からも人々が大勢集まる。

　この機会を商人たちが逃すはずはなく、大陸会議が行われる土地では巨額の金が動く。

　よって三年に一度の、大きなお祭りという扱いになっていた。

　クローディアは未来の女王として、子供の頃から国王と王妃に連れられて大陸会議に参加していた。

　貴族やその子供たちも、王族の話し相手として共に開催地を訪れる事になっている。

　皆が心待ちにする催しなのに、八歳のクローディアは大陸会議をあまり楽しめずにいた。

（私の側にいるようにと言われている人たちは、皆〝言われたから〟そうしているだけ。誰一人として私を慕ってなどいないわ）

　その年の大陸会議は、サリエール王国で行われていた。

　家族や貴族たち総出でサリエール王国を訪れたクローディアは、目付役のエイミス侯爵夫人とその娘二人と一緒に、浮かない顔で王宮の庭園を歩いていた。

　クローディアと年の近い令嬢たちは、チラチラと彼女を気にするものの、声を掛けず庭園の花々や女神像などを興味なさそうに見ている。

　本来ならば「お見知りおきを」とこぞって声をかけたくなる未来の女王なのに、全員固い表情でしずしずと歩いていた。

　そんな状況になっているのには、理由があった。

　国王と王妃は見事な金髪なのに、クローディアは燃えるような赤毛だ。

　アルファンティス王国がある大陸南西部では、その昔〝炎えん髪ぱつの魔女〟と呼ばれる悪しき魔女がいたため、赤い髪を忌避する傾向があった。

　世界には魔術があり、それらは大きく分けて白魔術と黒魔術に分類されていた。

　今より遙か昔には白魔術と黒魔術が対立し合って、大きな戦が起こった。

　長き争いを経て、黒魔術はみだりに使ってはいけないと決められるに至る。

　世界中を漂っている魔力を感じ取り、意のままに操る事ができれば、誰にでも魔術は使え、力を研ぎませると魔術士と呼ばれるようになる。

　魔術士は王族や貴族の中から多く輩出され、血縁により継がれていく。

　稀に一般人の中にも素質持ちは生まれる。

　そのような者は、国から迎えられて学校で訓練し、国家魔術士となる道を歩む。

　白魔術は癒しや祝福、または人の生活に役立つ力だ。

　だが黒魔術は攻撃的な力、人を呪うものが圧倒的に多い。

　魔術の中には、風や火を操るなど、一つ間違えれば人を傷つける力もある。

　術者が何の属性の加護を受けて生まれたかが分かったあとは、国によって厳重に管理される。そして誤った道に進まないように、徹底的に教育する事が義務づけられていた。

　そんな中、魔法使い、魔女と呼ばれる存在もいる。

　彼らは元々人間ではあったが、独自の方法で人間から脱し、もう一段階上の存在となった者たちだ。当然、莫大な魔力を持ち、普通の人間から比べるとずっと長寿だ。

　彼らの一部は、国家元首に頼まれるか個人的な縁により、国を守護し導いていく者として尊敬を集めている。

　全員がそうとは限らず、中には人間を嫌い、己の欲望のままに力をふるって殺戮や破壊を行う者もいる。

　件の〝炎髪の魔女〟は、赤い髪を持ち火の魔術を得意としていた。

　彼女は野原や山を焼き、討伐しようと立ち向かってくる騎士たちを大勢焼き殺した。

　最終的に〝炎髪の魔女〟は良い魔女によって倒され、人間たちは平和を取り戻した。

　だがそんな災害があったため、アルファンティス王国がある一帯では、すっかり『赤毛は不吉なもの』という印象が根付いてしまった。

　赤毛と言っても、様々な色味がある。

　暗めの金髪に赤みがかかっても赤毛と言われるし、黒に近い茶髪に赤みがかかっていても赤毛だ。

〝炎髪の魔女〟は真っ赤な髪を持ち、魔術を使うとその髪が炎のように煌めいたとされている。

　不幸な事に、クローディアはとても明るい赤毛を持って生まれてしまった。

　加えて火の加護を持っていた。

　感情が高ぶると火の玉を生む事もあり、ほんの少し動揺しただけで蝋燭の火を燃え上がらせてしまう。

　だから余計に彼女は周囲から怖れられ、〝炎髪の魔女〟の生まれ変わりと言われていた。

　すべての国で赤毛が忌まれている訳ではない。

　だが大陸会議でもなければ遠方の国と関わる事は少なく、アルファンティス王国が頻繁に付き合うのは周辺国となる。

　だからクローディアは、行く先々で忌まわしいものを見る目を向けられていた。

　現在も彼女の周りにいる貴婦人、令嬢たちは、クローディアとなるべく目を合わせないようにしている。

（私が悪い事をした訳じゃないのに）

　クローディアは心の中で呟き、溜め息をつく。

（第一王女として品良く丁寧に振る舞っていても、陰でコソコソ言われ、遠巻きにされて、泣きたくなってしまうわ。努力して勉強しても、作法を完璧に覚えても、人に親切にしても、私だというだけで〝いい事〟の価値は半分以下、ううん、ゼロ以下になってしまう）

　外見だけで人を判断するなんて、あまりに理不尽だ。

　見た目についていうなら、両親は青い目をしているのに、クローディアはエメラルドグリーンの目を持っている。そのため彼女は〝嫉妬の王女〟とまで呼ばれていた。

　古い時代の有名な作家が作った戯曲の中で、嫉妬深い人は〝緑の目の怪物〟と表現された。

　とても名の知れた作家だったため、その表現は爆発的に広まったそうだ。そして現在になっても、人々は嫉妬深い者の事を〝緑の目の怪物〟と呼んでいる。

　緑色の目を持っているから嫉妬深いと言うのは、安易で愚かな考えだ。

　それでも、クローディアは誰にも文句を言えない。

（お父様とお母様は、私を虐げず大切に育ててくださっている。妹たちだって、私を慕ってくれている。……けど……）

　──嫌われ者の第一王女。

　城内を歩いていて、どこかから聞こえてきたその言葉は、グサリと胸に刺さった。

　周囲の人にとって、クローディアは〝十歳にも満たない子供〟ではない。

　忌まわしき赤毛と嫉妬の目を持つ、呪われた王女だ。

（そう思われているから、溜め息をついただけで『呪われる』とか『酷い折檻を与えられる』とか、ありもしない事を妄想されるのだわ）

　だからクローディアは、安易に溜め息をつかないようにしている。

　常に穏やかに微笑み、感情を荒立てない努力をしていた。

　たった八歳なのに、彼女はそんな処世術を身につける事でしか、自分の心を守れずにいた。

　薔薇園を抜けたクローディアは、どんとそびえているサリエール城を見る。

（ダニエルとエイミー、ブリジットはお母様と一緒なのね。……『羨ましい』なんて考えたら駄目だわ。私は長女なのだから）

　クローディアは小さな妹たちを思い、八歳の少女に似つかわしくない諦念の笑みを浮かべる。

　その時、エイミス侯爵夫人が気を遣った表情で前方を指さした。

「殿下、あちらにいらっしゃるのは、カイザール王国の方々では？」

　示されたほうを見ると、白い服を着て日焼け防止の白い布を頭から被った一団がいる。

　カイザール王国は砂漠の巨大なオアシスにある国で、領土の岩山に金や宝石、生活に欠かせない石炭や石油を資源として持つところで、とても裕福な国だ。

　日差しが強い地方なので、人々は日光を反射する白い服を着て、頭に布を被っている。

「将来元首としてお付き合いするのですし、ご挨拶なさっては如何ですか？」

　そう進言するエイミス侯爵夫人は、王妃が特に目をかけ信頼している人物だ。

　他の者同様クローディアを怖れてはいるが、あからさまに怯えて避ける人ではない。

　王妃から相談事を持ちかけられる事もあるので、ある程度クローディアの境遇には同情してくれている──のだと思いたい。

　王妃が側にいない時は、彼女が目付役として口添えしてくれている。

「……そうね。そうします」

　小さく微笑んだクローディアは、これも王女の務めだと思って、カイザール王国の者たちがいるほうへ歩いていった。

「こんにちは。初めまして。私はアルファンティス王国の第一王女クローディアと申します」

　クローディアはよそ行きの微笑みを浮かべ、ピンク色のドレスを摘まんでお辞儀をした。

　軽く頭を下げ、膝を折っていたのだが──、いつまで経っても返事がない。

（普通ならすぐ挨拶を返すわよね？　他国の王族にいつまでもお辞儀をさせたままなんて、失礼だもの）

　不審に思ってソロリと顔を上げたクローディアの胸が、ドクッと嫌な音を立てた。

　十代前半ほどのカイザール王家の王子、王女たちは、こちらを見て嘲った表情を浮かべている。

「あ……」

　──この目は、この表情は、何回だって見た事がある。

　クローディアが何か思うよりも先に、彼らが口を開いた。

「アルファンティス王国の嫌われ王女だぞ！　お前も火炎の魔法を使って人々を焼くのか？」

　浅黒い肌の王子に揶揄され、クローディアの頬がカーッと熱を持つ。

「ち……っ、違います！」

「やだわ！　怒ったの!?　こわーい」

　王女に言われ、クローディアは涙を滲ませる。

（泣いたら駄目。感情を高ぶらせたら駄目。今までだって我慢してきたんだから……）

　クローディアは自分に言い聞かせ、必死に呼吸を整える。

　エイミス侯爵夫人たちは何も言わない。

　愚弄されたのが王妃や妹たちなら、「失礼ですよ！」と言っていただろう。

　だが彼女たちが何も言わない事を、責める理由もない。

（相手は王族だもの。一貴族が逆らって不興を買えば国家間の問題になるわ。今は大陸会議の場にいて、私たちは平和を祝うためにここを訪れている。争いを生んでは駄目）

　クローディアは、ブルブル震える手でまたドレスを摘まみ、お辞儀をする。

「……失礼致します」

　挨拶をしたクローディアは、顔を俯かせたまま足早にその場をあとにする。

　後ろからはやし立てる声が聞こえたが、思考を止めて言葉を理解しないよう努めた。

　──が。

「あっ！」

　下を向いて歩いていたからか、誰かにぶつかってしまい、クローディアは尻餅をつく。

　地面にお尻をしたたかにぶつけ、我慢していた涙がポロッと零れてしまった。

「すまない、大丈夫か？」

　相手がそう言い、手を差し伸べてくる。

　逆光になっていて顔がよく見えないが、スラッと背の高い少年だ。

「も……っ、申し訳ございません！」

　クローディアはとっさに、大げさなまでに体を震わせ、うずくまったまま俯いた。

　アルファンティス王国にいても、自分とすれ違った貴族たちが「呪われたかも」と言っているのを耳にした。

　カイザールの王族まであのように思っていたなら、ぶつかってしまったこの人は、さぞ不快な思いをしたに違いない。

「あの……っ、大丈夫ですから！　呪ったりしません！　悪い事はしません！　だから……っ」

「落ち着け！」

　混乱して涙を流すクローディアを、少年が少し大きな声で窘める。

　ハッと息を呑むと、目の前に少年が跪き、クローディアの目を覗き込んだ。

（……綺麗な方）

　少年はサラリとした黒髪に、サファイアのような青い目を持っている。

　年齢は十代半ばぐらいで、鍛えているのか衣服越しにも、体つきがしっかりしているのが分かった。

　青いジュストコールがよく似合っていて、その色とキリッと整った顔立ちも相まって、とても高潔な人に思える。

「……殿下」

　後方から、見慣れない騎士が声を掛けてくる。

　いや、騎士の甲かっ冑ちゅうの胸元にある紋章を見て、すぐに少年がどこの誰なのか理解した。

「……あ、…………あ！」

　目の前に迫った美貌に見とれて呆けていたが、彼はラガクード帝国の皇太子レオンハルトだ。

　三年前の大陸会議では、クローディアは五歳だったのでそれほど覚えていない。

　だが今までアルファンティス王国と帝国とで、会談が行われた事は何度もある。

　他国も交えた食事会や催し物に招待された彼を、遠くから見た事もあった。

　帝国の宮殿に行けば肖像画があるし、帝都では美貌の皇太子として姿絵も売られている。

　美しく聡明で、噂では武芸や芸術にも秀でているとか。

　雲の上と思っていた存在が目の前にいて、クローディアの頭の中は真っ白になった。

　レオンハルトはしばらくクローディアを見つめていたが、フッと微笑むと彼女の髪を手に取った。

「あ……っ」

　──こんなもの、触らせたらいけない！

　ギクリとしたクローディアは、とっさに身を引いた。

　レオンハルトはそんな彼女の反応に、一瞬瞠目する。

「……姫様、失礼ですよ」

　後ろからエイミス侯爵夫人が焦って窘めてきた。

「も、申し訳ございません……」

　なにせ自分の髪に触れようとする人など、家族以外にいない。

　クローディアはどうしたらいいか分からず、タラタラと変な汗を掻いている。

　レオンハルトは動揺している彼女を見てから、後方にいるカイザール王国の王子、王女たちに目をやった。

「殿下、その姫と一緒にいると呪われますよ」

　カイザールの王子が侮蔑交じりに言い、王女たちがクスクス笑った。

　クローディアはヒクリと肩を震わせ、唇を引き結ぶ。

　レオンハルトは今の一瞬で、すべてを察したようだった。

「あぁ、そうか。南西部では遙か昔に〝炎髪の魔女〟というのがいたんだったか」

　呟くように言ったあと、彼は嘆息した。

（この方にも、忌まわしい存在だと思われる……！）

　クローディアはとっさに目を閉じて俯き、断罪されるような心地でジッとしていた。

　だが──。

「まず立て。一国の王女が地べたに座り込んだままでは、他の者に示しがつかない」

　レオンハルトはそう言い、クローディアの腕を引っ張って立たせた。

（え……？）

　髪について何も言われず、彼女はキョトンとして皇太子を見る。

「せっかくの大陸会議の場だというのに、アルファンティス王国の王女が泥のついたドレスで歩いていたとなれば、笑われるぞ」

　そう言って、彼はポケットからハンカチを取りだすと、クローディアのスカートについた土を払い始める。

「あっ……、あ！　も、申し訳ございません！　自分でできます……っ！」

　帝国の皇太子にそんな事をされ、慌ててクローディアはスカートを摘まみ、薄汚れた部分を猛烈な勢いで叩き始める。

　そんな様子を、カイザール王国の者たちは冷笑して見ていた。

（恥ずかしい……。レオンハルト様にお世話をかけてしまって、カイザール王国の方には笑われて……）

　涙を滲ませているクローディアを見て、レオンハルトはしばし何か考えていた。

　そしてカイザール王国の者たちを見て、冷たい声で告げる。

「他人の容姿を嗤って楽しいか？」

「え……」

　そう言われると思っていなかったのだろう。

　彼らは笑った表情のまま固まり、レオンハルトが何を言っているか分からないという様子で目を瞬かせていた。

「〝炎髪の魔女〟の話ぐらい、俺だって聞いた事はある。だがその魔女が実際に生きていたのは何百年前の話だ？　うちの守護魔女が比較的若かった年代だぞ？」

　クローディアはレオンハルトの言葉を聞いて思いだす。

（帝国には守護魔女がいたんだっけ。それなら魔女に詳しくてもおかしくない。彼の言う事には信憑性があるわ）

　そう考えていた時、再度レオンハルトがクローディアの髪に触れてきた。

「ひゃ……っ！」

　髪に触られて驚いたのと、素敵な人に触れられた事の二重の意味で、クローディアは小さな悲鳴を上げる。

　レオンハルトは不意に優しい表情になり、手で彼女の赤毛を梳いてきた。

「美しい髪じゃないか。とても艶やかでしなやかで、綺麗に伸ばされていて手入れもされてある。一国の王女が大切に伸ばした髪だ」

「…………っ」

　それを聞き、クローディアは泣きそうになった。

　歪みそうな唇にグッと力を込め、涙がでないようにカッと目を開く。

　今まで髪について散々言われ、いっその事坊主になりたいと思ったり、かつらを被ろうとしたり、染めてしまおうかと思った事もあった。

　だが両親は生まれ持っての髪を、恥じる必要はないと言ってくれた。

　周りから怖れられ、嘲られ、避けられる原因となった髪と一緒に生きていくのはつらい。

　赤毛でなければ、普通の王女として生きてこられたのではと何度も思った。

　それでもつらい中必死に前を向き、歯を食いしばってこの髪と生きてきた。

　レオンハルトはクローディアの事情を知らないだろうが、彼が当然のように言った言葉がとても胸に染みた。

（まるで殿下に、今までの努力を褒めて頂いた気持ちだわ）

　心からの感謝を覚え、クローディアは震える息を吸い、背筋を伸ばす。

（この方に応えられるように、誇り高く生きていきたい）

　八年しか生きていないのに、クローディアはいつも「自分などいなければいい」と思っていた。

　だが家族以外の人に己の恥部ともいえる髪を褒められ、心が震えるほどの感動を得た。

「で、ですが殿下……」

　それでもカイザールの王女は文句を言おうとする。

　まだ刃向かおうとする彼らを見て、レオンハルトは今度こそ苛ついた表情になった。

「遠くから見ていたが、アルファンティスの王女はお前たちに挨拶をしただけだ。それ以上の無礼があったというなら俺に言ってみろ。まさか外見が気に入らないから、という理由ではないだろうな？」

　レオンハルトは底冷えのする目で彼らを睨み、怒気を露わにする。

「し……っ、失礼致します！」

　これ以上皇太子を怒らせるのは分が悪いと察し、カイザール王家の者たちはお辞儀もそこそこに、慌てて去っていった。

「……はぁ……」

　レオンハルトは気が抜けたように溜め息をつき、クローディアに笑いかけてきた。

「大丈夫だったか？　嫌な奴らだったな」

「は、…………ぃ、いえ……」

「はい」と言えば彼らが嫌な人だったと肯定する事になるので、クローディアは中途半端なところで言葉を切り、モゴモゴと返事をする。

　そんな彼女を見て、レオンハルトは眉を上げる。

「悔しくなかったのか？」

（悔しいです）

　心の中で応えるものの、今まで感情を押し殺して生きてきたクローディアは、悔しいとか悲しい、怒っているなどを口にできない。

　そんな事を言えば、周りの人が「呪われてしまう」と怯えるからだ。

「なぜ黙っている？　悔しくなかったのか？」

　もう一度、尋ねられる。

（悔しかったけど……）

　クローディアはエイミス侯爵夫人たちを不安げに見た。

「なぜあの者たちを気にする？　彼女たちの許しがなければ、自分の感情を表せないのか？　アルファンティスの国王がそんなふうに王女を育てているのなら、他国の事であっても一言いたくなるな」

「っち、違います！」

　父の責任になりかけ、クローディアはとっさに口を開く。

「なんだ、話せたではないか」

　レオンハルトは柔らかに笑う。

「っ～～～～……」

　その表情を見て、クローディアの胸の奥がキュッとなる。

　今まで誰一人として、こんな風にクローディア〝個人〟に向き合ってくれなかった。

　──頼りたい。

　──この方の優しさに、縋ってしまいたい。

　気を抜けば泣いてしまいそうで、彼女はクワッと目を見開いて歯を食いしばる。

「……そう恐い顔をするな」

　彼はふはっと力が抜けたように笑い、ポンポンとクローディアの頭を撫でる。

　そしてエイミス侯爵夫人に言った。

「俺は少し姫と話したいのだが、二人きりにしてもらえないだろうか？　残念ながら、お前たちがいると、彼女は素直な言葉を口にできないようだ。俺はラガクードの未来の皇帝として、将来のアルファンティス女王と話をしておきたい」

　そう言われ、エイミス侯爵夫人はうやうやしく頭を下げた。

「承知致しました。ですが大変失礼ながら、王女殿下を、皇太子殿下とはいえ殿方と二人きりにする訳には参りません。お話ししている声が聞こえない距離で構いませんので、遠くから見守らせて頂けないでしょうか？」

　すぐいなくなると思っていたのに、彼女がそこまで責任感を示すのを意外に思った。

「いいだろう。お前の言う事はもっともだ」

　レオンハルトは周囲を見回し、少し離れた場所にあるガゼボを指さした。

「あそこで話す。レディを外で待たせて心苦しいが、待っていてほしい」

「騎士たちが簡易椅子を持ち歩いていますので、ご心配に及びません」

　散歩にはエイミス侯爵夫人たちの他に、護衛の騎士たちも同行していた。

　彼女が言う通り、彼らは貴人が疲れた時に座れるように、小さな折りたたみ椅子を背負っていた。

「では行こう」

　レオンハルトは言い、クローディアの歩幅に合わせてゆっくり歩く。

（どうしてこうなったのかしら）

　今までのいきさつは分かっているものの、まさか帝国の皇太子と話すと思わなかった。

　やがてガゼボに着き、二人は大理石のテーブルを挟んでベンチに腰かけた。

「お茶でもあるといいのだがな」

「殿下とお話できるだけで光栄です」

　レオンハルトはしばらくクローディアを見ていたが、困ったように笑う。

「君はまだ小さいのに、とてもしっかりしているな」

「……私には兄弟がいないため、将来は女王となる事が決まっています。国を代表する存在になりますので、しっかりしなければなりません」

　そう話すクローディアの声音は、淡々としていて何かを読み上げているようだった。

　彼は息をつき、脚を組んでから興味深げにクローディアを見つめてくる。

「さっき、嫌な事を言われていただろう」

　クローディアはコクンと頷いた。

「俺から見れば、君の髪は炎そのもののようでとても美しいと思うがな」

　褒めてくれているのは嬉しいが、そう言われるとますます〝炎髪の魔女〟のようだ。

　気まずく黙っていると、レオンハルトが苦笑する。

「失礼。君はその言い方を嫌っているんだな。じゃあ、ダリア……いや、薔薇にしよう。君は誇り高く咲く花々の女王だ」

　決して悪く言わない彼の優しさに、クローディアはクシャリと泣きそうな顔で笑う。

「なぜそこまで、私のようなものに構ってくださるのですか？」

（殿下ならもっと素敵な姫君が待っているでしょう）

　心の中で付け加え、クローディアは泣かないように努力して微笑む。

「最初は散歩の途中に見かけただけだった。だが君は小さいのに、この世の苦労を一人で背負っているような顔をしていた。どんな苦難があっても耐え忍ぶ覚悟を感じたのに、君はガキが言うような悪口に傷付いていた。……だから、勇気づけたいと思った」

　レオンハルトは自分の心を確かめるように言い、今までとは少し違う雰囲気で笑う。

「見た目を悪く言われるのはつらいな。努力次第でどうにかできる体型ならともかく、顔立ちや生まれ持った目や髪の色、身長など、どうにもできないものはある」

「……はい」

　彼はテーブルに頬杖をつき、ぼんやりと庭園を見た。

「俺は祖父や父の若い頃に、そっくりだと言われている」

「そうなのですね」

　現在の皇帝を間近にしっかり見た機会は少ないが、黒髪に青い目で、顔立ちも整っていて、レオンハルトはその血を濃く継いでいると思った。

「それを重圧に感じる事もある」

　彼は溜め息混じりに笑い、両手を組んでひっくり返して伸びをした。

「『陛下にそっくりだから、立派な皇帝陛下になるに違いない』と、皆に言われる。悪気があって言っているのではないし、俺だって期待に応えられるよう努力している」

　レオンハルトはそこまで言ってから、疲れたように目を閉じる。

「……だが周囲に期待され続けると、時々すべてを投げ捨てて逃げたくなる」

「…………っ」

　彼の気持ちがとても理解でき、クローディアはポロッと涙を流していた。

　それを見てレオンハルトがポケットを探ったので、クローディアは「大丈夫です」と言ってポシェットからハンカチをだして目元を拭った。

「……期待される気持ち、とても分かります。皆、本当の私を見ずに、将来の立派な女王ばかり見ています」

「……同じだな」

〝同じ〟という言葉が、じわりと心の奥に染み入っていった。

　一度涙を流すと、とめどなく弱い心が漏れてしまう。

「……さっき、初対面なのにあんな事を言われて、とても悲しかったです。あの方々は私の事情を知ろうとしてくれなかった」

「一方的に決めつけて悪しざまに言う、愚かな奴はどこにでもいる」

「私だって好きでこんな髪に生まれた訳じゃありません。魔女と言われて嬉しいはずがありません。それにずっと昔の人と、今ここにいる私を同一視する理由が分かりません」

「南西部の人は、子供の頃から恐ろしい魔女の話を聞かされて育ったのだろう。『悪い事をしたら〝炎髪の魔女〟が焼きにくるよ』とな。そうやって子供を脅し、言う事を聞かせた。土地に根付いた言い伝えはよくあるものだ。だからといって、もはや架空の存在と言っていい魔女と、今を生きている小さな女の子を同一視するのは馬鹿げている」

　レオンハルトの言葉に慰められ、クローディアはコクンと頷く。

「どう考えても、君は魔女ではない。髪が赤いというだけで君を魔女扱いする奴は、想像力が足りないだけだ。安直に決めつけて悪者を作れば、気持ちが楽になるんだろう。哀れな話だ」

　彼が一刀両断したので、幾分胸がスッとした。

「君は嫌な事を言われても、言い返したらいけないと思っているのか？」

　改めて尋ねられ、今度は素直に答えられた。

「小さい頃からずっと、私が怒ったり泣いたりすると、火の魔術が発動して周りの人が怯えました。皆が言うには、私は〝炎髪の魔女〟の生まれ変わりだそうです。何かきっかけがあれば、魔女として覚醒するに違いないと思っているようで……」

「くだらん。それで君は感情を抑えるようになったのか」

「……はい。私さえ我慢すれば、皆が平和に過ごせるなら……と」

　レオンハルトは、「はーっ」と大きな溜め息をついた。

「君が周りの奴らに気を遣う義理はあるのか？　そうやって生きたら、そいつらは君に一生の忠誠を誓ってくれるのか？　大切に扱ってくれるか？　違うだろう？」

「……はい」

「君は第一王女で、未来の女王となる存在で、敬われるべき人だ。いっぽうで喜怒哀楽がある普通の人間だ。まだ子供なのに、嫌な事があっても怒りも悲しみもできないなんて酷い話だ。俺には君と年齢の近い従妹がいるが、我が儘盛りで自由なものだぞ」

　レオンハルトはテーブルの上にあったクローディアの手を、両手で握る。

　ハッとして彼を見ると、まっすぐな青い目が、心の奥底まで見抜いてくる。

「いいか、思うままに生きろ。他人など気にするな。君はまだ子供だが、あっという間に成人女性になる。女王となり国家元首としての責任と向き合うなか、日々は流れるように過ぎてすぐ三十代、四十代になる。いつ病気になるか分からないし、怪我を負うか分からない。君から王位を奪おうとする者も出てくるかもしれない」

　強い目で見つめられ、しっかりと手を握られて、背筋に未知の震えが走った。

（この方は、私よりずっと大きなものを見ていらっしゃる）

　自分にない考え、ものの見方に強く惹かれ、クローディアは気がつけば夢中になってレオンハルトの言葉に聞き入っていた。

「後悔しないように生きろ。嬉しいなら嬉しいと言わないと、愛情や恩を伝えたい人に届かない。悲しい時も怒った時も、気持ちを伝えないと『何をしても大丈夫だ』と他者に踏みにじられる。感情を表現する事は自分を尊重する事なんだ。恥ずかしいとか、誰かに悪いとか、絶対に遠慮するな。君を大切にできるのは君だけだ。そして、試練こそ己を成長させる土と思え」

「……はい！」

　──私を大切にできるのは私だけ。

　ふつふつと、強い心の力がこみ上げてくる。

　恐らくそれは、ずっと押し込めていた勇気だ。

　体が震えてしまうほどの凄まじいエネルギーは、あっという間にクローディアの小さな体を満たしていく。

　──もっと、自由に生きたい。

　──この方のように、誇り高くありたい。

　あまりに思いが高ぶりすぎて、彼女は涙を零していた。

「わた……っ、私……っ、次に殿下にお会いした時、もっと素直に何でも言えるように、なっていたいです……っ。魅力的に笑える、そして嫌な事は嫌と言える、誇り高い王女になりたいです……！」

「ああ」

　レオンハルトが優しく笑い、頷く。

（まるでお兄様のようだわ）

　兄はいないのに、そう思ってしまった。

「君はまるで妹みたいだな」

　フッと笑ったレオンハルトは、ポンポンとクローディアの手を叩いてから離す。

「こうして二人きりになった時は、ディアと呼んでも？」

　尋ねられ、自分が皇太子の〝特別〟になれた気がした。

「はい、勿論です！」

「じゃあ、俺の事もレオと呼んでくれ。親しい人はそう呼ぶ」

「……レ、レオ……様」

　おずおずと愛称を呼ぶと、彼は微笑んで頷いてくれた。

「いつでも見守っているし、つらい事があったら手紙をくれ。俺も返事を書こう」

「……はい！」

　頷いたクローディアの心からは、もう悲しさや、やるせなさは消えていた。

「レオ様に自慢に思って頂ける妹分になってみせます」

　胸の奥にはまだ怯える気持ちがある。

　だがこの美しくまっすぐな未来の皇帝のためならと思い、クローディアはエメラルドグリーンの目に強い意志の光を宿した。




　帰国したクローディアは勉学に打ち込み、王立学院で主席となるほどの成績を収め、才女となった。

　試験では必ず一位を取り、栄誉ある賞状やトロフィー、メダルを幾つももらった。

　そしてそれらを、レオンハルトへの手紙にしたため、褒めてもらうのを日々の活力としていた。





　　　＊＊






　自己改革をしながら懸命に過ごし、日々やるべき事に追われていると一年はすぐに過ぎていった。

　自分を変えようと努力したものの、意見を言い感情を表しただけで、周りの者は血の気の引いた顔で見てくるので、初めのうちは胸が痛かった。

　それでもクローディアは、レオンハルトに言われた言葉を胸に邁進していった。

『周囲の顔色を伺って口を噤んでも、誰かが私の気持ちを大事にしてくれる訳ではない。私が私の心を尊重していかなければ』

　クローディアは周りの気持ちに鈍感な姫を貫き、なるべく明るく振る舞い、ハキハキとものを言うようにした。

　それでもくじけそうな時は、レオンハルトに手紙をだす。

　彼は約束通り、多忙な中でもすぐに返事をくれた。

　質のいい紙に書かれた文字は、少し勢いがあるが整っていて美しい。

　手紙を見ているだけで、彼の声が聞こえて励ましてくれている気持ちになった。





　　　＊＊






　すぐ三年が経ち、十一歳になったクローディアはまた大陸会議に赴く。

　十一歳になったクローディアは百五十三センチメートルほどに身長が伸び、体つきも成熟してきた。胸元は母譲りにふっくらと大きくなっている。

　顔立ちこそまだ幼さが見え隠れしているが、確実に三年前よりずっと大人びていた。

　白い肌に薔薇色の頬、エメラルドグリーンの目は思い詰めたような色を宿し、柔らかそうな唇にはチェリーレッドの紅が塗られている。

　以前より長くなった赤毛は、サイドが編み込みになったハーフアップにされ、ウエーブした豊かな後ろ髪は腰まで伸びていた。

　その時にはレオンハルトは十九歳になっていて、見るも眩しい美男子に成長していた。

　彼の姿を見かけたのは、舞踏会が催された宮殿の玄関ホールだ。

　成長したレオンハルトの身長は百八十センチメートルを越え、肩幅は広く胸板も厚くがっしりとしている。

　青い色を好んでいるのか、今日も青いジュストコールを着ている。

　裾に金糸で刺繍を施されたクラヴァットを首に巻き、光沢のあるクリーム色のジレにもふんだんに刺繍がある贅沢な出で立ちだ。ダークグレーのトラウザーズを穿き、足元はピカピカに磨き上げられた黒い革のブーツを履いている。

　彼を見て各国の王女や令嬢たちが悩ましい吐息をつき、未来の皇妃になりたがって話しかける。

　その様子を見て、遠くからレオンハルトを窺っていたクローディアは〝理解〟してしまった。

（彼はもう十九歳で、恐らく結婚の話もでているわ。いつか美しい姫と結婚して、立派な皇帝となられる）

　そう思っただけで、ボロッと涙が零れてしまった。

「～～～～っ！」

　クローディアは涙を拭い、その場から走って立ち去る。

「あっ、殿下！」

　側にいた侍女が、いきなり走り始めたクローディアを見て慌てた声を出す。

　いつもなら侍女を気遣う事もできただろうが、レオンハルトを想うあまり、体が衝動的に動いてしまった。

（私……っ、お兄様と思っていたのに……っ、──違う。この気持ちは……っ）

　玄関ホールから外へ出たクローディアは、夜の庭園を駆け抜ける。

　立ち止まった時、偶然目の前にあった赤い薔薇を見て声を上げた。

「…………っあぁ……っ！」

『君は誇り高く咲く花々の女王だ』

　脳裏にレオンハルトの声が蘇る。

　彼に励ましてもらって以来、薔薇を見ては「あの方のために誇り高く生きよう」と思っていたのに──。

（私……っ、いつの間にか彼を一人の男性としてお慕いしていた……っ）

　庭へと続く出入り口でクローディアは泣きじゃくり、ズルズルとしゃがみ込む。

（十一歳の私なんて、あの方に異性として見てもらえない。彼はもう結婚適齢期で、年齢に釣り合う相応しい女性しか見ないに決まっているもの）

　悲しくて、つらくて、クローディアは激しく嗚咽する。

　──と。

「ディア!?」

　タンッと足音がしたかと思うと、荒い呼吸音とともにレオンハルトが姿を現した。

「どうした？　走っていくのが見えたから、とっさに追いかけてしまった。誰かに何か言われたか？　最近はうまくやれているように感じていたが、また見えない所で何か……」

　走って追いかけてきてくれた彼は、クローディアの事だけを心配している。

　その姿を見て、彼女はさらに涙を流した。

　──この方を、離したくない！

　──誰にも渡したくない！

　こみ上げた激情を、もう抑える事はできなかった。

「結婚してください！」

　クローディアはとっさに、レオンハルトの服を掴んでそう言ってしまった。

　彼は目をまん丸に見開き固まる。

（間違えた！）

　カァーッと赤面するも、後の祭りだ。

「すっ、すみません！　私……っ」

　あわあわと言い訳しようとしたが、レオンハルトに抱き締められる。

「……あの、……レオ様？」

「先に言われてしまったな」

　彼女を抱き締めたレオンハルトは、おかしそうにクスクス笑っている。

「えっ？」

　呆れられると思っていたのに、意外な言葉をかけられてクローディアは顔を上げる。

　彼は嬉しそうに目を細めながら、さらに予想外の事を口にした。

「俺は今回の大陸会議で、君に求婚するつもりでいた」

「えぇ……っ!?」

　クローディアは、今度は別の意味で声を漏らし、赤面した。

「ほ……、本当ですか？　だって私、まだ十一歳で……」

　彼は立派な成人男性なのに、自分のような子供が相手だと申し訳ない。

「今すぐ結婚する訳ではない。そのうち俺は、皇帝となるため即位の準備をしなければならない。先に婚約をして、君が立派なレディになったら結婚するのはどうだろう？」

「は……、はい……」

　クローディアは夢見心地のまま頷く。

　そして思った事をポツンと呟いた。

「……現時点で私はまだ子供なのですが、だ、大丈夫……でしょうか？」

　目の前に妖艶な美女や、たおやかな美姫がいるならともかく、今のクローディアは身長が伸びただけの子供だ。

　立派な成人男性に求婚されると、妙な気持ちになってしまう。

　するとレオンハルトは快活に笑った。

「君は今でも美しいが、数年後には皆が振り向くような美姫になる。今は君を蔑ろにしている奴らが、数年後に慌てて求婚してきても応えるなよ？」

「はい……」

　自分がそうなると思っていないクローディアは、思わず己の頬に触れた。

「あまり外見など気にするな。あと数年経てば君も結婚適齢期になる。そうなれば何も問題はない。俺はこの三年、ディアと文通を重ねて君の内面を知ったつもりでいる。君は周囲から蔑ろにされているのに、誇り高く生きようとしている。俺の言葉を素直に受け取り、実践し続けている素敵な女性だ」

　褒められて、頬がジワッと熱くなった。

「俺の周りにいる女性は、『はい、殿下の仰せのままに』としか言わない。まるで意思が感じられない。おおかた周囲に『従順にしておけば気に入られる』と言われているのだろうな」

　思ってもみなかった事を聞き、クローディアは目を丸くする。

「暴君なら自分の命令を聞く者を好むだろう。だが俺は妻を求めるなら、似た目線で未来を語れる人がいい。ディアは多少年下ではあるが、賢くて物事をよく考えている。俺はそんな君の人間性に惹かれているんだ」

　過分な言葉をもらい、クローディアは呆然としてお礼を言う。

「……身に余るお言葉、ありがとうございます」

「君が自分の手で掴んだものだ。誇りに思うがいい」

「……はい！」

　常々思うが、レオンハルトと話しているとどんどん勇気が湧いてくる。

「では、俺から改めて求婚しよう。ディア、俺の花嫁になってくれるか？」

「はいっ！」

　クローディアは元気よく応え、涙を浮かべて唇を引き結ぶ。

　そして涙が零れないようにクワッと目を見開いた。

「……前から言おうと思っていたんだが、その顔はちょっと恐い」

「エッ」

　無意識に力んでいたものの、まさか顔が怖いと思われていたとは心外だ。

「……笑顔で気持ちを堪えられるよう、努力します」

　そう言って笑おうとするのだが、泣いてはいけないと思う気持ちが残っているので、強張った表情のままニヤァ……と笑い、悪辣な顔になってしまった。

　彼女が〝炎髪の魔女〟の生まれ変わりだと信じている子供が見たなら、大泣き必須の悪人顔だ。

「……まぁ、徐々に笑顔の練習もしていこう。ずっと虐げられてきた者が、自分の価値を認めるのは難しいものだから」

「はい！」

　クローディアは、笑いかけてきたレオンハルトに自然な笑みを浮かべた。

「なんだ、普通に笑えるじゃないか」

　レオンハルトはおかしそうに笑い、彼女の頭をポンポンと撫でる。

「……じゃあ、結婚の約束だ」

　そして彼は甘やかに笑い、クローディアの頬に手を添えると触れるだけのキスをする。

　驚いて目をまん丸にして固まっていると、彼はクシャッと笑ってクローディアの頭を撫でてきた。

「俺が立派な皇帝になるまで、待っていてくれ」

「……は、はい！」

　生まれて初めて男性から口づけをされ、クローディアは天に昇る心地で頷いた。




　その後レオンハルトは、アルファンティス国王に王女との結婚を申し込んだ。

　いずれクローディアが女王になる事を含め、将来的に国がどうなっていくかは置いておき、父王はその求婚をとても喜んだ。




　が、運命はそう簡単にクローディアに微笑みかけてくれなかった。










　第二章　鉄仮面を被った女王になりました









　数年前、帝国の皇帝が体調の悪さゆえに退位し、レオンハルトが帝位についた。

　クローディアは彼が即位する様子を戴冠式で見守り、拍手を送りながら、いつ自分が皇妃になるのかを考えていた。

　レオンハルトが新皇帝として多忙にしている間も、クローディアは自分磨きを続け、どうしたら彼と結ばれるかを考えていた。




　そんなある日、アルファンティス王家の家族がサロンに集まり、お茶会を開いた。

　王家にはクローディアを含めた四姉妹がいる。

　十七歳の次女ダニエルは、スラリと背が高く両親譲りの金髪に碧眼の美女だ。

　だが彼女は少し変わっていて、せっかくの金髪を豊かに伸ばさず、横を剃刀で梳いて襟足だけが長い髪型にしていた。

　ダニエルはドレスを着るのを嫌い、普段は男性のようにトラウザーズを穿き、騎士に交じって体を鍛えていた。

　完全に男性の格好をしているかといえば違い、女性用デザインの優美さも兼ね備えた特別な服を着ている。

　言動もハキハキしている上、自分の事を「僕」と言う。

　馬に乗っては騎士たちと魔獣を討伐し、城内では令嬢たちにキャーキャー黄色い悲鳴を上げられている。令嬢たちに応えて涼やかに微笑んでいる様子は、まるで絵本の中から出てきた王子様だ。

　そんなダニエルは、幼い頃はクローディアと変わらない普通の少女だったが、成長と共に己の生き様を確立していったようだ。

　そのさらに下にいるエイミーとブリジットは、内気であったり活発であったり、性格の差はあるものの、一般的な王女といえる。

　臣下たちは「アルファンティス王国の長女と次女は変わり者で、陛下たちはお気の毒に」と陰で言っていた。

　だが家族仲は良かったし、下の妹たちも姉が赤髪だろうが男っぽかろうが「大好き！」と慕ってくれていた。

「お姉様はもう十九歳なのに、まだ陛下とご結婚できないの？」

　十四歳のエイミーに言われ、クローディアは苦笑いする。

「仕方がないわ。私とレオ様を取り巻く環境は、そう簡単ではないもの」

　成長したクローディアは、さらに美しさに磨きをかけていた。

　身長はダニエルほど伸びていないが、すんなりとした手脚は長く、胸元はどんっと豊かに実っている。

　赤髪はいまだ悪し様に言われているが、昔のように「生きていてごめんなさい」とは思っていない。

　レオンハルトとの婚約が勇気をくれたし、手紙を読み返しては彼の言葉を胸に刻んでいる。

　周りに自分を見て怯える人がいても、穏やかに微笑んで「私は魔女なんかじゃないわよ」と悪戯っぽく言える余裕までできた。

　それもこれも、すべて婚約者のお陰だ。

　クローディアは年々レオンハルトへの恋情を募らせ、彼と久しぶりに会えた時は抱擁し、キスする仲になっていた。

　彼との愛を深めている真っ最中で、二人の関係性にはなんら問題はない。

　だが周囲の環境が二人の結婚を簡単に許してくれなかった。

　クローディアはこれから女王となる。

　その女王が帝国の皇帝と結婚するとなれば、アルファンティス王国は属国になるのではと不安がる声が上がっていた。

　臣下たちは結婚に反対し、一部の過激な者は帝国に反感を持つ始末だ。

　何とかしてアルファンティス王国の独立を保ったまま、クローディアが個人として帝国に嫁ぐ事はできないのか、数年にわたって話し合いが行われていた。

　帝国側としては、一国の女王を皇妃として受け入れる用意はあるものの、レオンハルトが皇帝であり続ける事を譲らなかった。

　アルファンティス王国も、「長女で女王となる存在を手放す訳にいかない」「小国であっても誇りがある」という意見が多く、話が進んでいない。

　一方で帝国側では、レオンハルトが二十七歳になった事もあり、早く妻を迎えて世継ぎをという声が高まっている。

「僕が王になれたら、姉上は問題なく嫁ぐ事ができるのに」

　溜め息混じりに言ったのは、ダニエルだ。

　クローディアが「頑張って女王の務めを果たせるよう努力しなければ」という姿勢を持つのに対し、ダニエルは「僕なら国をこう変えていきたい」と攻めの姿勢を持っている。

　前向きになったとはいえ、クローディアは争い事を好まないし、男性と対等に渡り合って意見を言うのに向いていない。

　会議では女王として意見を求められるだろうが、はたしてクローディアの言う事を臣下たちが聞いてくれるかどうかという問題もある。

「確かにダニエルなら、男性と肩を並べて国を率いていけるのかもしれないわね」

　王妃が苦笑いしてお茶を飲む。

　そのあと、国王が言った。

「だがクローディアに女王が務まらないと言っている訳ではない。お前にはお前の良さがある。陛下との縁談は、乗り越えなければならない最初の試練と捉えなさい」

「はい」

　現時点で考えられるのは、父王が存命であるため、クローディアが王位継承権を放棄して帝国に嫁ぐ事だ。

　だが他国が考えているよりずっと、アルファンティス王国での王位継承権一位という立場は重い。そうやすやすと放棄すれば、この国の貴族たちから白い目で見られるだろう。

　いわば即位を目の前にした一国の王太子が、すべてを放り投げて他国で生活すると言っているようなものだ。

　その時、国王がゴホッと咳き込み、胸元を押さえた。

　瞬間、彼の顔に鉄仮面が浮かび上がる。

「大丈夫ですか？　陛下」

　王妃が夫を心配し、背中をさすった。

「大丈夫だ。もう慣れている」

　国王がくぐもった声で返事をしたあと、鉄仮面はスゥッ……と消えていく。

「お父様は日に日に体調を崩されていますね」

　クローディアは物憂げに言う。

「……私が死を迎えるのは、そう遠い日ではないと思う。クローディアが女王となる際にはこの仮面が継承される訳だが、可愛い娘に私と同じ道を歩んでほしくない」

　アルファンティス王国は、もう一つ問題を抱えていた。

　各国の君主は、王権と呼ばれる神から賜った特別な力を持っている。

　君主の代替わりがある時は、可能な限り先代が存命のうちに王権の力を継承する。

　一方で予期せぬ死があった場合、王権の力は自然に次の君主となる者に宿る。

　アルファンティス王国には、鉄仮面に王権の力が宿っていた。

　遙か昔に英雄王アーサーが、魔法の甲冑を纏い鉄仮面を被って、魔族との戦いに勝利しアルファンティス王国を平和へ導いた。

　アーサーは今も絶大な人気を誇り、広場には銅像も建っている。

　この国が軍神から、王権の力が宿った甲冑を賜ったのは、アーサーの代からだ。

　当時、王権の力は仮面を含んだ甲冑全体に宿っていた。

　神から賜った大切な力をその辺に置いておけば、いつ盗まれるか分かったものではない。だが常にフルプレートアーマーを着ている訳にもいかない。

　その結果、魔術士たちによって研究が重ねられ、王権の力は鉄仮面に凝縮された。

　鉄仮面の額には赤い魔石がつけられ、そこに魔力を集中する事によって甲冑の着脱が可能となった。

　お陰で、歴代の君主は仮面を着けたり外したりするだけで、アーサーのような一騎当千の力を持つ事ができた。

　アルファンティス王国が抱えている問題というのは、巨大な力を持つ仮面だ。

　他国で王権の力といえば、国や民を守る善き力とされている。

　だがアルファンティス王国の王権に限って、それを行使する代々の君主は、人生を変えるほどの苦しみに晒された。

　鉄仮面を受け継ぐと、巨大な力を得る代わりに、人間の負の感情を引き出す、呪いとも言える反作用と戦っていかなければならないのだ。

　ある時代の国王はそれに耐えきれず暴君と化し、ある時代の君主は身の丈に合わない野心を持ち、他国へ宣戦布告して戦争を引き起こした。

　クローディアの父は負の感情を必死に堪え、表向き良い国王、父であり続けた。

　だがその反動が心臓に負担を与え、発作を起こす事が多くなっている。

　なので父王は先ほど、自分の死を「そう遠い日ではない」と言ったのだ。

「王権の力を持つ者は強靱な肉体に恵まれる。それでなければ、私はもっと早くにこの世を去っていただろう。ここまで生きながらえたのは、皮肉にも鉄仮面のお陰とも言える」

　クローディアは黙って父の話を聞く。

「本当ならこんな危険なものをお前に継承したくない。かなり昔から、魔術大臣に鉄仮面の負の作用を無効化できないか研究してもらっているが……、いまだ良い報告はない」

　父はそう言うものの、クローディアはほぼ不可能だと察していた。

「……でも君主が鉄仮面の力を手放せば、国はあっという間に弱体化します。過去に何人か鉄仮面の力を放棄した国王がいました。ですがその代に限り大雨、または干ばつに見舞われ、時に他国から領地を荒らされました。けれど鉄仮面の力を受け入れさえすれば、それらは解消された……」

　クローディアの言葉を聞いて、全員が気まずく押し黙る。

　それは紛れもない事実だからだ。

　王妃が溜め息混じりに言う。

「……現時点、問題は何も解決できていないわね。臣下たちは王家の長女が女王になるべきと言って聞かないまま。クローディアがいずれ継ぐ鉄仮面は、あなたに悪影響を及ぼすかもしれない」

　その時、ダニエルが口を開いた。

「だから僕が姉上の代わりに王になる！　鍛えているし、ちょっとやそっとでは鉄仮面に負けない自信がある」

　妹の頼もしい発言を聞いて、クローディアは微笑んだ。

「ありがとう、ダニエル」

　クローディアは立ち上がり、妹を抱き締める。

「……でも駄目よ。私は長女だもの、できるだけ頑張ってみる。それにダニエルに王座を譲れば、あなたが短命になってしまう。そんなの姉として受け入れられる訳がないじゃない。あなたには好きな人がいるんでしょう？　それを犠牲にして私を気遣わなくていいのよ」

　男勝りなダニエルに好きな人がいると聞いていなかった両親は、驚いて彼女を見た。

「好きな人がいるって本当なの？　ダニエル」

　王妃に尋ねられ、彼女は決まり悪くそっぽを向く。

「……いえ、その……。まだ皆に言えるほどの仲ではありません」

「そう。なら、教えられるようになったら聞かせてちょうだい」

「はい」

　歯切れ悪く返事をするダニエルを見て、クローディアは微笑んだ。

（ダニエルは普段は男性のように振る舞っているけれど、恋愛が絡むと消極的な面も見せるのね。姉として彼女の恋を応援したい）

　クローディア自身、問題事を沢山抱えている。

　自分の事でも手一杯だが、四姉妹の長女として、ダニエルが臣下から「男女」と陰口を叩かれているのを聞いて、妹が将来幸せになれるのか不安に思っていた。

　そんな彼女に好きな人がいるなら、全力で応援して幸せになってほしいと願っている。

（皆が皆、順風満帆に幸せになれると思っていない。けど、家族で手を取り合って協力していけば……）




　ささやかな幸せを望んでいたが、運命はそう甘くはなかった。
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　クローディアが二十歳になった六月、父王が急逝した。

　仮面の力の影響で何度も発作を起こし、床に臥しがちだったが、とうとう……という最期だった。

　父王が息を引き取った瞬間、床についていた彼の顔から仮面が浮かび上がり、クローディアの顔にスゥッと吸収されていった。

　瞬間、クローディアは大いなる力が自分の体に宿ったのを感じ、もう女王になる未来から逃れられないのだと理解した。

　そのあと亡くなった国王のために盛大な国葬が執り行われ、列国の賓客からは弔いの言葉や贈り物、援助、支援としての形で金も贈られた。

　追悼式典では音楽家たちが招かれ、国民も花を手向ける事になっている。

　国旗は半旗となり、クローディアたちも臣下たちも喪章をつけた。




　式典が落ち着いたあと、黒い服を纏ったレオンハルトがクローディアの部屋を訪れ、励ましてくれる。

「気をしっかり持つんだ」

「……はい」

　すっかり憔悴したクローディアは、愛しい人の励ましに力なく微笑む。

「……側にいる事ができたら、毎日抱き締めていたのに」

　悔しげに呟くレオンハルトも、皇帝としての激務に追われて疲れているように見えた。

（もしかしたら、私たちは結ばれないのかもしれない）

　クローディアは弱気になったあまり、そんな事を考えてしまう。

「……私が女王となる事が、近いうちに議会で決定されると思います」

　事務的に告げたクローディアの言葉に、レオンハルトは青い目を細める。

「君の父上は歴代の国王に漏れなく、仮面の力に耐えきれず逝去されたのではないか？」

　アルファンティス王国の歴代国王が亡くなった理由を、周辺国の者は詳しく知らない。

　歴代君主たちが他国に宣戦布告した事や、暴君になった事などは認識されている。

　その結果、国内で謀反が起こって暗殺されたなどの〝事実〟も知っている。

　だが国王がそうなってしまった〝理由〟については、広く知られていない。

　聖なる力であるはずの王権が負の要素を持っているなど、決して知られてはいけないと箝口令が敷かれたのだ。

　だがクローディアは長年レオンハルトを兄のように慕っていた事もあり、仮面の暗黒面について相談していた。

　勿論、彼は秘密を守ると約束してくれ、相談に乗ってくれていたのだが……。

「あの仮面は、もうすでに君に……？」

　尋ねられ、クローディアはコクンと頷く。

　そして真っ赤になって目を潤ませたあと、唇を震わせて言った。

「……笑わないでくださいね」

　言ったあと、クローディアは「ん……っ」と力む。

　すると彼女の顔に鉄仮面が浮かび上がった。

　豊かな胸に華奢な肩幅、すんなりとした腕を持つ女性の顔に、無表情の鉄仮面がついているのは異様な光景だ。

　だがレオンハルトは、勿論笑ったりなどしない。

「はぁっ」

　気を抜くと、鉄仮面はフッと消えてクローディアの素顔が現れる。

「宰相から、自由に鉄仮面や甲冑を出し入れできるように、訓練をしなければならないと言われました。王権の力を自在に扱えなければ、真の意味での女王とは言えないと……」

　父王が存命の頃は、王権の力さえ宿してしまえばそれで済むと思っていた。

　だが仮面に選ばれてから、そう簡単なものではないと理解した。

　王権の力を受け入れてから、自分の奥底にもう一人の人格というべき、大きな力が眠っているのを感じるようになった。

　ぼんやりしているとその力に意識を奪われそうで、「気をしっかりもたなければ」と日々焦りを覚えている。

　今はまだ、鉄仮面に意識を支配される事はないだろう。

　だが王権の力を支配できなければ、ジワジワと侵食されていく未来は予想できる。

「……確かに訓練は必要だな。俺も王権の力を行使すれば神獣を呼べる。だがちょっとやそっとでは現れてくれないし、最初の頃は俺の言う事を聞いてくれなかった。……神の力とはそういうものだ」

　レオンハルトは苦しげに言う。

　各地にある王権の力は神々の力の片鱗で、レオンハルトが召喚する事のできる神獣は、全能神の側に仕える二匹の獣の片割れと言われている。

　アルファンティス王国に伝わる仮面と鎧は、軍神の力だ。

　そう簡単に人間が支配できるものではない。

「以前は『仮面を被る日がくるのが怖い』と言っていましたが、あっという間でしたね。今はもう、そんな事を言っていられません」

　視線を伏せ悲しげに笑うと、レオンハルトが優しく抱き締めてきた。

「……君を死なせたりしない。なぜ他の国は大丈夫なのに、アルファンティス王国の仮面だけこのような側面を持っているのか、俺のほうでも調べよう。この国の歴史を紐解くなら、この国の書庫が最適だ。だが帝国の王権の力は、初めて神が人に与えたものだと言われている。だから我が国のほうでも調べてみる」

「はい」

　レオンハルトの励ましの言葉を聞いただけで、胸の奥が温かくなった。

「それに帝国には守護魔女ヴィオラがいる。長命の彼女なら遙か過去の出来事も知っているかもしれない。……覚えているか、教えてくれるかどうかだが」

　彼は最後にそう付け加え、溜め息をつく。

「ヴィオラ様は気まぐれな方なんでしたっけ」

　彼が時々守護魔女について愚痴をこぼしていたのを思いだし、クローディアは笑顔になる。

「長く生きている魔女といえば、達観しきった大人を想像するだろう。……だが彼女は一周回って自由奔放な少女のような性格をしている。機嫌を取るにも一苦労だ」

　ハァ……、とまた溜め息をついた彼を見て、クローディアはおかしそうに笑った。

　ひとしきり笑ったあと、息をついてお茶を飲む。

「……良かった。私、まだ笑えます。お父様が逝去され、すぐに女王となる事が決まり、悲しみと重圧とで息ができないかと思いました。……でも、私は一人じゃない」

「その通りだ」

　レオンハルトは優しく笑ったあと、クローディアの額に自身の額をつけた。

「二人で乗り越えよう」

「……はい！」
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　帝都に戻ったレオンハルトは、その足でまっすぐ守護魔女ヴィオラが住む塔に向かった。

　塔の低階層には彼女が使う薬草や様々な道具があり、一番上の部屋を住居にしている。

　レオンハルトは扉の両脇にいる衛兵に挨拶をし、螺旋階段を上がっていく。

　最上階について木製のドアをノックしようとすると、ドアが音もなく内側に開いた。

「入りなさい」

　女性の声がし、レオンハルトは苦笑いして室内に足を踏み入れる。

　塔の最上階といっても、結構な広さがある。

　円形の部屋の壁際にはぎっしりと本が詰まった本棚、書き物デスク、何らかの実験道具、吊された薬草など、様々なものが雑多にある。

　ベッド周りは薄い布が天井から下がっていて、周りを気にせずゆっくりとした時間を過ごせるようになっていた。

　ヴィオラの話では、人間の目ではレオンハルトが見たままの内装らしいが、様々な物が次元の狭間にしまわれているようだ。

「お招きありがとう、ヴィオラ」

　レオンハルトはデスクに向かっている女性に言う。

「招待した覚えはないけれど、どうしても聞きたい事があるようだから、先にドアを開いただけだわ」

　そっけなく言ったあと、ヴィオラは溜め息をついて羽根ペンを置き、両手を組んで天井に向け、大きく伸びをした。

　そして立ち上がり、紫色の目でジロリとこちらを見る。

　彼女はウエーブした黒髪を長く伸ばし、ふっくらと豊かな胸元を見せつけるような、黒いドレスを身に纏っていた。

　祖父ライアスの話によると、その姿は帝国の初代皇帝の妻とそっくりらしい。

　いわく「未練がましい」らしいが、放っておいている。

　彼女は初代皇帝に一目惚れしたのだが、歯牙にも掛けられず、妻となった女性に長年嫉妬し続けていたらしい。

　レオンハルトの祖母のソフィアは、もとはサリエールの王女だった。

　彼女は初代皇帝の妻そっくりだったため、数百年を経てヴィオラが嫉妬し、ちょっとした騒ぎを起こしたらしい。

　最終的にソフィアの母性に包み込まれ、帝国の守護魔女となったようだ。

　それについては、祖父母の代の別の物語があるようだ。

　レオンハルトは勝手にソファに腰かけ、息をつく。

　妖艶な女性の姿をしたヴィオラは、そんな彼を見て「図々しいわね」と溜め息をつき、向かいに座る。

　室内では茶器が空中に浮かび上がり、一瞬にして沸いたお湯がティーポットに注がれる。

　戸棚の奥で冷やされていたマカロンや一口大のケーキ、それに様々な焼き菓子が、美しい絵皿の上に並べられていく。

　あっという間にテーブルの上にはアフターヌーンティーセットができあがった。

　レオンハルトの前でティーポットが浮かび上がり、ティーカップに琥珀色になったお茶を注いでいく。

「どうも」

　お茶を出されたレオンハルトは、感動も薄くティーカップに手を伸ばした。

「かっわいくないわね……。ガキんちょの頃は、目をキラキラさせて私の魔術に見入っていたくせに」

「あれから何年経ったと思っている」

　毎回同じ事を言われるので、レオンハルトはげんなりしている。

「しかし、あんたらは揃いも揃って同じ顔をしているわね。忌々しい。あんたの祖父も父も、なんなら初代皇帝も、そっくりな顔をしているわ」

　ヴィオラは脚を組み、手にしたレモンケーキを頬張る。

「この顔が好きで帝国にいるんだろう？　それなら文句を言うな」

　自分たち一族の顔に文句をつけられても……と思って言うと、ヴィオラはふてくされて、今度はスコーンにたっぷりとクロテッドクリームとジャムを塗った。

「それはそうと、聞きたい事がある。王権の力についてだ」

　話を切りだすと、ヴィオラはチラッとこちらを見る。

「あなた自身の事？　それとも、気に掛けているアルファンティス王国の王女の話？　……いえ、今はもう女王になったわね」

　子供っぽい事でむくれていても、さすが魔女というべきか、すべての情報が筒抜けだ。

「あの国の鉄仮面だけ、王権の力に負の要素が付きまとう。他国では王権の力が君主を死に追いやるなど聞いた事がない。もともとは神々が人間に力の片鱗を貸しているだけなのに、軍神だというだけであんな事になるのか？」

　ヴィオラはスコーンを食べながら、黙って窓のほうを見て考え事をしていた。

「何か知っているんじゃないか？　あんたは初代皇帝の事も知っていた。それだけ長い時を生きてきたなら、アルファンティス王国の事情を耳に入れていないか？」

　ヴィオラはすぐに返事はせず、テーブルの上にある溢れんばかりのお茶菓子を、次々に平らげていく。

　レオンハルトは甘い物を好まないので、胸焼けしそうなその様子を黙って見守る。

　ひととおりお菓子を平らげたあと、ヴィオラはやっと口を開いた。

「……思いだせと言われても、すぐに何百年も昔の事を思いだせないのよね。しまっておいた記憶を取り戻す魔術はある。ただ、それも手順が必要だから時間がかかるわ。なんでも魔術でできるように思われがちだけど、一個人の膨大な記憶をピンポイントで取り戻すのは、一朝一夕ではいかないのよ。人間にとっては大きな出来事であっても、私たち魔女にとっては些事である事は多いわ。どこかの国王が不審な死を遂げたと大騒ぎになっても、私はまったく気にしない」

　確かにヴィオラの言う事は一理ある。

「神々が人間に与えた王権の力には、魔術を操る者として多少の興味はあるわ。所持できるなら研究したいと思うでしょう。でも所持者を選ぶ王権の力なんて、まったく興味がない。アルファンティス王国に与えられた王権の力が少しおかしかろうが、知ろうとも思わなかったでしょうね。だから〝特筆すべき事〟とも捉えていないわ」

　納得したレオンハルトは、溜め息をついて何度か頷いた。

　確かに彼自身、皇帝であったとしても遠い他の大陸の国の出来事まで、いちいち把握していられない。

　だが諦めきれないと思い、僅かな希望に縋る。

「無理なのか？」

　尋ねると、ヴィオラは二杯目の紅茶にミルクをたっぷり入れながら、少しムッとして言った。

「馬鹿にしないでよ。こう見えても私は魔女よ。自分で直接見聞きしていなくても、世界中の情報を自動的に仕入れる魔術を自身に掛けているわ。帝国の大図書館なんかいらないぐらいよ」

　ツンと横を向いた彼女が、〝できない〟と言われる事を嫌っているのをレオンハルトはよく知っている。

「なら、アルファンティス王国の鉄仮面にまつわる出来事を、思いだせるな？」

　ニヤリと笑うと、ヴィオラは溜め息をついて彼を睨んだ。

「……年単位ね。集中して取りかかってその程度。加えて守護魔女としての役割や、様々な依頼をこなしながら取りかかるなら、それ以上。私にこの件のみに注力しろと、あなたが言うならそうするけど」

　紫色の目で見つめられ、レオンハルトは溜め息をついた。

「『皇帝が私的な用事を優先するな』と釘を刺すなよ。言われなくても分かってる」

　気やすく話せるので忘れがちだが、彼女はこれでも守護魔女だ。

　この国を見守ると決めたのは祖父の代からだが、父の事は誕生から退位するまで見守っているし、レオンハルトもヴィオラにおしめを替えられたらしい。

　そんな保護者のような彼女に、帝国を導く者として言われると、何も言えなくなる。

「婚約者を心配する気持ちは分かるわ。私もできる限り協力してあげたい。けれど一国の皇帝として、何を優先するかをきちんと考えるべきね」

「……ああ」

　低い声で頷いたレオンハルトを見て、ヴィオラは「はーっ」と息をつく。

　そして帝都で有名なショコラティエのショコラをポンと口に入れ、頬の片側で溶かしながら言った。

「意地悪を言ってスッキリしたから、あとはできるだけ協力してあげるわ」

　魔女は喰えない笑みを浮かべて言う。

「……恩に着る」

「安心なさい。例の鉄仮面が負の力を帯びているとしても、今すぐにあなたの婚約者が影響を受ける事はないわ。力を無理に引きだそうとしなければ、まだまだ大丈夫よ」

「そうだな」

　それぐらいの事は予想していた。

　今まで死亡したアルファンティス王国の国王は、四十代、五十代だった。

　二十歳のクローディアがすぐに死ぬ事はないと考えていいだろう。

「……だが、なるべく早く彼女を解放してあげたい。……それこそ、クローディアを女王の座から引きずり下ろしたとしても……」

　レオンハルトは思い詰めた表情で言い、ヴィオラはそんな彼を呆れた目で見る。

「人には人のルールがあるわ。いくら皇帝とはいえ、衝動的に動くのはおやめなさい。守護魔女として手を貸してあげるから、数年ぐらいは待つ覚悟でいるのよ」

「……ああ……」

　頷いたレオンハルトは、愛しい婚約者への不安を募らせる。

　そして無意識に、何度目になるか分からない溜め息をついたのだった。
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　その後、クローディアの戴冠式が行われるまで、半年以上の期間が空く事になる。

　即位そのものは、先王が亡くなった六月の段階で済んでいる。

　だがセレモニーを行うには、喪に服する期間が必要とされた事と、戴冠式の準備を整える時間が必要となる。

　数か月喪服で過ごしたクローディアは、その間も女王として議会の話し合いに参加し、難しい話に耳を傾けていた。

　宰相とは父王が存命の頃から懇意にしていて、「何かあったら彼を頼るように」と言われていた。

　宰相はブラックマン公と呼ばれる、五十代の男性だ。

　表情の変わらない生真面目な人物で、ものの見方が公平で誰にも忖度しないため、圧倒的支持を得て宰相となった。

　宰相という官位は家ではなく個人に与えられる役職だが、クローディアが女王となったあとも、投票により引き続きブラックマン公が宰相を担う事になる。

　基本的に執政は彼に委ねているが、賄賂などを毛嫌いする彼なら安心だと父王も言っていたので、信頼していた。

　彼は信心深くまじめな性格で、「私はこの国に尽くすために誠心誠意、宰相としての責務を果たさせていただきます」と言っていた。

　だからクローディアは彼を頼り、なんとか女王としての道を歩み始めていた。

　そうしなければ、臣下に話を聞いてもらえなかったから、という理由もある。

　臣下たちは大人の男性なのに、クローディアを〝炎髪の魔女〟の生まれ変わりとして怖れていた。

　彼女と直接言葉を交わすのを避け、議会で発言しても誰も何も言わない。

　応えてくれるのは宰相だけで、議事堂にいてもクローディアは自分が透明人間になった心地でいた。

（女性だから軽んじられている？　私が赤毛だから？）

　自問しても、誰かが答えてくれる訳ではない。

　せっかくレオンハルトに勇気づけられて、必死に頑張って王立学院でも良い成績を収めてきたのに、彼女はそれらをまったく発揮できずにいた。

　クローディアは女王となった重圧の他に、周囲に言葉を聞き入れてもらえない苦しみも味わっていた。




　戴冠式では一度仮面を外し、司祭によって再度与えられる事により、正式に王権の力を認められる事になる。

　なのでクローディアは、自分の意思で鉄仮面を出したり収めたりする修行に明け暮れていた。

「ふん……っ！」

　ダンスホールに立ったクローディアは、両手で拳を握って思いきり力む。

　目の前には父王の代から仕えていた侍従のハロルドがいる。

「その意気でございます、クローディア様。先王陛下は、顔からもう一つ顔を外すイメージと仰っていました」

「顔を二つ持っていないので、そんな感覚分からないわ！」

　クローディアは悲鳴混じりに言い、さらに「んぅぅっ」と力む。

　すると顔を真っ赤にして歯を食いしばった彼女の顔に、スゥッ……と鉄仮面が浮かび上がってきた。

「もう少しです。ヤッと浮かべてピタッとフィット、シュッと消してパーン！　です！」

「擬音が多すぎるわ！」

　個性的なハロルドの指導に、クローディアは噴きだしかけて集中力を散らす。

「あぁー……」

　せっかく浮かび上がった鉄仮面は、またスッと彼女の顔に消えていった。

「……おかしいわね。以前レオ様にお見せした時は、スムーズに浮かび上がらせる事ができたのに」

　かれこれ三十分は力み続けているクローディアは、疲れ切って椅子に腰かける。

　特訓に付き合ってくれているハロルドも、用意されてあった椅子に座り、片眼鏡モノクルのガラスが曇っていないか確認しつつ言う。

「意識すればするほど、やりづらいのかもしれませんね」

「確かに、そうかもしれないけど……」

「要は慣れです。食事をしながらでも出したり消したりできるよう、修業するのです」

「……食事ぐらい落ち着いてとりたいわ」

　クローディアはがっくりと項垂れて言い、再び目を閉じて集中し始めた。

「はぁ……っ！」

「その意気です！　顔に鉄仮面があるだけでなく、英雄王アーサーが身につけていた甲冑を身に纏っているとお思いください。あなた様は戦地にいます。目の前には万単位の敵軍。遙か彼方の地平まで埋め尽くす魔獣までいます。味方の軍は疲弊しきっていて、あなた様が王権の力を使わなければ、アルファンティス王国は悪しき者に蹂躙されてしまいます。さあ、女王としての力を示すのです！」

　舞台の台本でも読み上げるかのような声を聞きながら、クローディアは彼が言った光景を想像する。

（頑張らないと……！　私が、私が女王としてこの国を守らなければ……！）

　クローディアは目を閉じたまま歯を食いしばり、自分が重たい甲冑を纏っている想像をする。

　脳裏に家族の顔が浮かび、最後にレオンハルトの顔がよぎる。

（立派なあの方に恥じない、相応しい女でいたい！）

　クワッと目を見開いた直後、クローディアの全身を数十キロはある甲冑が覆っていた。

「あぁっ」

　重たさのあまりズシッと膝をつきかけるが、意外な事に少し膝がカクンとなっただけで踏みとどまる事ができた。

（あれ……っ？）

　鉄仮面の奥でキョトンと目を瞬かせたクローディアは、自分の両手を見てみる。

（……凄いわ。指の一本一本まで防具に包まれている）

「流石でございます！」

　ハロルドの声が聞こえたかと思うと、彼はクローディアの前に姿見を移動させた。

（……甲冑だわ……）

　鏡を見て、それしか感想がでてこない。

　身長百六十センチメートル少しのクローディアに合わせた甲冑は、髪の毛の一本も、ほんの僅かな肌も見せずに全身を覆っている。

　顔は鉄仮面に包まれ、頭部は赤い羽根がついた兜かぶとが守っている。

　素肌の上にはキルト生地のアンダーシャツ、その上に鎖帷子を纏っていた。

　さらにプレートアーマーという装備で、恥ずかしい事に胸元はクローディアの巨乳に合わせ、二つの丘を強調するデザインになっていた。

　誰がデザインしたのか分からないが、乳首のある辺りに小さな輪とさらにプチッとした突起があり、恥ずかしい事この上ない。

（いやああああああああ!!）

　鉄仮面の奥で真っ赤になったクローディアは、声なき声で絶叫し、甲冑姿のまま胸元を覆ってモジモジする。

　思わず一歩後ずさると、ズシャ……と重たい足音がした。

「素晴らしい！　問題なく動けるようで何よりです。何せ一般のプレートアーマーでも二十キロ以上はあると言われていますから」

（二十キロ！）

　そんなものを身に纏って軽々動けるなど、レディと言えない。

（レオ様に笑われる……！　いえ、待って？　レオ様より強かったらどうするの？　好きな人より強い女って何？）

　混乱しきったクローディアの前で、ハロルドが銀盆にのせたリンゴを差しだした。

「小手調べに鎧の力を見せてくださいませ。まずこのリンゴを握り潰してみてください」

「そんなのできないわ。私、か弱い……というのはおこがましいけれど、一応女性なのよ？」

「王権の力に選ばれし方に、性別など関係ありません。ご自身が女性である事はお忘れなさい」

「酷い！」

　乙女の恥じらいを否定され、クローディアは抗議する。

「その集中力がいつまで持つか分からないのです。さあ、とっととリンゴを握りつぶしてください」

「無理を言わないで……！」

　滅茶苦茶な事を言われて困りつつも、クローディアはリンゴを持ってみる。

（……こんなの、潰せる訳がないわ。騎士団にいるムキムキの男性ならともかく、私を何だと思って……）

　心の中でブツブツ言いながら、クローディアは試しに手に力を入れてみた。

「あ」

　その途端、ブシャッと果汁が弾け、銀盆の上にフレッシュなリンゴジュースが滴った。

「え？　何？　今の何？　卵？」

　自分が持っていたのはリンゴのはずだ。

　なのにまったく硬い物を握った感覚はなく、まるで空気でも握った気持ちでいると、リンゴが潰れていたのだ。

（…………待って……？）

　その力のすさまじさに、クローディア自身がついていけていない。

「お見事でございます！」

　なのにハロルドが嬉々とした声で言うので、その声の大きさに、思わずビクッとして小さく飛び上がってしまった。

「さあ、どんどん鎧の性能を確かめていきますよ。その場で反復横跳びです」

「待って！　そんなの、本当にした事がないわ。私、今まで王女だったのよ？　王女は反復横跳びをしません！」

「こうです！　こう！」

　そう言って、ハロルドは意外にも俊敏に反復横跳びをしてみせる。

（動けるおじじだったのね……）

　それはともかく、やり方は理解した。

「えっと……、ちょっと待って。こんなずっしり重たい甲冑を身に纏って、そんなに俊敏に動ける訳がないじゃない」

「いいからやるのです！　はい、ワンツーワンツー！」

「待って！」

　パンパンと手拍子をされて焦ったクローディアは、とっさに右側にステップを踏んだ。

（…………え!?）

　──軽い。

　──人生で一番といっていいほど、身軽だ。

　足元からはズシャッズシャッと重たげな音が聞こえているのに、クローディアは羽でできたドレスでも纏っているかのような身軽さで、右、右、左、左と足を動かしている。

　本来ならここは男女がペアになってワルツを踊る場所だというのに、暑苦しい甲冑を身に纏ったクローディアが、一人で軽やかに動いている。

　壁一面が鏡張りになっているので、その姿が自分でも確認できて、恥ずかしい事この上ない。

「はい、スピードアップしてください！　可能な限り俊敏に動くのです！」

　ダンスを教えてくれた女性講師があまりに厳しかったので、クローディアやダニエルたちは彼女の事を陰で〝鬼コーチ〟と呼んでいた。

　だが今のハロルドはそれよりも酷い。鬼コーチならぬ鬼侍従だ。

　クローディアを女性と思っておらず、成人男性よりもっと激しい運動を求めている。

「酷いわぁあ！」

　文句を言いながら、クローディアは可能な限り素早く動いた。

　ズシャッズシャッと足元で重たげな音がし、市松模様の白黒タイルにはヒビが入りかけている。

　なのに反復横跳びをするスピードは素晴らしく、残像が見えるほどだ。

「はい、一分でございます！」

　焦りながら無心で反復横跳びを繰り返していると、ハロルドが懐中時計を見て時間を告げた。

「……何……、何をさせられたの……」

　ハァハァと息を切らせ……たいのだが、あれだけ動いたのにクローディアは息切れ一つしていない。

（自分が恐ろしいわ）

　そのあとも庭に連れだされ、垂直跳び、百メートル走などをさせられたが、どれも成人男性を凌駕する記録を軽々と叩きだした。──甲冑を纏ったままだというのに、だ。

「素晴らしいです！　クローディア様！」

　ハロルドは大喜びだが、クローディアはそうはいかない。

　もとのドレス姿に戻った彼女は、ボールルームの床の上で膝をつき、絶望していた。

（…………お嫁に行けない……）

　甲冑の力のせいとはいえ、こんな体になった自分を果たしてレオンハルトは女として見てくれるだろうか。

　彼との幸せな結婚式を夢見ていたというのに、今クローディアの脳内に浮かんだのは、甲冑姿の自分がレオンハルトをお姫様抱っこしている図だ。

（嫌……、嫌よ…………。それだけは……。せめてドレスを着させて……）

「ひ、一つ確認させて？　甲冑姿でない時は、あの怪力や体力はなかった事になるのよね？」

　一縷の望みをかけて尋ねたが、ハロルドは黙って新しいリンゴを差しだしてきた。

（嘘……、やめて……。嘘よね……。違うと言って……）

　クローディアはリンゴから顔を背けるように横を向きながら、赤々としたそれを手にし、クッとほんの僅かに力を入れてみた。

　途端、ブシャッとリンゴの果汁が吹き飛び、クローディアの頬に飛沫がかかった。

（…………神様、あんまりです……）

　甲冑を身に纏っていなくても、クローディアは怪力のままだった。

「姫様、それが仮面に選ばれたという事です。ああ、何という素晴らしい力……！　これで何の心配もなく戴冠式を迎えられますね」

　クローディアは顔面を真っ青にさせて座り込んでいるというのに、ハロルドはまったく意に介していない。

（嫌よ……。私はウエディングドレスを着てレオ様と結婚するの）

　そう思ったが、脳裏をよぎったのはウエディングドレスを着た自分が、レオンハルトを姫抱っこしている姿だった。

「…………終わった……」

　呟いたクローディアは、がっくりと項垂れた。

　頬に滴ったリンゴの果汁が、彼女の口元まで垂れてくる。




　絶望の味は──甘かった。
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　レオンハルトからの手紙を受け取ったクローディアは、ドキドキしながら便箋を開いた。

　冒頭に季節の挨拶があり、すぐ本題がある。

【仮面の力について守護魔女に尋ねてみたが、数百年も生きているので、すぐにはアルファンティス王国の過去について思いだせないそうだ。不安だろうが、魔女が英雄王アーサーについて思いだすまで、少し待っていてほしい。もしかしたら長くかかるかもしれないが、その間、俺も帝国の書庫で調べ物をしてみる】

　彼が自分のために動いてくれていると知り、クローディアは勇気をもらった。

（私もこの国の書庫で調べ物をしたほうがいいわね）

　自分の事なのに、レオンハルトが一人で忙しくするなど道理が通らない。

　クローディアはすぐ、妹たちの部屋を訪れた。

「お父様は仮面の暗黒面に呑まれて、短命で亡くなられたわ。レオ様は私に同じ運命を辿らせたくないと言って、帝国の守護魔女様に掛け合ってくださっている。私たちもできる事をしたい。だから、一緒に調べ物をするのを手伝ってくれない？　私がいつか死ぬ事があれば、ダニエルやエイミー、ブリジットにこの仮面が渡るかもしれない。いずれ自分の身に起こる事と思って、どうか……お願い」

　頭を下げたクローディアの肩を、ダニエルがポンと叩く。

「なぜ姉上が頭を下げる必要があるんだ。僕らだって協力するに決まっている」

「ダニエル……！」

　目を潤ませて顔を上げると、今日も美麗な妹がしっかり頷く。

「私たちも勿論協力するわ！　お父様は温厚な方だったからこそ、私たちは仮面の暗黒面に気付けなかった。この上クローディアお姉様を失うなんて耐えられない。協力して、絶対に何とかするわ！」

　エイミーが言い、ブリジットも目に涙を浮かべて頷く。

「クローディアお姉様は女王陛下となってご多忙だろうけれど、私たちは今までとさほど変わらない生活を送っているわ。書庫で調べ物をするぐらい、どうって事はないから任せて！　何かあったら逐一報告し合いましょう」

　妹たちの心強い返事を聞き、クローディアは「ありがとう！」と妹たちを抱き締めた。

「痛いっ！」

「お、お姉様、苦しい……っ」

　だが怪力が発揮されてしまい、クローディアは「あああああ……」と両手で頭を抱えてしゃがみ込んだ。
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　妹たちと協力して仮面の秘密を調べ始めてから、数か月が経った。

　その間も、レオンハルトからは報告の手紙が届いている。

　文面からも彼が焦りを覚えているのは窺えるが、焦ったところでクローディアが仮面を受け入れてしまった事は覆せない。

　来年の春に戴冠式を迎えようが迎えまいが、彼女はもう仮面に選ばれた。

　妹たちが毎夕に報告会議を開いてくれるのをありがたく思いながら、クローディアは「焦る事はない」と開き直ってしまっていた。

（明日死ぬ訳ではないわ。お父様だって四十二歳まで生きられた。私は二十歳。今の倍ぐらいは生きられる）

　会議室で臣下たちが話し合いしているのを眺めながら、クローディアは自分に言い聞かせる。

（レオ様と結婚できればいいけれど、どうなるのかしら。私とレオ様の間に、子供は生まれる？　そうしたらアルファンティス王国の王位継承権はどうなるの？　私が四十代で死んだとして、そのあとはダニエルが仮面を被るの？　その頃にはあの子は三十代後半だわ。あの甲冑や仮面の力に順応していけるのかしら？）

　考えれば考えるほど不安になる。

　大事な会議の途中なのに泣いてしまいそうになり、クローディアはグッと表情に力を込めて涙が零れそうになるのを堪えた。

　クローディアの強張った顔を見て、臣下たちが「今日も恐ろしい顔をされている」と怖れていたのを、彼女は知らない。
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　翌年、クローディアは二十一歳になった。

　戴冠式は国中にミモザが咲き誇る三月の末に行われ、大陸中から王侯貴族がアルファンティス王国を訪れた。

　大聖堂で大勢に見守られるなか、雪豹のマントを羽織り真紅のドレスを身に纏ったクローディアは、司祭により宝冠と宝剣、王おう笏しゃくを与えられる。

　そして緊張しながら両手を顔にかざし、スッと浮かび上がらせた鉄仮面を司祭の手に渡した。

　司祭は神々への祈りの言葉を唱え、聖水を鉄仮面に掛ける。

「今ここに、新しきアルファンティス王国の女王の誕生を告げます……！」

　朗々とした司祭の声が告げ、鉄仮面が再度クローディアの顔に被せられる。

　額に赤い石のついた銀色の鉄仮面は、スゥッと彼女の顔に馴染み、透明になって消えていった。

　本来ならそこで、ワッと歓声が上がったのかもしれない。

　だがクローディアは成長しても、変わらず〝炎髪の魔女〟の生まれ変わりと言われ、忌避され続けていた。

　式典は厳かな雰囲気のまま終わり、各国の王侯貴族たちが拍手するなか、クローディアは胃痛を抱えながらしずしずと退堂していった。

（緊張したわ……。でも無事に終わって良かった）

　重厚な扉の外に出たあと、クローディアは胸を撫で下ろす。

　そして戴冠式に出席していたレオンハルトを思いだし、憂い顔になる。

（私の事をどう思われていたかしら。鉄仮面を被る婚約者なんて……）

　もし逆の立場なら、と思ったが、レオンハルトが鉄仮面を被っていようが、全身を甲冑に包まれる王権の力を持っていようが関係なく愛せる自信がある。

　だがそれは、レオンハルトが男性だからと言えるかもしれない。

　普通、甲冑は男性が着るものだ。

　女性騎士も稀にいるものの、どちらかといえば実戦向けというより、見栄え重視の格好をしている。

（……私の甲冑は実戦向けだわ。……せめて煌びやかな装飾でもあればまだ良かったのに……。いや、そういう問題じゃなくて）

　そこまで考え、胸の頂点にある模様を思いだし、内心「あああああ……！」と悶える。

　その時、礼拝堂の外に控えていたハロルドに声を掛けられた。

「何をボーッとされているのです。こちらへ」

　言われて、クローディアはしずしずと廊下を歩き始めた。

（本当なら女王になる前に、何とか二国間で話し合いをして、レオ様と結婚できていたかもしれない）

　静まりかえった廊下を歩いていると、壁越しに礼拝堂のざわめきが聞こえる。

〝炎髪の魔女〟の再来と言われている自分がいなくなった途端、皆笑顔を取り戻し、楽しげに話し始める。

（こんなの、もう慣れっこだわ）

　クローディアは自分に言い聞かせながら、無意識にスカートを手で握り締める。

　そしてレオンハルトが自分の赤髪を、薔薇のようと言ってくれた言葉を思い出し、勇気をもらう。

　スゥッと息を吸い、しゃんと背筋を伸ばす。

（私だって彼だって、やるべき事をしたわ。今になって〝たられば〟を考えても仕方がないもの。これから自分ができる事を考えなくちゃ）

　思い直したクローディアは、着替えるために廊下を歩いていった。
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　戴冠式は無事終わった。

　夜に行われた祝宴では、豪勢な食事と酒で、新しい女王の誕生を祝ってもらった。

　だがアルファンティス王国の場合、それで解散とはいかなかった。

「陛下。これから皆様の前で、騎士たちと一騎打ちをしていただきます」

　翌日、朝食をとっていたクローディアの前にハロルドが現れ、そう言ってきた。

　クローディアは表情をビキッと引きつらせ、フォークでスクランブルエッグをすくったまま固まっている。

　トロリとしたそれが白いプレートにポトッと落ちた事にも気づかず、クローディアは子供が見たら泣きだしそうな険しい表情で、侍従を凝視していた。

「何ですか、その『初耳よ』というお顔は」

「……い、以前から聞いていたし、練習もしていたけれど……。『まさか各国の皆さんの前で甲冑姿になるなんて嘘よね？』と思っていたし」

　言葉の通り、クローディアはあの甲冑を自由自在に扱えるようになったあと、騎士たちと手合わせをしていた。

　その時、騎士たちは遠慮していたが、今日は「思いきりやれ」と言われているそうだ。

「何を仰るのです。鉄仮面の力を得たのですから、『これほど使いこなせます』とお見せするのです」

「んんーっ……」

　クローディアは頭痛を堪えるように、片手で額を押さえた。

「可哀想。婚約者の前で、騎士たちをなぎ倒すのね……」

　ブリジットが悪気のない表情で気の毒そうに言う。

「や、やめて……。本当の事を口にするのはやめて……」

　現実を直視しないようにしていたのに、素直な妹は現実を知らせてくる。

「姉上は女性らしいから、そういう事をしろと言われても苦痛だろうに。……だから僕が女王になれば良かったんだ」

　向かいの席でダニエルが溜め息をつく。

「あなたの気持ちは嬉しいけど……。……もう私のお役目だわ」

　妹の思いに感謝しつつ、クローディアは苦く笑う。

「どうにかして、せめてレオンハルト様だけ、出席しないようにして頂くとか……」

　ブリジットが首を傾げつつ言うが、エイミーに突っ込まれる。

「皇帝陛下がご出席されなくてどうするの。他の人がいぶかしむわ」

「そうよね……」

　三女と四女は顔を見合わせ、「うーん」と唸る。

「もう戴冠式を終えてしまったのだから、今さら逃げられないわ。……一か月後とかの話ではない、今日の話だし、……覚悟を決めないと」

　クローディアは遠い目で言い、プレートの上に落としたスクランブルエッグを再度フォークで集め、口に入れる。

「見世物になるのも、女王の役割だわ」

　フッと自嘲気味に言ったクローディアが、ハロルドに説教されたのは言うまでもなかった。





　　　＊＊






　闘技場の廊下で、甲冑姿になったクローディアは、とても凪いだ気持ちで闘技場への入り口を見ていた。

（これから皆が私を見るのだわ。この甲冑姿の私を……）

「ふふ……、うふふふふ……」

　鉄仮面の奥で、クローディアは投げやりに笑う。

「陛下、何を笑っておいでです。歴史ある儀式なのですから、まじめに取り組んでください」

「……分かってるわよ……」

　ハロルドに注意され、クローディアは恨みがましい目で侍従を見た。

　鉄仮面を受け継いだ代々の国王たちは、こうして闘技場で騎士たちと戦い、他国の王侯貴族に王権の力を使いこなせる事を示したそうだ。

　アルファンティス王国の歴史上にも女王はいて、その肖像画を見ると強気そうな顔立ちをしていた。

　だから勝手に、彼女たちは男性に肩を並べていた人なのだと思っていた。

（過去の女王たちの気持ちは分からないし、決めつけるのは失礼だわ。……けど、私は普通の女性のつもりだし、〝これ〟をするのが当たり前と思わないでほしいわ）

　本当は情けなくて、恥ずかしくて泣きたいのだが、その感情はとうに通り過ぎてしまった。

〝お披露目戦〟を前にして、少しでも現実逃避しなければやっていられない。

　だが、とうとうファンファーレが鳴ってしまった。

　高らかにラッパの音がし、司会者が朗々とした声で挨拶をしている。

　拡声魔法を使っているので、闘技場の外まで彼の声が届いているだろう。

　加えて新女王が戦っている姿は、王都の街角にも投影魔法で流されるらしい。

　いわば、甲冑姿のクローディアが戦っている姿を国中の人に見られてしまうのだ。

（あはははは！　どうにでもなって！）

　クローディアは心の中で泣き笑いし、ズシャ……と一歩踏み出して闘技場の中央に進んでいった。

　司会が新しい女王とその王権の力、英雄王アーサーの話をしたあと、クローディアと戦う騎士たちを紹介していく。

　栄誉ある役目に選ばれた騎士たちは、ヘルムをとって笑顔で観衆に手を振っている。

　いっぽうでクローディアは、鉄仮面の奥で死んだ目をし、屈強な彼らを見ていた。

（レオ様はいらっしゃるのかしら）

　不意にそう思ってロイヤルシートを見ると、レオンハルトが座っているのが見えた。

（やっぱりいた……。……ん？）

　彼の隣には美女がいて、レオンハルトと親しげに話している。

　彼女はサラサラのストレートロングの金髪で、絵に描いたようなお姫様だ。

（……私とは大違いだわ）

　いわくつきの赤毛で甲冑を纏っている自分は、あの金髪のお姫様とは天と地の差がある。

　落ち込んだクローディアは、銅鑼が大きな音で鳴っても気づけずにいた。

「お姉様危ないっ！」

　妹の声が聞こえ、ハッとしたクローディアは、振り下ろされたハンマーにギョッとして、とっさに後方にジャンプしていた。

　重量のある甲冑を纏っていると思えない身軽さに、観客が「おお～！」とどよめく。

（恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしい……！）

　クローディアは、鉄仮面の中でカーッと赤面する。

　闘技場の石畳の上では、ウォー・ハンマーを構えた巨躯の騎士がジリッとにじり寄ってきていた。

　周囲からは歓声が上がっている。だがこれは女王を讃える声ではなく、ただの見世物への興奮の混じった声だとすぐに分かった。

（信じられない!!　私、うら若き乙女なのですが!!）

　自分で自分の事を乙女というのは些か図々しい気がするが、抗議したい気持ちは認めてほしい。

　自分は男性ではないし、普段から体を鍛えている女騎士でもないのは確かだからだ。

「陛下、御免！」

　騎士が怒号を上げ、ウォー・ハンマーを大きく振りかぶった。

「いやあああぁっ!!」

　クローディアは悲鳴を上げ、身軽にジャンプして打撃地点から逃れつつ、無意識に反撃しようと手に力を込めた。

　その途端、彼女の両手に長物──槍が現れ、シュッと大柄な騎士の喉元を狙った。

「うぐぅっ！」

　一撃必殺だったのか、槍は大柄な騎士の喉元にあった盾魔法を打ち砕いた。

　パリンッとガラスを叩き割ったような音がし、その途端に闘技場中に鐘の音が響き渡る。

　このように、クローディアや騎士たちの体には盾魔法が掛けられている。

　急所にあるそれを破壊されると、闘技場を覆っている結界に連動し、大きな音で観客に擬似的な〝死〟を知らせるようになっていた。

　ワッと歓声がし、全員が拍手や足踏み、指笛に鳴り物での応援をする。

「勝者、女王陛下！」

　いつの間にか現れた司会がクローディアの勝利を告げ、彼女はうなだれる。

（こんな姿、見せたくないのに……）

　そんな思いとは裏腹に、そのあとクローディアは指折りの強さを誇る騎士たちをバッタバッタとなぎ倒し、あっという間に十人抜きを成し遂げたのだった。

　最後は〝お楽しみ〟として十人対クローディアという対戦形式になる。

　最初は逃げ回っていたクローディアが、「もう嫌ぁあああぁ！　ごめんなさーい!!」と叫ぶと共に大剣を振り回し、旋風を巻き起こして十人を吹き飛ばしたのだった。

「女王陛下万歳!!」

　甲冑を纏ったクローディアは、闘技場中に響き渡る歓声を一身に浴びる。

（終わった……。何もかも終わった……。私の女性としての尊厳はすべて失われた……）




　疲れ切り、自暴自棄になったクローディアは、自分が燃え尽きて真っ白になったように感じていた。








　第三章　愛しい婚約者と、初めて気持ちを確かめ合いました









〝お披露目戦〟が終わったあとも、人々は祝宴を繰り広げていた。

　戴冠式のあと二週間ぐらいはお祭り騒ぎが続く。

　だがお祝いの主人公であるクローディアは、鉄仮面と甲冑を収めたあと自室のベッドでシクシク泣いていた。

（酷いわ。恥ずかしい。こんなのってないわ）

　王女として育った二十一歳の女性に、甲冑を身に纏えというだけでも酷い話だ。

　その上、皆の前で騎士たちをなぎ倒すなど精神的苦痛が大きすぎる。

　しかもレオンハルトは隣の美女に話しかけられ、笑顔を見せていた。

「うううううううううううううううううう…………」

　枕に顔を埋めたクローディアは、激しくうなって泣きじゃくる。

（絶対レオ様は呆れているに違いないわ。私の事なんか、女として見ていないに決まってる……！　〝炎髪の魔女〟として怖れられた挙げ句、甲冑を身に纏って怪力で男性をちぎっては投げ……）

　王女時代は外見の事で悩んだ。だからこそ、人に悪印象を与えないように穏やかに、誰に対しても優しく接して生きてきた。

　なのに今はすべての努力が無に帰している。

　新聞社が発行している新聞には、面白おかしい見出しがついているに違いない。

（地味に生きていきたいだけなのにいいいいい……）

　グスグスと洟を啜っていた時、ドアがノックされた。

「陛下、ラガクード帝国皇帝陛下、レオンハルト様がお見えです」

「ふぇ……っ!?」

　ガバッと起き上がったクローディアは、慌ててベッドから下りて姿見の前に立ち、乱れたところがないか確認する。

　しかし髪はボサボサだし、顔は涙と鼻水でグシャグシャ、ドレスも皺だらけ。

　乱れていないところを探すほうが難しい。

　おまけに彼が闘技場で、金髪ストレートの美女と仲良く話していた姿がチラつき、素直に会える気がしない。

「ディア」

　だがドアの向こうから愛しい人の声がし、彼女は諦めて応対する事にした。

（どんな事があっても、レオ様と過ごす時間を一番に優先したい）

　長年遠距離恋愛を貫いてきたからこそ、クローディアは彼と一緒にいる時間の貴重さを分かっていた。

（……覚悟を決めるしかないわ）

　クスンと洟を啜ったクローディアは、「はい、今参ります」と返事をしたあと、髪を撫でつけ、鏡に向かってぎこちなく笑いかけた。

（ダニエルがいつも令嬢たちに言っていたわ。『女性は笑顔になるだけで魅力を増す』。笑う事で、少しでも彼の目に可愛く映ればいいのだけれど……）

　クローディアは光沢のある萌葱色のドレスをパンパンと払い、咳払いをしてからドアの近くで控えていた侍女に頷いてみせた。

「ディア」

（やっぱり格好いい……！）

　室内に入ってきたレオンハルトを見た瞬間、クローディアは声を上げてその場にくずおれたくなった。

　三十歳を前にしたレオンハルトは、さらに男ぶりに磨きを掛けている。

　体はさらに鍛えられ、顔立ちも整って秀麗さを増している。

　これ以上美しく、格好良くなってどうしたいのかと思うほどだ。

　公の場にいたからか、レオンハルトは前髪を軽く横に流していた。

　いつもは前髪が下りているので、滅多に見ない髪型がまた格好いい。

（彼はこんなに完璧な方なのに、私は……！）

　光り輝かんばかりのレオンハルトをありがたく拝んだあと、クローディアは自分を省みてズン……と落ち込んだ。

「……わざわざおいでいただき、ありがとうございます。お茶でも飲みましょうか」

　それでもクローディアは女王だ。

　年若くても女王はたやすく取り乱さないものだ。

　クローディアはなるべく穏やかに微笑み、ソファを手で示した。

　侍女がお茶を淹れて退室したあと、彼女は何から話したものか思案しつつ、気まずさをごまかすためにお茶を飲む。

（みっともない姿を晒してしまったから、『婚約はなかった事にしよう』と言われるのかもしれないわ）

　クローディアはどんよりと落ち込みながら思い、息をつく。

「会いたかった」

「えっ？」

　けれど意外な事を言われ、嬉しいのに信じられなくて疑うような声を漏らしてしまった。

　その反応を見て、レオンハルトは困ったように笑う。

「ディアは会いたくなかったのか？」

「……あ、……お会いしたかったです……」

　呆然としたまま頷くと、彼は微笑んで立ちあがり、クローディアの隣に座って抱き締めてきた。

「……キスしても？」

　尋ねられ、彼女はまだ信じられない思いでコクンと頷いた。

　レオンハルトは少し顔を離し、クローディアの頬を両手で包んでジッと見つめてくる。

　サファイアのような青い目で凝視され、彼女は恥ずかしくて思わず目を少しだけ逸らした。

　レオンハルトはクローディアを見つめながら、親指でスリ……と彼女の頬を撫で、額にキスをする。

「……美しい。……君は本当に美しく成長した。俺の読みは当たっていた」

　呟くように言われた言葉に驚き、クローディアは目を見開く。

「……恥ずかしい、です……」

　自分が劣等感から人間不信になっていたと気づき、彼女はカァッと赤面する。

　幼い頃から陰口ばかり叩かれていたクローディアは、己の魅力を肯定できずにいた。

　鏡を見て「顔立ちは母に似て整っているかもしれない」と思えても、豊かな赤髪を見ると、すべてを否定したくなる。

　彼女はいつも劣等感と共にあり、褒め言葉を掛けられても「どうせお世辞でしょう」と素直に受け入れられずにいた。

「どうしてだ？　俺が『美しい』と思った感覚を信じられない？　俺の想いを否定するのか？」

「……ご、ごめんなさい。私、自分を『恥ずかしい存在』と思い込んで、他の人の意見を蔑ろにしていました」

「ん」

　頷いた彼は、クローディアを抱き締めてトントンと背中を軽く叩く。

「ここずっと、お互い忙しくて会えなかったな。ディアには寂しい想いをさせた。女王となる事が急に決まって、不安にならないはずがない。誰かに頼りたかっただろうに」

　気遣う言葉を聞き、じんわりとレオンハルトの優しさが染み入ってくる。

「……いずれこの日がくると分かっていました」

　そう言うものの、レオンハルトが優しく慰めてくれたので、少し涙腺が緩んでいる。

「君が背負った運命はあまりに過酷だ。先王陛下は王権の力に翻弄され、年若くして急逝された。君自身、いつどうなるか分からない恐れを抱いているだろう。それに、これは俺の憶測だが、慎ましやかな君が衆目を浴びて騎士たちと戦い、負担に思っていないはずがない」

　言い当てられ、クローディアはレオンハルトの胸板に顔を埋める。

「……はい」

（……やっぱりこの方は、私の事を理解してくださっている）

　安堵して、思わず泣いてしまいそうになった。

　様々な思いがあり、優しい彼にすべてぶちまけてしまいたくなる。

（けれどレオ様だって皇帝となって数年で、忙しいに決まっているわ。自分だけがつらいなんて思ったらいけない）

　恋人たちは頼り合い、甘え合うものだ。

　だが自己肯定感の低いクローディアは、自分が甘える事で彼が負担に思わないか心配していた。

　だから甘え下手になり、つい色んな思いを内に秘めてしまう。

「つらかったか？」

　なのに正面から心を見透かしたように言われ、クローディアはクシャリと表情を歪める。

「ず……っ、ずるいです……」

「ああ、俺はずるい男だ。君が弱っていると思って部屋を訪れたし、君がずっと気を張り詰めさせて頑張ってきたものを突き崩して、泣かせようとしている」

「酷い……っ」

　彼が堂々と本心を明かすので、クローディアは半分笑いながら涙を零す。

「さあ、どんどん愚痴や弱音を吐いてしまえ。今なら何を言っても許されるぞ。はい、よーい、どん！」

「えぇっ!?」

　そう言われ、クローディアは焦って溜め込んでいた想いを伝え始める。

「……お会いしたかったです」

　最初に出た言葉は、愚痴や弱音よりもレオンハルトへの恋情だった。

「ああ、俺も会いたかった。頻繁に訪ねられなくてすまない」

　彼の言葉を聞き、クローディアは小さく首を横に振る。

「いいえ、あなたは皇帝陛下ですもの。この大陸を取りまとめ、導いていくお役目があります」

「そういうのはいい。君はどう思っていた？　いい子になろうとするな」

　無意識に女王としての意見を口にしてしまったが、レオンハルトはクローディアという一個人の言葉を求めていた。

　促され、クローディアは少しずつ心の枷を外していく。

「……君主になるって、重圧が凄いです。大臣たちのように経験を積んでいないし、知識もない。なのに皆私に責任を求めます」

「……そうだな。とてもつらい事だ」

「幼い頃から女王となるために様々な事を学んできました。沢山勉強した自負があります。けれど臣下たちは、議会で私の発言を聞き入れてくれません。私が何を言ってもすべて無視され、彼らが物事を決めていく……。『なら私なんて要らないじゃない』と思うのに、最後に書類にサインをして責任を負うのは私。自分で意見を出して納得した事ではないのに、私のサイン一つで国が動いてしまう」

　会議室での閉塞感を思いだし、クローディアは溜め息をつく。

「怖くてたまらないのに、臣下たちは私に女王らしくある事を望みます。だから女王である事を受け入れ、公私を分けて生活しているつもりでした。けれど、だんだん自分が〝何〟であったのか分からなくなってきました。妹たちと過ごすプライベートな時間でも『女王がこんな事を言っても良かったかしら？』と不安になってしまいます。……それに、いつ自分がお父様のように鉄仮面に呑まれてしまうか分からなくて、……毎日夜を迎えるのが怖くなりました」

　無言のまま聞いてくれていたレオンハルトが彼女を抱き締める手に力を込めた。

「ベッドに横になっても眠れず、目を開けると闇の向こうからあの鉄仮面が迫ってくるように思えるのです。目や口の穴の向こうに、底知れない闇を感じます。あの向こうに歴代の君主の死があり、いずれ私もそれに取り込まれる……」

　最後は、泣きそうになって声が少し震えてしまった。

「一人でよく耐えたな」

　レオンハルトはギュッとクローディアを抱き締め、トントンと背中を叩きながら言う。

「君はよく頑張った。お父上が逝去され、心許ない気持ちでいただろう。周りは君を外見だけで判断し、本質を知ろうとしない。そんな中、君は戦い抜いて戴冠式を無事終えた。……俺は君の勇気と強さを誇りに思う」

「……っ、ありがとう、──ございます……っ」

　母も妹たちも、常に励ましてくれたし、勿論味方でいてくれた。

　だがクローディアを無意味に怖れる人は多すぎ、彼女はとてつもない孤独を感じながら過ごしてきた。

　でも、レオンハルトだけは〝特別〟だった。

　異国にいる彼は、クローディアを心から応援してくれている。

「……っレオ様のお手紙だけが、私に勇気をくれたのです……っ。方法はまだ分からないけれど、いつかあなたと結婚する。その目標を掲げて顔を上げ、進み続けてきました……っ。この髪を切ってしまいたくなる時だってあったけれど、あなたが薔薇のようと言ってくれたから、大切に伸ばそうと思えたのです……っ」

　クローディアは顔を上げ、涙で濡れた目で彼を見つめ、不器用に笑う。

「あなたの隣に立っても恥ずかしくない女性でいたいから……っ、だから、頑張れたのです」

　泣きながら懸命に笑顔でいようとするクローディアを見て、レオンハルトはクシャリと笑う。

「そんな君だから、俺は帝国で頑張れていた。俺のほうこそ、君からの手紙を見てどれだけ励まされたか」

　褒められて、クローディアはまた涙を零しながら笑う。

「……君が愛しい」

　レオンハルトは呟き、クローディアの目元にキスをして涙をチュッと吸った。

　突然の口づけに彼女は目を瞠る。

　だが真剣な表情で見つめられ、ほんのりと頬を染めた。

「……ディア」

　低い声で言われ、彼女は呼吸を震わせながら静かに顔を上げた。

　レオンハルトは「いい子だ」と褒め、豊かな赤髪を指で梳く。

　闘技場で恥ずかしい思いをして、色んな人に言い訳じみた〝何か〟を訴えたかった気持ちも、今はレオンハルトの愛に包まれて落ち着いている。

「君は素晴らしい女性だ。よく我慢して努力したな」

　耳元で囁かれ、クローディアは真っ赤になって唇をわななかせる。

　反射的に彼にしがみつき、興奮と羞恥で震える手で、キュッとジュストコールを握った。

「早く君と結婚したい」

　レオンハルトは悔しげに呟き、彼女の額にキスをする。

「私も、早くレオ様の花嫁になりたいです」

　彼の温もりや香りに包まれ、クローディアは随分久しぶりに人に甘えられていると感じた。

　母や妹たちは精神的な支えになってくれている。

　だがまだ父の死を引きずっている母に負担を掛けたくないし、妹たちの前では〝姉〟として振る舞わなければならない。

　こうやって抱き締めて、どんな弱音も受け入れてくれる存在は、レオンハルトの他にいなかった。

　微笑み合ったあと、レオンハルトは顔を傾けて彼女の唇にキスをした。

　──はずなのに。

「う……っ」

「えっ!?」

　レオンハルトのうめき声が聞こえ、クローディアはハッとして目を開け、声を上げた。

「えええーっ!?」

　あろう事か彼女の顔には、キスを阻止するように鉄仮面が現れていた。

「どっ、どっ、どうしよう……っ、ごめんなさいっ！」

　せっかくいい雰囲気だったのに鉄仮面に台無しにされ、クローディアは真っ赤になってワタワタと手を振る。

　レオンハルトは少しの間、横を向いて口元を手で覆っていた。

　が、気持ちを入れ替えたのか息をついて、クローディアに向き直った。

「……持ち主を守ろうとしているのだろうか？」

　怒っていなかったので、クローディアはひとまず安堵する。

　鉄仮面は一分ほどクローディアの顔を守ったあと、スゥッと消えていった。

「……キス、できませんね……」

　ここまできたら、持ち主を守るというより単なる呪いだ。

（好きな人とキスすらできない力なんて……！）

　レオンハルトがせっかくキスしてくれようとしたのに、この忌々しい鉄仮面のせいでムードがぶち壊しだ。

「うう……っ、う……っ」

　ずっと我慢していたものが、キスすらできない現実に叩きのめされて決壊した。

　両手で顔を覆って嗚咽するクローディアを抱き締め、レオンハルトは息をつく。

（駄目よ……。泣いたら困らせるわ。レオ様だって『こんなはずじゃなかった』って思っているに違いないのに）

「ディア、泣かないでくれ」

「ご……っ、ごめんなさい……っ、今……っ」

　何をしても好きな人を困らせると思ったクローディアは、必死に手で目を拭う。

　だがどんどん情けない気持ちが募り、「泣き止まないと」という思いとは裏腹に嗚咽は激しくなっていく。

「ディア」

　レオンハルトは彼女の髪をサラリと掻き上げたあと、耳の下、首筋にキスをしてきた。

「ふぁ……っ」

　そんな場所に口づけられた事のないクローディアは、驚いて声を上げる。

　目をまん丸にして固まると、レオンハルトが悪戯っぽく笑ったのが見えた。

「どうやら唇以外は大丈夫なようだ。不安で、恥ずかしいか？」

　尋ねられ、コクンと頷く。

「俺が今の事で怒らないか心配？」

　また、同じように頷いたあと、ずっと気にしていた事を告白した。

「……闘技場で、美しい方と仲良く話されているのを目にしました。レオ様を信じていいと分かっていても……、私……」

　何もかも自分と正反対の美女を思いだすと、胸の奥が苦しくなる。

「彼女はマルガレーテと言って、ただの従妹だ。君は気にしなくていい」

　レオンハルトは苦笑いし、ポンポンとクローディアの頭を撫でた。

（従妹……）

　安堵したものの、血の繋がりを重視する国では、いまだ近親者での結婚が行われている。加えて従兄妹同士なら、子が生まれても問題ないとされていた。

　まだ不安の残っているクローディアを見て、レオンハルトが謝ってくる。

「だが不安にさせたな、すまない」

「いえ……」

　国際的な催しに赴く際、独身なら身内の女性をエスコートしてもおかしくない。

　なのにこれだけ苦しくなるのは、自分があの女性に劣等感を抱いているからだ。

　苦労せずレオンハルトの側にいられる。その上、輝くような金髪を持ち、魔女と誹られる事もない〝普通〟の人だ。

　クローディアは〝普通〟に生きたいと願っているだけだ。

　話しかけたら相手が普通に接し、外見を理由に怖れられる事もなく過ごす。

　そんな簡単な事が叶わない。

　だからこそ、彼女は他者に強い劣等感を覚えていた。

「何をすれば安心する？　……キスはできない。沢山抱き締める？」

　尋ねられ、クローディアは羞恥に震えながら自分からギュッと抱きついた。

　──あなたがほしい。

　強く想い、手に力を込める。

　その「ほしい」という想いが、精神愛を示すのか、性愛も含めるのかはクローディアも分かっていない。

　だがずっと会えずに不安だったので、安心するための保証がほしかった。

　けれど、どう伝えたらいいのか分からないクローディアは、ただ彼にしがみつくしかできないでいる。

　レオンハルトはしばらくクローディアを抱き締め返していたが、そっと彼女の背中から腰を撫で下ろした。

「…………っ」

　ハッと顔を上げたクローディアの目の前には、青い目の奥に熱を宿したレオンハルトがいた。

「君に触れてもいいか？」

　クローディアは純情に生きてきたが、その言葉の意味が分からないほど初う心ぶではなかった。

　遠距離恋愛をしていた間、彼を想って恋愛小説を読みふけり、大人の恋愛とはどういうものか理解した。

　いっぽうで、美しい愛の裏に生々しい肉の交わりがあると知っている。

　それとは別に、まじめに房事の授業を受けたのも手伝って、大体の事は分かっていた。

（レオ様が、私を欲してくださっている……？）

　ポッと頬を染めたものの、今度は別の意味で赤面した。

（待って。『触れてもいいか？』って言ったのよ。ただ触っていいかと尋ねただけかもしれない。一人で勘違いしては……）

　自分を戒めていた時、レオンハルトがクローディアを見つめたまま、パフッと胸を手で包んできた。

　それだけで何も考えられなくなったクローディアは、目をまん丸にして、口まで開いてレオンハルトを見つめる。

「……ずっと、君とこういう事をしたいと思っていた」

　彼は真剣な表情で、ほんの少し手に力を込める。

　するとクローディアの乳房はドレス越しに形を変えた。

　彼女が何か言う前に、レオンハルトは何かに気づいたようにハッと息を吸い、慌てて訂正する。

「ち、違うんだ。最近の君とだ。婚約すると決めた時は、正直まだ君を性的対象には思えていなかった。……だが十七歳、十八歳と適齢期になった辺りから、自分の中で君を想う気持ちが変化していった」

　弁解するレオンハルトを、クローディアは不思議な気持ちで見た。

（ずっと、彼は大人の男性で、私を妹と感じていたのだと思った。……でも、もう私を一人の大人の女性として見てくださっている……？）

　初めてレオンハルトを〝大切な人〟と認識した時はまだ八歳で、〝お兄様のような方〟と思っていた。

　その感情は割と長い間続き、ようやく彼を異性として意識し、恋情をもって告白したのは十一歳の時だ。

　だがレオンハルトは当時、クローディアを女性として意識していなかった。彼もまた〝妹のよう〟と思い、保護の対象としていただろう。

　クローディアは十一歳の時に恋心を自覚したが、レオンハルトがいつから自分を女として意識したか知らなかった。

　だから彼がうろたえている様子を見て、「もっとその気持ちを知りたい」と胸を高鳴らせていた。

「……わ、私を……大人の女性として見てくださっていますか？」

　思いきって尋ねると、彼はサッと頬を赤くし、怒ったような顔で頷く。

「君は堪らなく魅力的だ。ずっと抱きたいと思っていた気持ちを我慢していた」

　その言葉を聞き、クローディアは歓喜に包まれた。

　悩んでいたのはどこかへ、今はレオンハルトへの想いが膨れ上がり、もっと彼の事で満たされたいと願った。

「ど……っ、どれぐらい、魅力的……でしょうか？」

　変な事を聞いている自覚はあるが、彼がどのぐらい自分を想ってくれているのか、確認したい気持ちが先走っていた。

　レオンハルトはしばらくクローディアを見つめたあと、口を真一文字に引き結び、グイッとクローディアを抱き上げた。

「きゃ……っ」

　クローディアはとっさに彼の首を抱き、落ちないようにしがみつく。

　レオンハルトはそのまま大股に奥にある寝室へ向かった。

（まさか……）

　ドキドキしていると、ベッドの上に仰向けに寝かされる。

　その上にレオンハルトがのし掛かり、サラリと彼女の前髪を横に撫でつけた。

「……こうして、君を暴きたいと思うぐらいには」

　呟いたあと、レオンハルトは触れるか触れないかの手つきで、ツ……とクローディアの頬を指先で撫で下ろした。

　そしてゆっくりと首から鎖骨を辿り、人差し指でトンと谷間の始まりに触れる。

「…………っ」

　そうされただけで、まるで心臓をギュッと掴まれたように感じた。

　クローディアは魅入られたかのようにレオンハルトを見つめ、静かに息を荒らげる。

　胸の内では、長年押し殺してきた恋情が、ゴウゴウと荒れ狂っていた。

　──恥ずかしい。

　──でも、彼がほしい。

　──抱かれたい。

　クローディアは胸元に触れている彼の手をギュッと握った。

　握ったままレオンハルトの手を誘導し、彼の指先をドレスの胸元の中へ少し入れる。

「……了承ととるぞ？」

　熱を押し殺した声に尋ねられ、彼女はコクンと頷いた。

　レオンハルトは自身を落ち着かせるように深く呼吸しながら、クローディアの背中に手を入れてドレスのくるみボタンを外す。

　魔法の灯りで照らされた室内で、衣擦れの音が微かに聞こえる。

　やがてクローディアはコルセットも脱がされ、下はドロワーズのみという姿にされてしまった。

　レオンハルトは何かの術を使ったのか、口元で小さく何かを唱え、室内に障壁のようなものを張る。

　両手で胸元を覆ったクローディアは、ドッドッドッ……と胸を高鳴らせながら、どこを見ればいいか分からず必死に横を向いていた。

　レオンハルトは両手で彼女の頬を包み、額に口づけた。

　そして首から両肩を撫で、二の腕へと滑らせる。

「ディア、君を見せてほしい」

　囁くように言われ、彼女は緊張しながら胸元から手を放した。

　淡い灯りに照らされて、白くまろやかな双丘が晒される。

　むっちりとした胸の果実はたわわに実り、その先端にある色づいた場所は、緊張のあまりほんの少し凝っていた。

（変じゃないかしら。生まれてこの方、侍女以外に肌を見せた事なんてないから）

　あまりにドキドキしすぎて、心臓が口から出てしまいそうだ。

　レオンハルトはしばらくクローディアの乳房を見つめていたが、ほぅ……っ、と息をついた。

「……美しい。大切にして、待っていた甲斐があった」

　呟いたあと、彼は彼女の手をとると、その甲に口づけた。

　見つめられたまま手にキスをされ、クローディアはまるで指先から彼に食べられてしまうような感覚を味わう。

　誰よりも気高く、紳士的な人だと分かっているのに、自分の目の前に大型の肉食獣がいるように感じた。

　レオンハルトは手の甲から手首、腕……と、口づける場所を移動させていく。

「あ……、ぁ……」

　クローディアは羞恥と焦り、不安の声を漏らし、本能的に彼から逃れようと体をひねらせた。

「駄目だ」

　だが抱き寄せられた時、レオンハルトの掌がクローディアの乳房に当たった。

　剣を持ち騎士たちと混じって鍛錬する彼の手は、肉ま刺めもできていて女性のそれよりずっと硬い。

　そこに自身の乳房がむちっと当たり、さらに乳首が擦れてしまったので、とっさに変な声が漏れてしまった。

「あぁん……っ」

　甘い声を上げてから、クローディアはハッとして両手で自分の口を押さえる。

「待って……っ、ごめんなさい。これは、その、違って……っ」

「違わない。もっと声を出してくれ。君が感じた証拠を聞きたい。さっき外に声が聞こえないよう、障壁を張ったから安心してくれ」

　熱っぽい声で言ってから、レオンハルトは横臥したクローディアの乳房をスリスリと撫でた。

　手に力を込めないように優しくさすり、そのうちプツンと勃起してきた乳首を摘まみ、軽く引っ張る。

「ふぅ……っ、うぅ……っ」

　その途端、乳首から下腹部の奥へズン……と、甘く重たい痺れが駆け抜けていった。

（お腹が、……熱い……っ）

　今まで感じた事のない感覚に、クローディアは大きく息を吸って腰を反らした。

「君はそんな艶めかしい面も持っているんだな」

　レオンハルトの言葉にハッと羞恥を覚えた時、耳孔にグチュリと舌をねじこまれ、クローディアは訳の分からないまま嬌声を上げていた。

「っはぁああぁっ！」

　耳元に彼の吐息が直接かかり、温かな呼気とぬめらかな舌に、意識がすべて持っていかれる。

　ゼロ距離でグチュグチュと淫らな音がし、まるで脳髄を直接舐められているかのようだ。

　くすぐったいとも気持ちいいとも分からないまま、クローディアは体をくねらせて必死に抵抗した。

「っんあぁあああうっ、うーっ、耳ぃ、耳やぁああぁっ！」

　ピンと張られていたシーツは、すっかりグチャグチャに乱れている。

　クローディアは浅い呼吸を繰り返し、垂れてしまいそうになる涎を必死に嚥下した。

　耳を舐められると思っていなかった彼女は、レオンハルトの腕の中でビクビクと震え、知らない間に蜜口から愛蜜をジュワリと溢れさせていた。

　レオンハルトはしばらくクローディアの耳を舐めながら、彼女の乳房をモチモチと揉み、弄んでいた。

　彼女の呼吸が荒くなってきたところで、胸を揉んでいた手を下方へ滑らせる。

　ドロワーズの切れ目は、有事に備えて太腿の際から大きく開いている。

　だからレオンハルトは、抵抗なく秘部に触る事ができた。

「あぁ……、ディア。ここはもうヌルヌルだ」

「や……っ」

　ぬかるんだ場所に触れられ、そこがピチャリと音を立てる。

　いやらしい言葉を掛けられた事のなかったクローディアは、赤面して呼吸を止めた。

（これがレオ様？　男の人って閨ねやではこうなるの？）

　ドキドキと胸が高鳴り、恥ずかしくて堪らないのに嫌ではない。

　むしろもっといじめられたい、いやらしい事を言われたいと望んでしまうが、それはあまりにはしたないと思い、必死に自分の願望から目を逸らした。

「この孔が何か、分かるか？」

　囁いて、レオンハルトはクローディアの小さな蜜孔に浅く指を入れる。

「ぁ……っ、あ、や……」

「俺を受け入れるための場所だ。そしてこの奥に俺が子種を吐けば、君はいずれ未来の皇帝を生む」

　彼の言葉を聞き、クローディアは嫌でも現実を知る。

　レオンハルトが大好きで、愛しているから抱かれたい。

　だが、自分たちは感情だけでは結ばれない。

（私は女王で、彼は……）

　忘れていた問題を思いだそうとした時、ヌプリと指が侵入してきた。

「っはぁああう……っ、うぅー……っ」

　そのようなところに異物を受け入れた事のないクローディアは、悲鳴に似た声を上げて身をよじらせる。

「痛いか？」

　尋ねられ、クローディアはブンブンと首を横に振る。

「少し我慢しろ」

　そう言ってレオンハルトはクローディアにキスをしようとし、「……ああ」と仮面の事を思いだして息をつき、彼女に首筋に口づけた。

　たったそれだけの事なのだが、クローディアは胸の奥にズキンと鈍い痛みを覚える。

（あの仮面のせいで、レオ様を落胆させてしまっている……）

　乗り気ではなかったが、自分は女王になる運命だった。

　けれど許されるのなら、女王にはならずレオンハルトのもとへ嫁ぎたかった。

（こんなにお慕いしているのに……っ）

　苦しくて、切なくて、目の奥が熱くなったかと思うと涙が溢れた。

「うぅ……っ、──ん、あぁ、……っあ……っ」

　小さな蜜孔に太くて長い男の指が入り、ヌプヌプと慎重に中を確かめてくる。

　気持ちよくて、彼に愛されて嬉しくて、なのに悲しくて涙が流れてしまう。

「あぁー……、あ、……っあぁあ、んぅ……っ、ん、あ……っ」

「ディア」

　彼女を仰向けにしたレオンハルトは、切なげな表情で名を呼んだあと、デコルテに吸い付いた。

　さらにチュッチュッと音を立てて胸元を吸い、仕上げに舌でレロリと舐める。

　いつの間にかクローディアは脚を広げ、その間にレオンハルトの胴を挟む体勢になっていた。

（私、このまま抱かれてしまうの……？）

　ずっと望んでいた事だが、自分も彼も流されていい立場ではない。

　男女の関係を持つ事自体は、婚約者同士なので問題ない。

　だが具体的にいつ結婚できるか分かっていないのに、無責任な行為はできない。

「……レオ様……っ」

　クローディアは涙を纏った目で彼を見つめ、黒髪を手でサラリと撫でる。

　レオンハルトは見せつけるように舌をだして、乳首を舐めてきた。

「はぁ……っ、う、……う……っ」

　先ほどより硬くなった胸の蕾を舐められ、ジュウッと温かな口内に包まれて吸い上げられる。

　それだけでクローディアはお腹の奥に耐えがたい疼きを覚え、無意識に彼の指を締め付けた。

「気持ちいいか？　ディア」

　レオンハルトは何度も陰唇を撫でては少し指を埋め、軽く抜き差ししてはまた秘所を愛撫して、初めての場所を慣らしていく。

　クローディアの秘められた場所はすでにぐっしょりと濡れ、優しく刺激されて柔らかく充血していた。

「あぁ……、あぁ、あ……っ、んー……、ん、んぅ……っ、あ……っ」

　グチュグチュと音が立つほど花弁を撫でられ、やがてそこは抵抗なく指を受け入れられるまでになった。

（指……、レオ様の指が私の中に……っ）

　とても罪深い気持ちになり、クローディアはキューッと膣を引き絞る。

　こみ上げた切なさが今にも溢れてしまいそうで、また涙を零す。

　けれど我を忘れるほどの快楽を得るには今ひとつ物足りず、彼女は物足りなさそうに腰を揺らした。

「足りないか？　なら、ここはどうだ？」

　意地悪に笑ったレオンハルトは、充血した肉芽をヌリュンッと撫でてきた。

「はぁうっ！　あぁああーっ！」

　今まで触れられなかった場所を刺激され、クローディアは驚いたように目を見開き、ビクビクッと内腿を震わせる。

　とっさに逃げようとしたが体を押さえつけられ、お仕置きと言わんばかりに乳首を軽く噛まれた。

「ひぅっ、うーっ、……あぁあああぁ……っ！」

　レオンハルトの指は、愛蜜を掻き出すような動きでクローディアの膣内で蠢く。さらに親指でヌルヌルと淫芽を転がし、時にさやの奥に隠れていた秘玉に微かに触れた。

（こんな……っ、こんなの……っ）

　ハァッハァッと息を荒らげたクローディアは、両手でレオンハルトの手首を握り、シーツの上で足を滑らせる。

　蜜壷を指で掻き混ぜられると、たっぷり濡れたそこがグポッとはしたない音を立てた。

　蜜でたっぷり濡れた淫玉は、親指でピチャピチャと叩かれるたびにクローディアの深部へ歓喜を教え込み──。

「っふうぅぅうう……っ、うーっ！　あぁあああぁっ！」

　とうとう、クローディアはレオンハルトの指を食いちぎらんばかりに締め付け、後頭部をシーツに押しつけて絶頂する。

　足の裏でグッとマットレスを押し、大きく脚を開いて腰を反らした姿は、慎ましやかで控えめな彼女と思えないほど淫らな達いき姿だった。

　おまけにクローディアは、こみ上げたものを堪えきれず、小さな孔からプシュッと愛潮を飛ばしてしまった。

「っやぁあああぁ……っ！」

　絶頂した解放感、そして潮を飛ばした恥ずかしさに駆られ、クローディアは両手で顔を覆って体を丸めた。

　その場に穴を掘って埋まりたいほどの羞恥を味わっているのに、淫猥な蜜孔はいまだうねってレオンハルトの指を締め付けている。

「……ディア……」

　蜜壷から指を引き抜いたレオンハルトは、それをチュッとしゃぶってから彼女に声を掛ける。

（恥ずかしい、恥ずかしい、恥ずかしい……）

　クローディアは力の入らない体を無理矢理動かし、うつ伏せになるとダンゴムシのように体を丸めた。

「……ディア」

　レオンハルトはもう一度彼女の名を呼び、髪の毛を手で優しく梳く。

「気持ちよかったか？」

　優しく尋ねられ、彼女はコクンと頷く。

「俺たちは婚約者同士だから、こういう事をしてもいいんだ。今はまだ不安で、俺の気持ちを疑ってしまうかもしれない。……だが、俺がこういう事をするのはディアだけだと信じてほしかった」

　彼女の背中を撫でつつ、レオンハルトは穏やかな声で言う。

（まじめに話してくれているのに、いつまでも背中を向けているのは子供っぽいわ。私は一人の女性として愛されたのだから）

　自分に言い聞かせ、クローディアはコロンと寝返りを打ち、潤んだ目で彼を見上げた。

　レオンハルトはクローディアの赤髪を撫でつけて、彼女の顔を露わにすると微笑みかけた。

「君にコレを触ってもらおう」

　そして少し悪戯っぽく笑うと、クローディアの手を取って自身の股間に導いた。

「え……っ」

　トラウザーズ越しに、彼の屹立が硬く芯を持っているのが分かる。

　赤面してレオンハルトを見ると、彼は少し恥ずかしそうに打ち明けた。

「俺がこうやって、男として反応するのは君だけだ。結婚するまでどれだけ時間がかかろうとも、この気持ちは変わらない。他の女性に目移りもしない。君だけは俺を皇帝として見ず、一人の男として接してくれている。そんな唯一無二の存在をこれからも大切にしたい」

　心からの言葉を向けられ、胸の奥がじんわりと温かくなった。

「……ありがとう……、ございます」

　クローディアはゆっくり起き上がり、長い髪をかき合わせて胸元を隠す。

「むしろディアこそ、よそ見をせず、ずっと俺を想ってくれていてありがとう。君は魅力的だから、俺の目が届かないうちにいつ他の男に取られてしまうか、気が気でない」

　彼の言葉を嬉しく思いながら、クローディアは小さく首を横に振る。

「そんな事ありません。私は〝炎髪の魔女〟の再来ですから」

　自虐する彼女を、レオンハルトはギュッと抱き締めた。

「そう言っているのはごく一部の者たちだ。君の他にも赤毛はいる。その中に火の加護を得た者だっているだろう」

「……そうですね」

　気持ちが「自分ばかり……」となっていたのに気づき、クローディアは自嘲する。

「君を早く娶って帝国に連れていきたい。東方では赤毛を忌避する習慣などない。たとえ火の加護を持っていたとしても、変な目で見る者はいない」

　励まされ、クローディアは泣きそうな表情で笑う。

「……早くレオ様の花嫁になりたいです」

「……ん。俺も早く君を迎えたい」

　トントンと背中を叩かれ、随分と気持ちがスッキリしたのを自覚した。

「やっぱりレオ様は凄いです。いつでも私の心を救ってくださる」

「凄くはない。ただ君を守り、愛していきたいだけだ」

　微笑んだレオンハルトはクローディアに顔を寄せ、キスをしようとした。

　だが鉄仮面の事を思いだして、苦く笑う。

「……すみません。あの鉄仮面のせいで……」

「いや……」

　レオンハルトは微笑んで「気にする事はない」と首を振りかけたが、クローディアを抱き締めてベッドのヘッドボードにもたれかかり、息をついた。

「……キスだけを阻むのはなぜだろうな」

「そういえば、そうですね」

　言われて、クローディアは目を瞬かせる。

　鎧は女性用、しかも自分の体型にぴったりあつらえられている。

　過去に男女さまざまな君主がいただろうが、その時仮面に選ばれた者の体型に合うようになっているのだろう。

「仮面や甲冑は巨大な魔力を帯びていますが、王権の力を行使する以外に、主が何らかの危害を加えられようとした時、自動的に防衛する力もあるのだそうです」

　クローディアはハロルドから教えられた事を思いだす。

　頷いたレオンハルトは、推測を口にした。

「だが、女性の純潔を守る力があったなら、俺は君を愛する事ができなかっただろう」

「……ですね」

　先ほどまでの行為で暑くなったのか、レオンハルトはジュストコールを脱いでベッドの上に置く。

　そしてクラヴァットの結び目を少し緩め、溜め息をつく。

「股間は男の急所だから、仮面が守らないのはおかしい。戦闘中は手段を問わず相手を倒す訳だから、急所を敵が狙ってくる可能性はある。女王だって敵の捕虜になれば、貞操の危機がある」

　レオンハルトの言葉に、クローディアは頷く。

「でもレオ様に愛された時、仮面は私を守らなかった。ならどうして唇へのキスだけ邪魔……いえ、私を守ろうとしたのかしら？」

「確かに」

　考えても、神の力がどう作用しているのかは分からない。

　やがて、クローディアはポツンと呟いた。

「……私が女王である限り、レオ様とキスできないのでしょうか」

「現時点ではそうとしか言えないが……。必ず俺が何とかする。一緒に手立てを探していこう」

「……はい！」

　自分の手で道を切り開いていかなければ、ただ待っていても誰も願いを叶えてくれない。

（幸せになりたいのなら、嘆くのはやめて前に進んでいかないと）

　自分に言い聞かせ、クローディアは深呼吸した。
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　戴冠式を祝う酒宴は、それからも続いた。

　肝心の式には出席したので、列国の君主たちは各々の予定に従って帰国する予定だ。

　とはいえ、せっかく大陸南西部まで来たのだから、ほとんどの賓客は、酒宴が行われている間は確実にいるだろう。

　翌日も大広間やボールルーム、庭園などありとあらゆる場所で、テーブルの上にご馳走が並び、各地から取り寄せられた酒やその他の飲み物がだされる。

　この日のために雇われた一流の音楽家たちは、それぞれの会場で交代しながら楽器を演奏していた。

　クローディアは新女王として大勢の人に挨拶され、贈り物を受け取る。

　各国の貴族たちは女王に顔を覚えてもらおうと、笑顔を振りまく。

　その中で、やはり南西部の国々の者は、あまり乗り気ではない表情だった。

　庭園での挨拶が一段落したあと、クローディアはレオンハルトを探す。

　芝生の上にテーブルが並べられ、大勢の人たちが席につき、ご馳走を食べながらお喋りをしている。

（あそこかもしれないわ）

　人だかりができているのは、大国の皇帝と繋がりを得たいと思っている者が群がっているからだろう。

（婚約発表はしたものの、公の場だからあまり親しげに話してはいけないのかしら）

　考えながら芝生の上を歩いたクローディアの足が止まる。

　レオンハルトの隣には、例の金髪美女のマルガレーテが座っていた。

　周囲の者は二人を中心として話を弾ませているようで、彼女も相槌を打って笑っている。

　レオンハルトも一緒になって笑顔を見せ、その様子を見たクローディアは強い疎外感を覚えた。

（話しかけないほうがいいのかもしれない。せっかくの雰囲気をぶち壊しにするわ）

　そう思うものの、自分だってレオンハルトと話したい。

　例によってエイミス侯爵夫人を従えたクローディアは、人だかりのほうを見てしばし立ち止まっていた。

　どうしようか迷っていた時、結論を出すより先にレオンハルトがこちらに気づいた。

「ディア」

「あ……っ」

　彼の周りにいた者たちは、皇帝が声を掛けた相手が新女王、そして彼の婚約者であると気づき、うやうやしくお辞儀をする。

　レオンハルトは微笑んでこちらに歩み寄ってくる。

　が、彼の後ろでマルガレーテが、凍り付きそうな目でクローディアを睨んでいるのが見えた。

（え……？）

　クローディアは驚いて、彼女を見つめたまま棒立ちになる。

　今まで〝炎髪の魔女〟として怖れられ、怯えた目を向けられた事はあった。

　八歳の時にカイザール王国の王族からからかわれたように、恐れはしないものの、侮蔑される事もあった。

　だが、こんなふうに睨まれたのは初めてだ。

（帝国の人は、赤毛を忌避していないと思っていたけれど……）

　なぜ初対面の彼女に睨まれているのか分からない。

（あ）

　自分が赤毛だからという理由ばかりに気を取られたが、別の事が原因なら……？

（あの方、レオ様の事を好きなのでは……？）

　思い当たった瞬間、ズキンと胸に鈍い痛みが宿った。

　レオンハルトが魅力的な男性である事は、嫌というほど分かっている。

　彼はマルガレーテを女性として見ていなくても、彼女は違うかもしれない。

　側にあんな素敵な男性がいれば、誰だって魅力を感じるだろう。

　遠距離恋愛をしている間、クローディアは彼の近くに魅力的な女性が現れないか、ずっと心配していた。

　一方でレオンハルトを信じていたのも事実で、今まで〝何も〟なかったから自分と彼の関係が築かれたのだと思っている。

（だから、私は不安にならなくていい）

　自分に言い聞かせるも、誰かから敵意を向けられるのはつらいものだ。

　それがレオンハルトを挟んでの嫉妬なら、なおさらだ。

「どうした？　ディア」

　気がつくと目の前に彼がいて、微笑んで顔を覗き込んでいた。

「すっ、すみません！　ボーッとしておりました」

　クローディアは慌てて彼に笑いかけ、丁寧にお辞儀をする。

　一国の女王になったとしても、この大陸で最も力があるのは帝国の皇帝だ。

　しっかり礼を尽くさなければ、周囲からアルファンティス王国の頂点に立つ者として相応しくないと思われる。

「浮かない顔をしていたが、何かあったか？」

　レオンハルトが一歩近づき、クローディアだけに聞こえる声で尋ねてくる。

　その心遣いに感謝し、彼女は努めて明るい表情で返事をした。

「些細な事です」

「何でも隠さずに言ってくれ。夫婦になるなら、隠し事はなしにしよう」

　けれど手を握られて見つめられ、クローディアは諦めたように小さく息をついた。

　レオンハルトは彼女が話しやすいように、手を握ったまま皆に背を向け、人垣から離れるように歩きだす。

　気を遣ってくれた彼に感謝し、クローディアは白状する事にした。

「……マルガレーテ様に嫉妬してしまっていたのです。ね？　つまらない事でしょう？」

　茶化すように笑い、それほど深刻に悩んでいないと訴える。

　レオンハルトは優しくクローディアを抱き寄せ、トントンと背中を叩いた。

「俺も彼女も、従兄妹以上の感情を持っていない。安心しろ」

「はい」

　頷いたあと、レオンハルトに誘われて庭園を散歩する事にしたが、クローディアの心は晴れないままだった。








　第四章　嫉妬して、愛されて、そして……









　祝宴のあと国に戻る君主は多かったが、年若い王子や王女、予定に余裕のある貴族たちなどは、アルファンティス王国でゆっくり過ごすようだった。

　そんな中、クローディアは新女王として一通り儀式を済ませたので、個人的な休養をとる事にした。

　その休養を利用して、クローディアはレオンハルトと一緒に、国内にある別荘地エイルヴェルへ向かう事にした。

　三月末でまだ暖かいとは言えないが、そこには東方の地より取り寄せた、儚くも美しい花が咲く、桜という木が植林されている。

　春になりその花が一斉に咲くと、周囲が薄桃色の霞に包まれたようになり、とても幻想的な光景となる。

　アルファンティス王国に桜を贈ったのは、帝国だ。

　広大な領地の東方には、アルファンティス王国とはまったく異なる文化があり、自生している植物なども違うのだという。

　エイルヴェルはいわば両国の友好の証である土地でもあり、別荘地の他、観光地にもなっていた。




　馬車に一日揺られてエイルヴェルに到着すると、クローディアたちは滞在予定の湖畔にある城に向かった。

　王族が別荘として使っている城なので、勿論とても豪奢なところだ。

　だが王都にある建物が贅を尽くした、正統派な内装であるのに対し、別荘地の城は風の通りを良くし、自然の景観を楽しめる造りになっていた。

　クローディアは三階にある最も見晴らしのいい部屋に落ち着き、窓際にある一人掛けのソファで寛ぐ事にした。

　室内では侍女がお茶を出す準備をしていた。

（レオ様と一緒にエイルヴェルに来られたのは嬉しい。……でも……）

　思わず、ふぅ……と溜め息をつく。

　本来なら二人きりの小旅行となるはずだった。

　けれどマルガレーテがどうしても同行したいと言ったのだ。

　移動する際、馬車には三人が同乗していた。

　道中、クローディアは婚約者とたわいのない話を楽しみたかったのだが、マルガレーテが次々とレオンハルトに話題をふり、それどころではなくなっていた。

（やっぱり、レオ様の事が好きなのよね……）

　侍女がお茶をだしてくれたので、クローディアは「ありがとう」とねぎらう。

　予定では、夕食まで各自部屋で休み、明日から周囲を散策する事になっている。

「少し下がっていてくれる？」

　クローディアが言うと侍女はお辞儀をして下がり、部屋には彼女一人になる。

　窓からは城のすぐ側にある湖が一望できる。

　対岸はとても遠く、あちら側に人がいても認識できないほどだ。

　周囲には桜が咲き誇り、凪いだ湖に薄ピンクの花々が鏡のように映って得も言われぬほど美しい。

　山々は新緑が芽吹き、マグノリアやレンギョウなど春の花が彩りを与えていた。

　恐らく森に入れば、コリダリスやブルーベルなどの花々も、絨毯のように大地を埋め尽くしているに違いない。

　あと数日で満月なので、その時はレオンハルトと夜桜を鑑賞しようという話をしていた。

（……でも、マルガレーテ様も一緒に来たいと仰るのかしら。帝国の公爵令嬢なら、無下に扱えない。そんな態度をとったらレオ様にもどう思われるか分からないし）

　レオンハルトはマルガレーテを女性として見ていないと言っていた。

　それを信じたいが、二人きりになるのを邪魔されているのは事実だ。

「婚約者同士で過ごしたいので、遠慮してもらえないだろうか」といえば、きっと引き下がってくれるのでは、と思っている。

　だが言いにくい事を伝えるのは、精神的な負担がある。

　クローディアは桜色に染まる窓の外を見て、憂鬱な溜め息をついた。
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　翌日、三人は馬に乗って湖畔を一周する事にした。

　レオンハルトが馬に乗れるのは当然として、クローディアも仮面の力により運動神経がとてつもなく良くなったので、問題なく乗りこなせる。

　いっぽうでマルガレーテも乗馬のレッスンをしていたようで、難なく女性用の鞍に座っていた。

　三人の会話を邪魔しないように、少し離れた距離に、従者や護衛の騎士が馬でついてきている。

「天気が良くて景色が綺麗に見えます」

　空色のドレスを身に纏ったクローディアは、つばの広い帽子の陰からレオンハルトに微笑みかける。

「ああ。桜が綺麗に咲いているな。夜になればまた別の顔を見せてくれるだろう」

　馬を歩かせながら、三人は湖畔を進む。

　マルガレーテにも話題を振らなければと思い、彼女を見て笑いかけた。

「今日のお召し物、とても素敵ですね。薄ピンクのドレスを着ていると、まるで桜の妖精のようです」

　微笑みかけると、彼女は美しく笑った。

「ありがとうございます。髪や目の色に合わせた物を着ると、よく『似合う』と言われますわ。……その点、陛下はもう少し強めのお色を選ばれたほうが、もっと華やかに女王らしい装いになるかと思いますわ」

　彼女の言葉を聞き、クローディアは曖昧に笑う。

（馬鹿にされた訳ではないわ）

　自分に言い聞かせるも、髪の色を指摘されてどうしても気になってしまう。

　だが嘲笑された訳ではないし、単に似合うドレスの色を提案されただけだ。

（考えすぎよ。卑屈になっているだけ）

　その時、レオンハルトがクローディアに馬を寄せてマルガレーテに言った。

「今は私的に別荘地を訪れているだけだ。クローディアは好きな色を纏っているだけだから、指摘しなくていい」

　彼が味方をしてくれて嬉しくなったが、すぐにマルガレーテが気を悪くしていないか気になった。

　チラリと彼女を窺うと、前を向いたままつまらなさそうな顔をしている。

「婚約者なのは分かっていますが、お兄様はいつもクローディア様の事ばかりですのね。子供の頃は私が寝込んだらずっと側についていてくださったのに」

　対抗するように言い、マルガレーテは馬の腹を軽く蹴り、先に進み始めた。

　速歩程度だったが、それでもあっという間にクローディアとレオンハルトとの距離ができる。それを慌てて護衛が追っていった。

「マルガ！」

　レオンハルトは彼女に声を掛け、乱暴に息をつく。

「気分を悪くさせてしまったなら謝りたいです」

　クローディアはそう言い、自分も馬を進める。

　結局残る全員でマルガレーテを追う事になり、レオンハルトが彼女に話しかけご機嫌をとる形になった。

　クローディアは少し離れたところから二人を見守る事になり、湖岸にぐるりと植えられた桜並木を見ながら溜め息をつく。

　だがガッカリすれば、マルガレーテを悪者にしているようだと思い、なるべく考えすぎないようにした。




　湖を一周する途中、敷物を敷いて屋外でランチをし、またゆっくり馬を歩かせてから城に着いた。

　そのあとは一休みして、お茶をする事になったのだが、そこでもまたクローディアは溜め息ばかりついていた。

　湖を望むサンルームで、マルガレーテはレオンハルトの隣に座り、腕を組んでべったりくっついている。

　生まれた時から妹のように接していたため、という言い分だが、目の前で婚約者が美女にベタベタされているのを見るのは気分が悪い。

「マルガ、目の前に婚約者がいると何回言えば分かる？」

　レオンハルトは彼女の腕を払い、苛立ったように言う。

「分かっていますわ。でも私だってお兄様の事をお慕いしています。本当の兄と妹のような関係なのですから、いつものように腕を組んでも問題ないではありませんか。何もキスをしたり、同衾しようなど言っていないのですから」

　だがマルガレーテは、レオンハルトの注意を聞き入れようとしない。

　クローディアは彼女の言葉から余計な事を想像してしまい、大きな溜め息をつきそうになるのを堪える。

　レオンハルトが席を立とうとすると、マルガレーテは駄々をこねる。

「私の事が嫌いなのですか？　国に帰ったらお父様に『皇帝陛下のご不興を買ってしまった』と言わなくてはいけませんわ」

　悲しげに呟く裏で、彼女は公爵に告げ口をすると言っている。

　いくらレオンハルトが絶対的な力を持つ皇帝であっても、たった一人で政治をしている訳ではない。

　結局彼は、渋々とマルガレーテの隣に座り続けた。

　だからマルガレーテも調子に乗ったのだろうか。

　優雅な所作でお茶を飲みながら、彼女はまっすぐな金髪を自慢げに掻き上げて笑う。

「ところで、アルファンティス王国がある南西部では、〝炎髪の魔女〟の伝説があるのですって？」

　言われて、クローディアの肩がビクッと跳ねた。

　それを見て、マルガレーテが目を細めたのを彼女は知らない。

「マルガ、やめろ」

　レオンハルトが低い声で叱るが、彼女の言葉は止まらない。

「帝国にも守護魔女がいますけれど、良い魔女と、怖れられて退治された魔女は天と地ほどの差がありますものね。〝炎髪の魔女〟って辺り一帯を焼き払った恐ろしい魔女なのでしょう？　それに、聞く話ではクローディア様にも火の加護があるのですって？　私は信じていませんが、〝炎髪の魔女〟の再来と言われているとか……」

　クローディアは気持ちを落ち着かせようとティーカップに指を掛けるが、紅茶を飲む気持ちになれず、そのまま固まっている。

「マルガ！」

　とうとうレオンハルトが怒鳴り、立ちあがる。

　青い目は怒りでギラギラと光り、従妹だろうがそれ以上の侮辱は許さないと語っていた。

「一国の女王に対して、その口の利き方はなんだ！」

　レオンハルトに激しい怒りを向けられたが、マルガレーテは氷のように凍てついた表情で彼を見つめ返している。

　そして感情のない目でクローディアを見て、頭を下げた。

「お気に障られたのなら、謝罪いたしますわ。どうぞお許しください、女王陛下」

　心の底から謝っていないのは明らかで、クローディアは内心溜め息をつく。

　だがここで軽んじられては、アルファンティス王国の女王といえないと思い、釘を刺す事にした。

「〝炎髪の魔女〟がいたのは、もう遙か昔の話です。おとぎ話とも言えるそれを、今の時代に持ちだし、他者になぞらえるのは滑稽な事です」

　今までずっと黙っていたクローディアが言い返したからか、マルガレーテは微かに瞠目した。

「誰かの為人ひととなりを判断する時は、自分の心と対話する事をお勧めします。他人の言葉や噂など気にせずとも良いのです。自分がその人と接し、どう感じ、どんな言葉を掛けられ、対応をされたか。〝自分〟を軸に考えてください。マルガレーテ様の生き様に責任を持つのは、周囲の者ではないのですから」

　真っ向からぶつかったクローディアの言葉があまりに正論だったからか、マルガレーテは強張った表情で立ちあがった。

「……失礼いたします」

　そのあと、マルガレーテはサンルームを出ていった。

　期せずして、二人は同時に溜め息をつく。

「すまない」

「いいえ。私も言いすぎてしまいました」

　クローディアは空気を悪くしてしまった事を反省する。

「いや、あれぐらい言って丁度いいんだ。……しかしおかしいな。肩を持つ訳ではないが、普段の彼女はあんな感じではないんだ」

「……と言いますと？」

　尋ねると、レオンハルトは脚を組んで椅子の背もたれに身を預ける。

「俺が知る限り、マルガは模範的な令嬢だ。皆に優しくして使用人からも好かれているし、気取ったところもない。貴族の令嬢も、公爵令嬢である彼女にすり寄るのではなく、人柄に惹かれて集まっている印象だ」

「……そうなのですね」

　クローディアはマルガレーテにあまりいい印象を抱いていない。

　だが他の人から見れば、彼女は〝いい人〟なのだ。

（物事や人を、一面から見て判断してはいけないわ。どんな人にも光が当たる部分があり、影となる部分もあり、中庸な面もある）

　それならなぜ、彼女はあんな態度をとったのか……と考え、一つの結論がでる。

「やはり彼女はレオ様をお慕いしているのだと思います。それでなければ、私に対してあのような態度を取る理由がつきません」

　そう言うと、レオンハルトは溜め息をついてから考える。

「……どうだろう。帝国にいる時、俺がディアの事を話していた時、マルガは応援してくれている様子だった。彼女に好きな人がいるか聞いた事があったが、『いる』と言って『いつか紹介したい』とも言っていた。……俺の事が好きなら、紹介するのは無理だろう？」

「……確かにそうですね」

　レオンハルトがそう言うのなら、事実なのだろう。

『好きな人がいる』と、本人に向かって思わせぶりに言っていた可能性はある。

　だが紹介するとなれば、目の前にいる人以外の人物という事になる。

「だから俺の事は、本当に異性として見ていないと思うんだ。でも、なぜマルガが君にあんな態度をとったのか、それが分からない」

　クローディアは溜め息をつく。

「……分かりませんが、レオ様がアルファンティス王国に滞在してくださっている間は、穏やかに楽しく過ごしたいですね」

「ああ」

　微笑んだレオンハルトは、立ち上がってクローディアのもとにくると、彼女の肩を抱き寄せて額にキスをした。
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　それで一旦落ち着いたかと思ったのだが、翌日にボート遊びをしていた時もマルガレーテが騒ぎを起こした。

　ボートは大きめで、半分屋根がついている。

　その下にはソファがあり、小さなテーブルもあった。

　天井からは色とりどりの布や鈴が下がり、風に吹かれてなびき、涼やかな音を立てている。

　軽装になった騎士たちがボートを漕ぎ、クローディアたち三人はソファに座って周りの景色を見ておしゃべりをしていた。

　序盤は嫌な雰囲気はなく、景色についてなど、たわいのない話をしていた。

　が、会話に一区切りついたあと、マルガレーテが口を開く。

「クローディア陛下は、王権の力をお持ちなのですよね？」

「ええ」

　そう言われたクローディアは、闘技場で勇猛すぎる戦いぶりを見せた事を思いだし、恥ずかしさのあまりこの場から逃げたくなる。

　僅かに顔色を変えた彼女の表情を見て、マルガレーテは含みのある笑みを浮かべた。

「アルファンティス王国の王権の力は、鉄仮面がついた甲冑なのですってね？　闘技場での勇ましいお姿を拝見しました」

　クローディアは無言で赤面する。

「戦いの際にとてつもない力を発揮するだけではなく、身体能力も増し、その他の戦いの加護もあるのですって？」

「……そうですね。アルファンティス王国をお守りくださっているのは、軍神ですから」

　微笑んで応えると、マルガレーテは哀れむような表情を浮かべた。

「女性なのに、そのような力を持つ仮面を受け継ぐ事はありませんのにね。王太子となられる方がいれば、今頃クローディア様はお兄様に嫁がれていたのに」

「何度も思った事ですが〝たられば〟を言っても仕方ありません」

　穏やかに返事をするクローディアに、彼女は囁くように言った。

「第二王女のダニエル様に、王位を継がれませんの？」

　それも考えた事だ。

「妹は王位を継ぐに相応しい性格をしています。きっと私より良い女王になるでしょう。ですが私は長女として生まれてしまいました。そうなった以上、法律や伝統を無視する訳に参りません。レオンハルト陛下に嫁ぎたいと思っても、国内での話し合いが纏まらない限り、どうする事もできないのです」

　王権が負の力を持っている事は、みだりに口にしてはならないので、妹が短命になるからとは言えなかった。

　応えながら、クローディアはいぶかしんだ。

（やっぱり他に好きな方がいらっしゃる？　これでは私とレオ様を結婚させたがっているようだわ）

　マルガレーテの望みが何なのか分からず、クローディアは混乱する。

　だが彼女が、自分に良くない感情を持っている事だけは理解した。

「クローディア様が、うまくアルファンティス王国を統治される事をお祈り申し上げますわ。何せ華奢な身でありながら、あんな重たい甲冑を纏って男性たちを吹き飛ばすお力があるのですから」

　彼女の表情が嘲笑に歪み、クローディアはカーッと赤面し、変な汗を掻く。

「マルガ！」

　苛立ったレオンハルトが怒鳴った途端、クローディアの羞恥と「ここから逃げ出したい」という気持ちが最高潮に達した。

　極限状態に陥った主を守ろうと思ったのか、彼女の顔に鉄仮面がパンッと浮かび上がってしまう。

「嘘!?」

　それを見てマルガレーテは目を見開き、手で口元を押さえて噴きだした。

「嫌だわ！　……っ失礼！　本当に鉄仮面をお召しになられるのね？　今はドレス姿でボート遊びに興じているのですよ？　そんな時に……っ、あははは！　鉄仮面だなんて！」

「マルガ！　いい加減にしろ！」

　レオンハルトはバンッとボートの縁を叩き、激怒する。

　クローディアは自分のせいで彼を不快にさせてしまい、申し訳なさや羞恥、悲しみなどの感情に襲われ、ついには甲冑まで出してしまった。

　その途端、重量に負けてボートがガクンと傾いだ。

「きゃあっ！　やだわぁ！」

　マルガレーテは手を打ち鳴らし、涙を流して大笑いしている。

「ディア！」

　レオンハルトがクローディアに手を差し伸べた時──。

　──もう駄目！

　限界を覚えたクローディアは、甲冑姿のままボートから飛び降りた。

「ディア!!」

　焦ったレオンハルトがボートの縁を掴み、身を乗りだす。

　だがクローディアはドバァッ！　と大きな水しぶきを上げ、魔力と凄まじい脚力とで湖の上を走っていった。

　本人の悲しさを無視して、クローディアが駆け抜けたあとには綺麗な虹が架かっていた。




　白波が立ち、彼女の姿はあっという間に岸へたどり着く。

　そのあとも全力疾走したのか、細い桜の木が折られて倒れていくのが見えた。

「……ディア……」

　レオンハルトは己の無力さを感じ、呆然として婚約者の名前を呟く。

　そして〝こんな人ではなかった〟はずのマルガレーテを睨んでから、ボートを漕いでいた騎士たちを怒鳴りつける。

「早く岸に戻れ！」

　クローディアがどれだけ傷付いたかを思い、レオンハルトは歯を食いしばる。

　そのあと、怒りで震える声でマルガレーテに告げた。

「君は明日の朝、一番で王都に戻れ」

　笑っていたマルガレーテは、レオンハルトを睨む。

「戻れ」

　だが重ねて強く言われ、空を仰いでわざとらしく溜め息をついた。

「分かりましたわ。皇帝陛下」
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　クローディアは湖を囲む森の中を凄まじいスピードで駆け抜けたあと、山に向かった。

　甲冑はすでに消え、ドレス姿に戻っている。

　舗装されていない斜面を登った彼女は、見晴らしのいい崖の上で膝を抱え、美しいエイルヴェルの景色を見下ろしていた。

　時刻は夕暮れで、湖は茜色に染まっている。

（……レオ様が心配されているわ。戻らないと）

　そう思うものの、マルガレーテがいると思うだけで体は動いてくれない。

「……私、彼女に何かしたかしら」

　呟いてみるが、思い当たる事は何もない。

　そもそも個人的に接したのは、今回のエイルヴェル行きが初めてだ。

　ずっと前からレオンハルトに「妹のように思っている従妹がいる」と聞いていたものの、存在を知っていた程度だ。それはあちらも同じだろう。

　今回マルガレーテと直接顔を合わせるまで、彼女の見た目や性格も分からなかった。

「……レオ様を好きじゃないなら、どうして？」

　呟いても、誰も応えないし、勿論自分でも分からない。

「私、一生懸命やってるつもりだわ。頼りない女王かもしれないけれど、私が即位するしかなかったもの。……できるなら女王の役目を放棄して、レオ様に嫁ぎたかった。でもお父様が逝去されて皆が私に期待し、逃げる事などできなかった」

　そこまで言い、はぁ……と溜め息をつく。

「ダニエルは女王になりたいと言ってくれているけれど、彼女には好きな人がいる。女王になって想い人と結婚できないのは、私だけで十分だわ。私を支えてくれた妹たちに、これ以上負担をかけたくない。それにお父様は短命だった。……私もそのうち……。妹には少しでも長生きさせてあげたい」

　たとえ自分が死んでダニエルが女王になるとしても、自分が存命している限り、彼女は何の問題もなく生きていける。

　父と同じ年齢まで生き延びる事ができるなら、ダニエルが仮面を受け継いだとしても、さらに数十年は生きられるだろう。

（死ぬのは怖い。過去に乱心してしまった王たちのようになるのは怖いし、お父様のように体調を崩してしまうのも嫌。それにお父様は見えないところで、精神的な暗黒面とずっと戦われていた。私も……）

　遠くを見てもう一度息をつこうとした時、何かの気配がした。

　サク、サクと草を踏みしめる音だ。

（レオ様が来てくださった？）

　クローディアは甘い期待を抱いて振り向いた。

　──だが。

「え……っ」

　後方にある木立の間から現れたのは、魔獣だ。

　十頭ぐらいはいそうな群れを見て、クローディアは顔を真っ青にさせた。

（あ……）

　群の奥には、子供の魔獣とおぼしき個体もいる。

（私がここに来てしまったから……）

　そうは思うものの、後の祭りだ。

　この世に魔術がある限り、魔力を帯びた野生の獣──魔獣もいる。

　神々の力が王権となって人に力を貸してくれる一方、対局には魔王、魔族がいる。

　今は人型の魔族を見る事はほぼないが、昔は魔界と人間界との境界が曖昧で、吸血鬼などの高位魔族が人を襲う事もあったそうだ。

　そのような存在は今や伝説となっているが、知性の低い魔獣はいまだ人里離れたところに生息している。

　今クローディアの目の前にいるのは、巨大な狼の姿をした魔獣だ。

　頭には角が生えていて、牙を剥きだしにして唸っている。

（どうしよう……）

　クローディアは立ち上がり、後ずさる。

　だが後ろは崖だ。

　幾ら仮面の加護があるとはいえ、この高さから落ちたら無事で済むか分からない。

（戦うっていっても……）

　確かに、闘技場では騎士たちを相手に圧倒的な力を見せた。

　だがあれは見せるための戦いで、相手も自分の命を狙っていなかった。

　けれど今、自分の前にいるのは話しかけても言葉が通じない魔獣だ。

（城の近くは人がいるから寄ってこないけど、こんな山の中まで来てしまえば、そりゃあ魔獣がいるわよね……）

　緊張のあまりバクバクと心臓が鳴り、クローディアは必死に呼吸を整える。

　懸命に鉄仮面をだそうとしても応えてくれず、焦りが募った。

「……どうして？」

　ハロルドと練習した時の感覚を思いだそうとするのだが、鉄仮面はなかなか現れてくれない。

　鉄仮面がなくても怪力ではあるが、武器を出すには鉄仮面か甲冑を身につけなければならない。

「んっ！」

　クローディアは両手で拳を握り、懸命に力む。だが仮面は一向に出てくれない。

　その間にも魔獣たちがにじり寄ってきた。

「こないで！」

　クローディアは大きな声をだし、前に手を突きだす。

　その途端、火の魔術が発動し、目の前でボッと炎が燃え上がった。

「ガァアアァッ！」

　炎を見た途端、魔獣たちが反応して獰猛に吠えた。

（いけない！　余計に刺激してしまった！）

　気持ちを集中するが、うまくいかない。

（……死ぬの？　……こんなところで？）

　崖の上に立ったクローディアは、顔色を失う。

　戦おうと思っていた気持ちは萎み、ジリッと後ずさる。

　後方にある崖から風が吹き、彼女のドレスがはためいた。

（こんな所にこなければ良かった。カッとなって子供みたいに逃げて……。それで、魔獣に襲われて死ぬ？　レオ様に謝れていないのに？　女王の役目も放棄して？）

　低く唸る魔獣の声が、腹の底に響く。

　魔獣の口元から見える牙が、夕日に照らされてギラリと光った。

「いや……。こないで……」

　クローディアはフーッ、フーッと呼吸を乱す。

　鉄仮面を出そうと必死に意識を高めようとするが、眼前に迫る恐怖を前に、気持ちを集中できない。

　そして──。

「ガァアアァッ!!」

　何かの合図があったかのように、魔獣たちが一気に襲いかかってきた。

「っきゃあああっ!!」

　クローディアが悲鳴を上げた時、天から一筋の雷が落ちた。

　ガラガラッと音を立てて目の前に雷が落ちたかと思うと、そこにはレオンハルトの姿があった。

「レオ様!?」

「そこにいろ！」

　彼の右手の甲が、ほんのりと白く光っている。

　レオンハルトの右手には、王権を使うための紋章が宿っている。

　帝国の王権の最たる力は神獣の召喚だが、その他にも、光や雷属性の加護を得られるらしい。

　レオンハルトは右手に光でできた剣を持ち、魔獣と戦い始める。

　その姿を見て、クローディアはハッとして叫んだ。

「レオ様！　魔獣の子供がいるんです！　殺さないで！」

「分かった！」

　彼は返事をし、戦い続ける。

　光の剣には魔獣を殺す力もあるが、魔力の込め方によっては傷つけずに済むらしい。

　レオンハルトは眩い光の剣で、襲いかかってくる魔獣を次々に撃退する。

　剣で切りつけられた魔獣は、致命傷にはなっていないものの、強い痛みを覚えたのか、「ギャンッ！」と悲鳴を上げて退避する。

　だが子供を守ろうとする本能からか、大きな個体が次々に襲いかかってくる。

「っディア！」

　一匹がレオンハルトの脇をすり抜け、クローディアに襲いかかってきた。

「っあ……っ！　きゃあっ！」

　クローディアは火の魔術を使おうとして手を前に突きだし、一瞬躊躇する。

　ずっと〝炎髪の魔女〟の再来と言われ続け、火の加護を持っていても使う事を忌避してきた。

　だから相手が魔獣であろうとも、火の力で何かを傷つけるのは嫌だった。

　彼女が一瞬のためらいを見せ、後ずさった時──。

「あ……っ」

　いつの間にか崖の先端まできていたらしく、足元が崩れて浮遊感を覚えた。

　──え……。

　体が後ろ向きに倒れ、足の裏が地面から離れる。

「ディアっ!!」

　レオンハルトは彼女の危機に気づくと、ためらいもなく魔獣に背中を見せ、こちらへ走ってくる。

　そしてクローディアを追いかけて崖から飛び降りた。

　──駄目……っ!!

　耳元でビュオオオオッと風の音がし、クローディアは涙を流しながらレオンハルトに手を伸ばす。

　涙の雫が空中に浮き上がり、西日を浴びて輝く。

「ディア！　手を伸ばせ！」

　落下しながらもレオンハルトは彼女に手を伸ばし、諦めようとしなかった。

「っく……、……ぅっ……」

　髪やドレスを風になぶられながら、クローディアは懸命にレオンハルトに手を伸ばす。

　必死に手を伸ばした二人の指先が触れ、レオンハルトがしっかり彼女の手を握った途端、彼が朗々とした声を上げた。

「マグナ・レガリア！」

　その途端、レオンハルトの右手の甲が光り、周囲が昼間かと見まごうまばゆさに包まれた。

　そして──、落下が収まった。

「え……」

　クローディアは呆然として声を漏らす。

　その体はしっかりと抱かれている。

　ガタガタ震えながらうっすらと目を開くと、こちらを見て微笑んでいるレオンハルトの顔が見えた。

「……レオ……さま……」

　呆然として呟いた彼女は、空の上にいるのに風を感じない事に気づいた。

　次に、燐光を放つ白銀の翼が目に入って「えっ」と声を漏らす。

　レオンハルトにしがみついたまま、よく見てみると、クローディアと彼は白銀の翼を持つライオンに似た動物に跨がっていた。

「これは……」

「王権の力を使った。彼は神獣だ」

〝彼〟と言われて、その翼のあるライオンが雄なのだと分かった。

　神獣はツヤツヤと光沢のある白銀の体毛を持っていて、彼自身が淡く発光しているように見える。

「支えている。座れるか？」

　尋ねられ、クローディアはおずおずと頷いた。

「はい」

　レオンハルトに抱きついたまま、クローディアは神獣の背中にお尻をつけて座る。

　あの崖は……と思って後ろを見たが、神獣は山からかなり離れたところを飛んでいるらしく、もうどの辺りにいたのか分からなかった。

　クローディアは、はぁ……、と溜め息をつき、眼下の景色を見る。

　夕日はもう落ちてしまったあとだが、周囲はまだ明るい。

　真下にはエイルヴェル湖が広がり、オレンジや金色、ラベンダー色に染まった空を映していた。

　そこから光る川が蛇行して遠くまで続いている。

　緩い丘陵や平野が続く遙か向こうに、王都が小さく見えた。

　神獣のたてがみは風を受けて緩くなびいているが、魔法の障壁が張られているようで、クローディアたちは上空の風の冷たさや強風を感じない。

「……ありがとうございます」

　まずお礼を言わなければと思い、そう伝える。

「無事で良かった」

　レオンハルトは微笑み、ポンポンとクローディアの頭を撫でたあと、額にキスをしてきた。

　いつも通りの彼の笑顔を見ると、急に湖での出来事を思いだして羞恥に襲われる。

「すみません。私、あんな失礼な態度をとってしまって……」

　目を合わせられず、彼の胸元辺りに視線を落として謝ると、ギュッと抱き締められた。

「君が謝る事はない。彼女は明朝に王都へ戻る。残る時間は二人きりで過ごそう」

「……え？」

　マルガレーテが王都に戻ると聞き、クローディアは目を瞬かせて彼を見る。

　するとレオンハルトは苦々しい表情で言った。

「彼女はやりすぎた。帝国の公爵令嬢であろうが、一国の女王にあんな態度を取る者と一緒にいられない。国に帰ったあときつく叱っておくし、何らかの罰も考える」

「っそ、そんな！　罰だなんて！」

　話が大げさになり、クローディアは必死になって首を左右に振る。

「従妹だからといって済む話ではない。一国の皇帝として、アルファンティス王国の女王への侘びと礼を尽くさなければならない」

「いりません！」

　クローディアはきっぱりと言い切る。

「私はそんなもの望んでいません。罰などやめてください」

　クローディアは彼を見つめて訴える。

「……だが、これでは女王としての君が軽んじられたままになる。俺だって、従妹の愚かな言動を諫められなかった皇帝となる」

　彼は皇帝としての責任があるからこそ、こだわっているのだと知った。

（女王になりたての私より、レオ様のほうがずっと君主がどうあるべきかご存じだわ）

　それでも、とクローディアは拳を握る。

「今回の小旅行は公の行事ではありませんし、ごく限られた人だけの私的なおでかけです。その中で起こった事で、騒ぎ立てたくないのです」

　レオンハルトは怒った顔をしていたが、徐々に表情を緩めていったあと、溜め息をつく。

　そしてクローディアを抱く腕に僅かに力を込め、呟いた。

「……君はいつも、他人の事ばかりだ」

　その言葉がなぜか胸に刺さり、目の奥が熱くなった。

　涙が零れてしまいそうになり、クローディアは俯く。

　決して、今の言葉で傷付いた訳ではない。

　レオンハルトは今まで彼女に何があったかや、女王となるまでの心境、すぐ結婚できない事への悲しみを知っている。

　クローディアのすべてを知る人だからこそ、短い言葉の中に多くの愛情と思いやりが込められているのだ。

　今だって、彼はクローディアのために怒ってくれた。

　それを頑なに断り、自分を蔑ろにしたから、レオンハルトは悲しんだのだ。

「……可愛くなくてごめんなさい」

　謝った言葉には様々な意味がこもっている。

　意地を張ってしまった事もそうだし、甲冑に身を包まれ、キスすらできない自分への嫌悪感、羞恥もある。

　極限に恥ずかしくなると甲冑姿になってしまう婚約者など、世界中探しても自分だけだろう。

　しばらくレオンハルトはクローディアを抱き、神獣に跨がったまま黙っていた。

　彼は神獣にすぐに城に戻るよう命令せず、上空を飛ばせ続けていた。

　恐らく城に戻ればマルガレーテがいるから、誰も邪魔しない空の上で話をしたいと思ったのだろう。

「……さっき、一瞬火の魔法を使ってくれたから、君の位置が分かった。教えてくれてありがとう」

「……いいえ。必死になっていただけです」

　なぜ自分があそこにいると分かったのか不思議だったが、そう言われて納得した。

　魔力を探知する魔術を使っていたなら、ほんの僅かに火を出しただけで、すぐ居場所が分かったのだろう。

　あとは王権の力を借りて、雷と共に移動すればすぐだ。

「……君を守りたい」

　クローディアを抱き締め、レオンハルトが呟く。

「守ってくださいました。レオ様は命の恩人です。ありがとうございます」

　微笑して礼を言うが、彼は首を左右に振る。

「そうじゃない。君を手元に置いておきたい。……結婚して、帝国に連れ帰りたい」

　押し殺した声で言われて、クローディアは切ない吐息をついた。

（それがすぐに叶えば、どれだけ幸せだったかしら）

　彼女はギュッとレオンハルトを抱き締め、こみ上げた涙を零す。

「……結婚、したいです。……あなたの妻になりたい。私に兄か弟がいれば良かったのに」

　そう言っても、どうしようもないのはクローディアが一番よく分かっている。

　レオンハルトはしばらくクローディアを抱き締めて黙っていたが、顔を上げて何かを決意した表情で言った。

「問題を分けて解決しよう。まずは短命になってしまう仮面の呪いをどうかできないか調べる。妹さん達とすでに調べていると思うが、俺も参加したい」

「はい」

　クローディアは気持ちを入れ替え、キリッとした顔で頷く。

「君に発言させない能なしの臣下たちが、法律にこだわって女王を手放しがらないのは事実だろう。君もまた妹を短命の女王にしたくないから、退位して嫁ぎたいと言えずにいる。だが王位継承しても短命にならないと分かれば、ダニエルに王位を譲る気持ちになる。……違うか？」

　言い当てられ、クローディアは小さく頷く。

「……その通りです」

　もっと我が儘に生きれば、ダニエルに王位を任せ帝国に嫁ぐ事は可能だろう。

　だが今自分が背負っているものを妹に……と思うと、決心しきれないでいる。

「まず、考えるより行動しよう」

「そうですね。私は今まで、流されるように生きてしまいました」

　反省したクローディアの頭をポンポンと撫で、レオンハルトは朗らかに笑った。

「一緒に解決して、結婚するぞ」

「……はい！」

　そのあとレオンハルトは、神獣に城に戻ってもらうよう伝えた。
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　城の屋上に神獣が降り立った頃には、周囲は暗くなっていた。

　心配して城の周りにいた騎士たちは、すぐに屋上に駆けつけ二人を出迎えた。

「陛下、神獣をお呼びに？」

　驚いた騎士の問いかけに、レオンハルトは翼を持つ白銀のライオンを紹介する。

「しばらくは地上に留まっているだろう。人に危害は加えないから安心していい。食べ物や飲み物の世話もしなくていい。彼はこちらの世界の物は口にしない」

「かしこまりました」

　神獣はそのまま屋上にいるようで、騎士たちは敷物などを持ってくる準備を始めた。

「心配させてしまってごめんなさい」

　クローディアは自国の騎士たちに謝罪し、今日はもう城から出ないと約束した。

「陛下、お食事はどうなさいますか？」

　侍女に尋ねられ、クローディアは一瞬迷う。

　本来なら、客人であるマルガレーテと共にテーブルを囲むのが礼儀だろう。

（でも、あんな事があったあとだから、顔を合わせづらい……）

　悩んでいると、先にレオンハルトが応えた。

「彼女と二人きりでとる。マルガにはそう伝えてくれ」

「かしこまりました。それでは、お二人のお食事は三階へお運び致します」

　そのあと、クローディアはレオンハルトと共に階段を下りて城内に入った。




　一度私室に戻って着替え、少し休憩したあとに私室の続き部屋にある、小さめのダイニングルームに移動した。

　蝋燭の火が揺れるなか、二人は静かに食事をする。

　華やかな飾り付けがされた前菜に、あつあつのポタージュ。太くみずみずしいアスパラの料理。エイルヴェル湖に住む鱒のポワレに、メインはこの地方で育てられている仔牛の柔らかなロースト。

　どれも美味しく、食後にだされた様々な種類のチーズは、アカシアの蜂蜜と一緒に食べるのがクローディアのお気に入りだ。

　食事中は「美味しいですね」など、明るい会話になるよう心がけていた。

　だがデザートとお茶がだされると、クローディアは溜め息混じりに言った。

「何だかマルガレーテ様に申し訳ないです」

「君は人が良すぎるんだ。もっと毅然としていたほうがいい」

　そう言われ、曖昧に微笑み頷くしかできない。

「八歳の時に出会った時も、君は馬鹿にされる事をよしとしていた。争いを避け、平和に過ごしたいという気持ちは素晴らしい。だが和を重んじる事と、他者に蹂躙されるのをよしとする事は違う」

「……はい」

　レオンハルトはいつも、クローディアに正しい道を示してくれる。

　八歳の時に彼が導いてくれたから、今の自分がいると思っている。

「マルガの事は俺に任せてくれ。君が心配するような過度な罰は与えない。ただ、彼女の言動は一国の君主に対し、とても失礼だったという事は分からせなければならない」

「……はい。分かりました。お任せします」

　意地を張ってしまった自覚はあるが、レオンハルトにも皇帝としての矜持があるのは分かっている。

　そこはうまく折り合いをつけなければ、今後うまくやっていけないだろう。

　彼女の答えに満足して、レオンハルトは微笑んだ。

　そしてお茶を一口飲んでから、小さく首を傾げて尋ねてきた。

「今夜、一緒に過ごしてもいいだろうか？　今でも胸がザワザワしていて怖くなる。君が無事なのだと、きちんと確かめたい」

　言われて、クローディアはサッと赤面する。

　とっさに室内を見回したが、給仕が一人立っているのみだ。

　逡巡していると、レオンハルトが囁くように言う。

「俺は君の婚約者だ。誰にも何も言わせないさ」

　そう言われると、断る理由がない。

　小さく頷くと、レオンハルトは優しく微笑んだ。
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　夜になり、湯浴みをしたあと、クローディアはネグリジェの上にガウンを羽織って自室のソファに座っていた。

（どうしよう……。緊張してきたわ）

　赤毛は丁寧に梳かれて、結わずに下ろしたままになっている。

　以前から、レオンハルトと一緒に桜の時期のエイルヴェルに行きたいという話をしていた。

　なので、いつかの日のために、桜が刺繍されたネグリジェを用意していた。レースがふんだんにあしらわれ、薄手でサラリとした生地でできている、お気に入りの一着だ。

　時刻は二十二時すぎで、普段ならすでに寝ている時間だ。

　レオンハルトは「少し遅くなる」と言っていたが、恐らくマルガレーテと話をしているのだろう。

　彼女の事を考えると、様々な思いが胸を交錯し、先ほどから溜め息ばかりついている。

（目の前にいらっしゃらないのに、一人で悩んでいても何の解決にもならないわ。〝たられば〟を思ってもどうにもならないもの）

　溜め息をついたクローディアは、気持ちを紛らわせるために立ち上がり、窓辺に立ってカーテンの隙間から夜桜を見下ろした。

（レオ様と夜桜を見られるのは、明日かしら。ボートを漕いで楽しんでも綺麗かもしれないわ）

　そう思っていた時、ドアがノックされた。

　ドキッと胸を高鳴らせたクローディアは、とっさに髪を手で撫でつける。

　室内に立っていた侍女がドアを開けると、ガウン姿のレオンハルトが室内に入ってきた。

「こんばんは」

　あらためて夜の挨拶をされ、どこか気恥ずかしい。

「こんばんは。いい夜ですね」

　侍女は黙礼して退室していった。

　テーブルの上にはワインや蜂蜜酒など、様々な飲み物や果物が用意されてあった。

「どうぞ」

　彼にソファに掛けるよう勧めると、レオンハルトは「ありがとう」と腰を下ろした。

　クローディアがレオンハルトの向かいに座ろうとすると、彼は咳払いしてポンポンと自分の隣を叩く。

　これから親密な時間が始まるのだと予感したクローディアは、頬をじんわりと染めて彼の隣に座った。

「気分は？」

「レオ様がこうして側にいてくださるので、とても幸せです」

　微笑むと、彼は甘やかに笑ってクローディアを抱き締めた。

　しばらくお互いのぬくもりを確かめ合ったあと、レオンハルトは少し顔を離して見つめてくる。

「君はやっぱり笑っている顔が一番可愛い」

　そう言って、レオンハルトはクローディアの頬を両手で包み、チュッと額にキスをしてきた。

　そのあとしばらく、二人は黙って体を寄せ合っていた。

「数日後、王都に戻ったあとに、マルガに正式に謝罪させる」

　彼女の話題になり、クローディアは無意識に溜め息をつく。

「……分かりました」

「なぜあんな事を言ったのか、尋ねても答えなかった。いずれ話すと言っていたから、理由が判明次第、きちんと話し合うつもりだ」

「はい」

（レオ様は私のために怒ってくださっている。……でも……）

　自分が抱いている感情を思い、クローディアは息をつく。

「何か言いたい事があるか？」

　まだ悩んでいるから溜め息をついたのだと思ったレオンハルトは、そう尋ねてくる。

「……いいえ。違います。……マルガレーテ様の件については、その結論でいいと思っています。私がグダグダ考えてしまっているのは、とてもつまらない事で……」

「言ってくれ」

　レオンハルトは座り直し、体ごとクローディアのほうを向く。

　青い目で見つめられ、クローディアはカーッと赤面する。

「……呆れないでくださいね？」

「ああ」

　彼はまじめな顔で頷く。

（真剣な表情をしているのに、こんな事を言うのは申し訳ないけれど……）

　心の中で謝ってから、クローディアは小さな声で白状した。

「……マルガレーテ様の事を、マルガと愛称で呼んでいるのを、いいな……と」

　打ち明けると、レオンハルトは瞠目して少しの間固まっていた。

「ね？　ど、どうしようもない事でしょう？　だから……、きゃっ」

　笑って誤魔化そうとした時、レオンハルトにグイッと抱き上げられた。

　かと思うと彼はスタスタ歩き、続き部屋になっているベッドルームへ向かう。

「え……、あ……っ」

　うろたえている間に、クローディアはベッドの上に優しく横たえられた。

　胸を高鳴らせてレオンハルトを見ると、彼はクローディアの腰を跨ぎ、その目に欲情を宿らせていた。

　彼はベッドに手をつき、クローディアの顔を覗き込んでくる。

「……嫉妬した？」

　頭を撫でられ、頬から顎をツ……と指先で辿られて、彼女は吐息を震わせた。

「……しま、した……。仲が、……いいんだな、と思って……」

　真っ赤になりながらも素直に気持ちを打ち明けると、彼は悪戯っぽく笑う。

「ディア」

　囁くように愛称を呼ばれ、クローディアは真っ赤になった。

「君の回りにいる男の中で、俺だけが君を愛称で呼んでいるという自負がある」

　言われて、クローディアはコクンと頷く。

「レオ様にディアと呼ばれると、心の奥がフワッと温かくなります」

「俺も、君にレオと呼ばれる時だけ、自分が皇帝ではなく、一人の男になれた気持ちになる」

（そういえば、マルガレーテ様はレオ様を愛称で呼んでいなかった？）

　思いだしたクローディアは、現金にも嬉しくなってしまう。

（私だけがレオ様と呼ぶ訳ではないだろうけど、今だけは私だけの呼び名と思っていたい……！）

　愛しさが湧き起こり、彼女はギュッとレオンハルトを抱き締めた。

「……好きです……！」

「俺も、愛してる」

　二人は視線を合わせ、愛しげに見つめ合ったあと、どちらからともなく唇を寄せる。

「あ……」

　だが仮面の事を思いだし、二人とも気まずい表情になった。

「すみません」

「いや。キスをしなくても俺たちは想いを伝え合える」

　微笑んだレオンハルトは、目を見つめたまま胸に手を這わせてきた。

　彼が望んでいる事を察したクローディアは、コクンと頷いた。

　許可を得てレオンハルトは安堵したように微笑み、クローディアの首筋に顔を埋めて、チュッとキスをする。

「……あ……」

　クローディアは小さな声を漏らし、レオンハルトを抱き締める。

　ガウン越しに、彼の鍛えられた肉体が分かる。

　首筋に熱い息がかかり、くすぐったさに首をすくめると、ジュウッと音を立ててさらに吸われた。

「はぁ……っ、あ……」

　ネグリジェ越しに乳首をカリカリと引っ掻かれ、お腹の奥がムズムズしてくる。

　無意識に腰を揺らすと、レオンハルトがクスッと笑って、愛しげに額にキスをしてきた。

　彼の唇が額や頬に触れるたび、特別な事をされている気分になる。

「俺のものだ」という所有印のようにも感じられるし、今の状況に苦しむクローディアへの労りにも思えた。

（好き……）

　胸の奥からこみ上げる想いのまま、クローディアは彼に頬ずりし、その匂いを嗅ぐ。

　レオンハルトはチュッチュッと小さな音を立てて、彼女の首筋から鎖骨へとキスをしていく。

　そしてもう一度彼女の目を見たあと、ガウンのベルトを引いた。

　小さな衣擦れの音がしたあと、クローディアはネグリジェ一枚の姿になる。

「……綺麗だな。桜の妖精みたいだ」

　薄ピンク色のネグリジェには、襟元や裾に桜の刺繍が施されている。

　胸元は谷間が見えるほど開いていて、先ほど刺激を受けたからか、乳首の部分はプクンと勃ち上がっていた。

「……レオ様に見て頂きたいと思っていました」

　謙遜せずに言うと、彼は嬉しそうに笑った。

「とてもよく似合う。そのうち、こういう意匠のドレスを作らせよう。いつか二人でこの土地を訪れた時、君と二人で桜の茶会をするんだ」

「素敵ですね」

　まだ見ぬドレスを想像して、クローディアはうっとりと微笑んだ。

　桜が咲き乱れる湖畔で彼と二人きりで幸せな時間を過ごせたら、どれだけ幸せだろう。

「君はこの世界で一番美しい。この髪も、目も、何より純粋で素直な心が美しい」

「身に余るお言葉です」

　多くの人に避けられ続けた自分を、レオンハルトだけが丁寧に拾い上げ、綺麗に磨いてくれている。

　彼がいなければ、自分はいまだ家族以外の誰にも愛されていなかっただろう。

　そして女王となったあとも孤独と向き合い、一人寂しく命を散らしたかもしれない。

（……死にたくない……っ）

　レオンハルトを愛するからこそ、強い気持ちがこみ上げる。

（絶対に彼と結ばれて、お父様より長生きして、幸せな家庭を築きたい……っ）

　こみ上げた涙が、ツゥッと眦から耳のほうへ流れていく。

　彼は切なげな表情でそれを見て、優しくクローディアの涙を舐め取った。

「そんな顔をするな。俺たちは絶対にうまくいく。幸せになるんだ」

「……っはい……！」

　潤んだ目で頷いたクローディアの額に、レオンハルトは気持ちを込めて口づけた。

　そして桜の刺繍やレースがふんだんに施されたネグリジェの裾に手を這わせ、彼女の脚を辿りながら捲り上げていく。

「……あぁ……」

　自分を暴く手が徐々に這い上がっていくのを感じ、クローディアはうっとりとした表情になる。

「ここ……、こんなに勃ち上がって、可愛い……」

　レオンハルトは薄い布地を押し上げている突起を見て呟き、ネグリジェごとクローディアの乳首に吸い付いてきた。

「ん……っ、あぁ……っ」

　同時に彼の手がすべらかな太腿を撫で、内側に触れて「脚を開いて」と催促してくる。

　クローディアは胸をドキドキ高鳴らせて浅い呼吸を繰り返し、膝頭を震わせながら脚を開いた。

　以前彼に愛されたので、これから何をされるかは分かっている。

　だが慣れたかと言われたら違い、恐ろしいほどの悦楽を思いだすだけで、羞恥で顔から火がでてしまいそうだった。

　レオンハルトは布地越しに乳首を舐め、甘噛みする。

　チュパチュパと音を立てて吸いながら、もう片方の手で彼女のむっちりとした胸の果実を揉み、その柔らかさと存在感を楽しむ。

　いっぽうでドロワーズの内側にもう片方の手が触れ、柔らかな太腿を指先でツ……と辿っていく。

　彼の手は徐々に最たる部分に近づき、その頃にはクローディアは触れられてもいないのに、興奮で蜜壷を潤ませてしまっていた。

　ささやかな和毛に触れた時、レオンハルトはクローディアが濡らしていると気づいたのだろうか。

　意味ありげにクスッと笑われ、彼女は叫びたくなるほどの羞恥を覚えた。

「や……っ」

「任せてくれ。気持ちよくなるだけだ」

　レオンハルトは妖艶に微笑み、濡れた花弁に触れてくる。

「ひぅ……っ」

　神経を集中させていた場所に触られたものだから、彼女はとっさに鋭く息を吸って顎を上げた。

「大丈夫」

　レオンハルトは宥めるように言い、さらに陰唇をピチャピチャと撫で続ける。

　ただひたすら、執拗なまでに同じ動作を繰り返され、クローディアの中で羞恥が高まって、さらに愛蜜の量が増した。

「あぁ……っ、あ、やぁ、……怖い……っ」

「怖い？」

　レオンハルトが囁くように尋ねてくる。

「怖いならやめようか？」

　そう言って彼が手を引くので、とっさにクローディアは両手で彼の手を掴んだ。

　涙が浮かんだ目でレオンハルトを見つめ、ブンブンと首を左右に振ると、彼は「分かっている」と言わんばかりに笑みを深めた。

「じゃあ、『気持ちいい』と言ってくれ」

　快楽を素直に表す事を恥じらうクローディアは、彼が望む言葉を知って頬を染める。

「ここには俺たちしかいない。自分の気持ちは素直に相手に伝える事。『察してほしい』じゃ伝わらない。……分かるな？」

「……わ、分かりました……。……き、…………気持ちいい……っ、事を、……して、ください……」

　蚊の鳴くような声で伝えると、彼は満足げに微笑んだ。

「これも、綺麗だが邪魔だな」

　言ったあと、レオンハルトはネグリジェの胸元のボタンを外し、クローディアの豊かな乳房を晒してしまった。

　柔らかな布地の中に押し込まれていた豊満な乳房が、解放されてたゆんと微かに弾む。

「あぁ……、美しい……」

　レオンハルトは目の前に現れた豊かな白い双丘を見て、陶酔した声で呟く。

「……変じゃありませんか？」

　自信なく尋ねると、レオンハルトは嬉しそうに笑った。

「こんなに綺麗なもの、見た事がない」

　応えてから、レオンハルトは彼女の乳房に顔を寄せ、ちゅ、ちゅぱ……とわざと音を立ててキスをしていった。

　口づけて、舐めて、また場所を変えて……、と続けながら、もう片方の乳房を優しく揉み、プツンと勃ち上がった乳首を指の腹でクリクリと揺さぶる。

「ふぅ……っ、う……っ」

　乳首を弄られると、そこからお腹の奥へジィン……と淫らな悦びが伝わっていく。

　堪らず腰を揺らすと、一度は止まっていたレオンハルトの指が動き、クチュクチュと淫猥な音を立てて彼女の花弁を撫でる。

　やがてレオンハルトは「入れるぞ」と小さく告げたあと、指をヌプゥ……と小さな蜜口に押し込んできた。

「んぅ……っ、うっ、────あぁ……っ」

　クローディアは一瞬息を止めて異物感を我慢し、素直になれと言われた事を思いだして口を開く。

　しばらく顔を真っ赤にして唇をわななかせていたが、レオンハルトの指がクップクップと蜜を攪拌させて動き始めると、観念して声を上げた。

「～～～～気持ちいい……っ」

　秘められた感情を口にした途端、この上もない悦びが全身を突き抜けていく。

　──素直になるって、気持ちいい。

　今まで誰にも、我が儘を言わなかった。言えなかった。

　両親や臣下の前では次期女王らしく、妹たちの前では優しい姉でいなければならなかった。

　レオンハルトに対しても、「私は王女なのだから、子供のように振る舞っては駄目」と己を律して付き合ってきた。

　ずっと、何もかもを抑圧し続けてきた。

　それが、好きな人に肌を暴かれ、誰にも見せた事のない、いやらしくも秘められた場所に触れられ、堰を切ったように感情が溢れた。

「もっと……っ、してほしいです……っ。気持ちよく、──なりたい……っ」

「気持ちよくなってくれ。君のいう事を何でも聞こう」

　レオンハルトは嬉しそうに笑い、蜜洞を暴く指で充血した肉襞を撫で、陰核の裏側辺りを執拗に擦った。

「っあぁっ……！　そこ……っ、──ぁっ、あ……っ」

　クローディアは体を震わせ、シーツに後頭部を押しつけて悶える。

　たっぷりと潤った場所は、男の節くれ立った指に掻き混ぜられ、グチュグチュと淫らな音を立てる。

　その音がいっそうクローディアの羞恥をかき立て、興奮を煽っていく。

「ここも……、好きだろう？」

　嗜虐的に笑ったレオンハルトは、親指で蜜にまみれた秘玉をクリュンッと撫でた。

「っんあぁあああぁっ！」

　雌の弱点とも言える場所を刺激され、クローディアは吠えるように喘ぐ。

　彼はさらにヌチュヌチュと同じ場所を撫で続け、体の内と外から、指で挟むようにしてクローディアを責めた。

　加えて、ぷっくりと勃起した乳首を舐め始める。

「あぁ……っ、あ……、そこ、気持ちいい……っ、あ……っ、もっと……っ」

　クローディアは粘ついた声でねだり、レオンハルトの頭をかき抱いた。

　彼の舌は生き物のように動き、クローディアの乳輪をなぞるようにしてネロネロと動いたあと、チュバッと音を立てて乳首を吸う。

　強く吸引され、さらに乳首が硬く淫らに勃起してしまう。

「んーっ！　うぅううっ、あぁあああぁっ！」

　無意識に逃げようとしたが、レオンハルトにしっかり組み敷かれているので叶わない。

　クローディアは脚を大きく開いた姿のまま、彼の両手と舌とに翻弄され続けた。

「待って……っ、くる……っ、きちゃう……っ」

「『達きます』と言って淫らに達しろ」

　蜜壷を刺激する手の動きが激しくなる。

　ブチュブチュと聞くに堪えない音と、いやらしい命令とに、クローディアの中で何かがパンッと弾けた。

「達く……っ、達き……っ、────ま、…………すっ！　────んっ、ぁあっ！」

　クローディアはお腹の底から絞りだすような声で告げ、膣を思いきり引き絞って絶頂した。

　腰を反らしてガクガクと体を痙攣させた時、小さな孔からブシュッと愛潮をしぶいてしまったが、それすらも自覚できない。

　ただただ気持ちよく、頭の中を真っ白にして、襲い来る悦楽をひたすらに貪った。

「ぁー…………」

　体が内側からビクビクと震え、いまだ衰えない淫悦の波を知らせてくる。

　クローディアはうつろな目で空中を見たまま、半開きにした口から無意識に声を漏らした。

　そんな婚約者をレオンハルトは興奮しきった目で見下ろし、チュポ……と音を立てて蜜壷から指を引き抜き、たっぷり纏わり付いた愛蜜を見る。

　卵の白身のようなドロッとした蜜からは、女が絶頂した甘酸っぱい香りがした。

「……堪らない」

　呟いたレオンハルトは、ぐったりしたクローディアを見つめながら、彼女の匂いがする蜜を舐める。

　レオンハルトは、ちゅっ、ちゅばっと音を立てて指を吸いながら、トラウザーズの合わせ目からだした肉竿を扱き立てていた。

（…………レオ……様……）

　まだボーッとしているクローディアは、うっすら開いた目で彼の姿を見て、再び体の奥に熱を宿す。

（あれが……、彼の……）

　以前は服越しに触らせてもらったものの、生身を見た事はなかった。

　クローディアが少し上体を起こして見入っていたからか、彼女の視線に気づいたレオンハルトは照れくさそうに笑う。

「……見るか？」

「はい」

　尋ねられ、クローディアは起き上がって彼の前で座る。

「触ってもいいですか？」

「どうぞ」

　そっと触れた初めての男性器は、体の一部だと言われても、にわかに信じられない外見をしていた。

　槍のように長く、太くて血管が浮いている。先端はおかしな形をしていて、小さな孔から涎を垂らしていた。

　根元には丸いものがあるが、房事の授業で習った子種がある袋なのだろう。

　感想を伝えたくても、初めて見たものなので言いようがない。

　それでも、ドキドキしたクローディアは夢中になるあまり、彼の屹立に無意識に顔を寄せていた。

　そして息を吹きかけ、そっと先端にキスをした。

「……っ、ディア……っ」

　レオンハルトはハッとして、とっさに腰を引く。

「すっ、すみません！　つい……」

　言ってしまってから、とてつもなく後悔した。

（『つい』って何なの!?　つい、男性器にキスをしてしまうの？　好き者って思われたらどうしよう……！）

　泣きだしたくなった彼女の気持ちを察したのか、レオンハルトはクシャリと笑う。

「こちらこそすまない。綺麗とは言いがたいところだから、キスしてくれるなんて思わなかったんだ。勿論、とても嬉しかった」

　軽蔑されなかったと知り、クローディアは安堵する。

　そして首を左右に振って伝えた。

「大好きなレオ様の体の一部ですもの。どこだって舐められます」

「君って人は……」

　彼女の言葉が嬉しかったのか、レオンハルトはクシャリと笑ってクローディアの頭を撫でた。

　レオンハルトはチュッと彼女の額にキスをすると、目を見つめて苦笑した。

「……すまない。あちらの部屋で出してくる」

「え……？」

　出すと言われて、クローディアは落胆を覚えた。

「……抱いてくださらないのですか？」

　彼女の質問を聞き、レオンハルトはサッと頬を染める。

　そして怒ったような顔で言った。

「抱きたいに決まっている」

　グツグツと煮えたぎった情熱を視線に変え、彼はクローディアの気持ちを確かめるように見つめてきた。

「……避妊の魔術なら会得している。君の処女膜を傷つけず、俺が中で果てても妊娠しない術式だ。……君はどう思う？」

（したいです。あなたと愛し合いたい）

　素直に言いたかったが、そのまま口にすれば性に積極的な女性と思われかねない。

　それに鉄仮面がキスを拒んだように、挿入の際に彼が怪我をしないか心配になった。

「……しても、大丈夫なのでしょうか？」

　不安げな表情で言ったからか、レオンハルトはすべてを聞かなくても察したようだった。

「ここまで君が快楽を得ても何も起こらないのなら、恐らく大丈夫だと思う」

「……それならいいのですが」

「心配か？」

　尋ねられ、ここで難色を示せば彼は本当にやめてしまうと感じた。

　だからクローディアは手を伸ばし、レオンハルトを見つめたまま、そっと手を握った。

　彼は微かに瞠目する。

「いいのか？」という無言の問いに肯定するように、クローディアは節くれ立った男の手を、己の乳房に導く。

　赤面しながら見つめると、レオンハルトも彼女の望みを察したようだった。

「……君の初めては大切にする」

「はい」

　了承を得たあと、レオンハルトは再度彼女をベッドの上に押し倒した。

「……ずっとこうしたいと思っていた」

　押し殺した熱情が、彼の口からかすれた声となって漏れてくる。

　彼はチュッチュッと音を立てて、クローディアの額や頬にキスをする。

　そして汗でしっとり濡れている肌を辿り、肩から二の腕、そして左右から乳房を集めるように胸元に触れる。

「……っはぁ……」

　優しい手つきにクローディアは切ない息を漏らす。

　さらにレオンハルトは彼女のお腹や腰を辿ってから、優しく太腿を割り開いた。

　クローディアはドキドキと胸を高鳴らせ、濡れた目で彼を見つめる。

　レオンハルトは目に欲情を宿らせたまま、小さく呪文の詠唱をして目の前に魔法陣を作りだした。

　魔法陣を自身の屹立に被せるようにすると、彼の下腹に青白い紋章が宿る。

「念のため、君の体にも避妊処理をしよう」

　そう言って、レオンハルトは今の術式と似たものを錬成し、クローディアのお腹にも紋章を宿した。

　それから彼はクローディアの秘唇に触れ、受け入れる準備ができているか確かめた。

「あ……っ」

　ピチャリと音を立てて濡れた秘所を触られ、彼女は小さな声を上げる。

　蜜孔からはトロトロと愛蜜が零れ、陰唇もふっくらと充血している。

「これなら大丈夫だな」

　レオンハルトは呟いたあと、漲った肉竿に手を添え、亀頭を蜜口に押し当てた。

「……ディア、愛してるよ」

　囁いたあと、彼はグッと腰を進めて潤んだ蜜壷に肉棒を埋めていった。

「あぁ……っ、あ……」

　──入ってくる……！

　指とは明らかに異なる太く長いモノが、蜜のぬるつきを利用して少しずつ入ってくる。

「ん……っ、んぅ……っ、う……」

　苦しいと表現するのが正解なのか分からない。

　だが大きなものが入り込む異物感に、クローディアは喘いで懸命に耐える。

「つらいか？」

　レオンハルトが気遣ってくれるが、つらくはないと思った彼女は、ブンブンと首を横に振った。

「一緒になれて……っ、うれしい、……です……っ」

　喜びと多幸感が強く、つらいなど思わない。

　次から次に名前のつけられない感情がこみ上げて、自分でも抑えがきかないほどだ。

（好き……。好き。もっとくっつきたい。……愛してる）

　ポコポコと、感情のあぶくがクローディアの心の水底から湧き立ってくる。

「ん……っ」

　クローディアはレオンハルトにしがみつき、逞しい体を両腕一杯に抱く。

（温かい……。私よりずっと体が大きくて、力強い……）

　男女の体の違いを知っただけでも、カァッと頬が熱くなる。

　レオンハルトは少しずつ腰を揺らしながら、クローディアの蜜壷に欲棒を埋めていく。

「痛く……、ないか？」

　彼も顔を紅潮させていて、気持ちよくなってくれているのだと思うと嬉しくなった。

「いいえ、……圧迫感はありますが、痛くはないです」

　不思議な事に、あんなに大きなモノが入っているというのに、痛みをまったく感じない。

　それどころか、エラの張った雁首で膣壁を擦られると、得も言われぬ感覚がこみ上げて嬌声が漏れてしまいそうになる。

「レオ様は……っ、んっ、……気持ちいい、ですか？」

　汗を浮かべて尋ねると、レオンハルトはうわずった声で応えた。

「腰が溶けそうだ……っ」

　その言葉だけで、彼が気持ちよくなってくれていると知り、クローディアは安堵する。

「良かった……」

「……君は……っ」

　レオンハルトは食いしばった歯の間から熱い吐息を漏らし、彼女を抱き締めながらズチュンッと残る淫刀を押し込んできた。

「っはぁう……っ！」

　最奥を亀頭で押し上げられ、クローディアは高い声を上げる。

　ビクビクッと内腿を震わせて淫激に耐えていると、レオンハルトが熱っぽい目で見つめたまま、大ぶりな乳房を揉んできた。

「あ……っ、ぁ……」

　大きな手で、もっちりとした白い双丘を捏ねるように揉まれ、クローディアはか細い声を漏らす。

　時折、親指で乳首をピンッと弾かれてそこが勃起していく。

「ディアのここ、美味しそうな色だ……」

　最奥まで繋がったレオンハルトは、欲にまみれた視線でプクンと勃った乳首を見て、口を開いた。

　そして我慢できないと言わんばかりに、凝った乳首を口に含んでちゅうちゅうと吸い立ててきた。

「あんっ、ぁ、──はぁっ、……あぁあ……っ」

　温かくぬめらかな舌に乳首をいたぶられ、クローディアは悩ましい声を上げる。

　もう片方の乳首も指でクリクリと捏ねられ、下腹部の奥に甘い疼きが生まれる。

　──もっとほしい。

　クローディアはさらなる刺激を求め、腰を揺らす。

　目の前ではレオンハルトの艶のある黒髪が揺れ、胸元にかかって少しくすぐったい。

　チュパッと音を立てて吸ったあと、彼が上目遣いで見てくるのも、ゾクゾクする。

（皇帝陛下なのに、こんな目をして私を求めてくださっている……）

　彼を知る人は大勢いるのに、こんな表情を見せるのは自分だけなのだと思うと、独占欲が高まる。

「そろそろ……、いいか……」

　呟いたレオンハルトは、クローディアの乳房からお腹、そしてくびれた腰を撫でてから、上体を起こした。

　そして腰を両手で掴んで、ズチュ、ズチュとゆっくり屹立を抜き差しし始める。

「あぁ……っ、あ、はぁあ、う、……うぅ……っ」

　蜜でぬるついた場所を極太の肉竿が前後し、その感覚にクローディアは打ち震える。

　硬い亀頭でトチュトチュと最奥を突かれ続けると、次第に意識が現実ではないどこかへ飛んでいきそうで恐怖すら感じた。

　なのに、愛する人と繋がれた幸せで、叫びそうなほど嬉しい。

　両腕でレオンハルトを抱き締め、彼のぬくもりや鼓動、息づかいを全身で感じる。

　時々視線が合って微笑みかけられた時は、嬉しくて恥ずかしくて、身悶えしてしまいそうだ。

「ディア、気持ちいいか？」

「ん……っ、はい……っ」

　魔術のお陰か、お腹の中はじんわりと熱を持っていて、蜜壷はたっぷり濡れている。

　処女膜を破られると痛みを感じると聞いていた。

　だが今は、うっとりするほどの心地よさがクローディアを包んでいる。

「俺も……っ、──気持ちいい……っ」

　レオンハルトは目を閉じて「あぁ……」とうめくように悦楽を味わう。

（私、レオ様と、とうとう……）

　クローディアを組み敷いた彼は、いつもの姿からは想像できないぐらい妖艶だ。

　キュウ、と膣を締め付けると、レオンハルトは目を細めて苦しげな表情をする。

　射精感を堪えているのだと思うと、得も言われぬ心の快楽がクローディアを満たした。

「一つになれて……、──嬉しい……っ」

「俺もだ」

　額に汗を浮かべた二人は微笑み合い、唇を寄せる。

　だがキスはできないと思いだし、クローディアは横を向き、レオンハルトは俯いて彼女をさらに奥深くまで突き上げた。

「あんっ、……んっ、んぅっ、あぁっ」

　太竿で突き上げられるたび、グチュッヌチュッと粘ついた音がし、ベッドが微かに軋む。

　二人の呼吸音が寝室に充溢し、空気全体がしっとりと色気を帯びたように感じられた。

「もっと気持ちよくしてやろう」

　レオンハルトは汗で濡れた己の前髪を掻き上げると、親指で濡れそぼったクローディアの淫芽をヌチュヌチュと捏ねてきた。

「っひあぁああっ！　あーっ！」

　挿入されてジワジワと気持ちよさを高めていたクローディアは、直接的な快楽を得て大きな声を上げる。

　体内に彼を含んだまま何度も突き上げられ、気持ちは十分に高まり、体も行為に慣れてきた。

　けれど絶頂するほどの感覚は得ていなかったのだが、淫芽への刺激はてきめんだった。

「……っ締まる……っ」

　クローディアがギュウッと下腹に力を入れて腰を反らした途端、レオンハルトが低く呻いて腰の動きを止める。

　かと思えば、最奥まで亀頭を押しつけたまま、グリグリと子宮口を捏ねてきた。

「うーっ！　あぁああぁっ、そこ……っ、──ぁあっ」

　ぬるついた淫芽を親指で優しく嬲られ、挙げ句、さやから顔をだした淫玉に直接触れられ、指の腹でピタピタと叩かれた。

　それだけでクローディアは腰を激しく振り立て、絶頂を示して悶え抜く。

　同時に心の奥底から彼への愛情がこみ上げてきた。

　──好き。

　──大好き。

　──愛してる。

　──だから……。

　荒れ狂うほどの想いの果てに願ったものは、クローディアにとってとてもつらい現実だった。

　眦から涙を零した彼女を見て、レオンハルトが尋ねてきた。

「あぁ、ディア……っ、気持ちいいか？」

　レオンハルトは優しくクローディアの髪を撫でる。

　そして彼女の嬌態に興奮したのか、さらに腰を掴んでズンズンと腰を打ち付け始めた。

「はぁあうっ、うーっ、あぁああぁっ！」

　クローディアは両手でシーツを掴み、後頭部を枕に押しつけて体をしならせた。

　快楽という名の底なし沼に叩き落とされ、どう足掻けばいつもの自分に戻れるのか分からない。

　達しても達しても、レオンハルトが剛直で突き上げてくるので、さらなる波濤が襲ってくる。

　まるで快楽の海に漂い、大きな波に揉まれているかのようだ。

「はぁああぁっ、あぁあっ、あーっ！　うぅうあぁあっ」

　淫芽を弄られる事によって、ついに肉棒で突き上げられる事でも悦楽を得てしまった。

　ひと突きごとにクローディアは意識を飛ばしかけ、この世のものと思えない激しい淫悦にまみれて嬌声を上げる。

　蜜壷は勝手にレオンハルトを締め付け、これ以上の抽送を拒むかのようだ。

　だがそこをジュボジュボと肉竿で激しく擦られ、彼女は膣壁を収斂させていきんだ。

「お願い……っ、もう……っ！」

　ハーッハーッと荒い呼吸を繰り返すクローディアは、これ以上は絶頂できないと涙を流して首を横に振る。

「待ってくれ……っ、もう少し、──で……っ」

　レオンハルトは歯を食いしばり、睨むかのような目でクローディアを見る。

「あぁあああぁっ！　あーっ！　も……、……っ、駄目……っ」

　バチュバチュと音が立つほど激しく肉竿を抽送され、クローディアはとうとう頭の中を真っ白にして、愛潮を飛ばしながら気絶してしまった。

「っディア……っ！」

　レオンハルトはマットレスに両手をつき、愛しい女性の紅潮した顔を見ながら、猛然と腰を振った。

「──う……っ」

　そして胴震いしたかと思うと、亀頭を子宮口に押しつけて、今まで我慢していた欲を解き放った。

　レオンハルトは彼女の子宮目がけて、陶酔した表情でドプドプと白濁を放つ。

　そのあと、残る精子をすべて出だそうと、二度、三度と腰を叩きつけてから、項垂れて荒くなった呼吸を繰り返した。

「……っ、ディア…………。…………愛してる……。必ず、君を……」

　そこまで言ったあと、レオンハルトは緩慢な動作で屹立を抜く。

　そしてクローディアの頬にキスをし、隣に寝そべった。

　彼は興奮を鎮静させながらしばらく天井を見ていたが、やがて愛しい婚約者を抱き、目を閉じた。
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　翌朝目覚めると、体は清められネグリジェを着せられていた。

　隣にはレオンハルトがいて、ベッドのヘッドボードに背中を預けてぼんやりとしている。

「……レオ様……」

「ん、おはよう」

　掠れた声で呼びかけると、彼はこちらを見て微笑んだ。

　しばらく二人は手を繋ぎ、ぼんやりとまどろみの残滓を味わう。

　先に口を開いたのは、クローディアだった。

「……マルガレーテ様が王都にお戻りになられますね。お見送りしなければ」

　寝室の奥のカーテンは少し開いていた。

　そこから朝日が差し込み、室内の埃が煌めいて漂っているのが見える。

　あれほどマルガレーテに嫉妬し、心ない言葉を言われて傷付いていたのに、レオンハルトにたっぷり愛されて、気持ちは凪いでいた。

「君はそれでいいのか？　また嫌な事を言われるかもしれないぞ」

　一晩経って冷静になったのは、レオンハルトも同じらしかった。

　それに、クローディアは微笑む。

「私はレオ様に愛されています。その事実が勇気をくれますから、大丈夫です」

　レオンハルトは皇帝という地位にいて、望めばどんな美女でも侍はべらす事ができる。

　だが彼が潔癖な性格をしているのは、クローディアが一番よく分かっている。

　今まで受け取った手紙からも、その誠実でまじめな性格がよくでていた。

　魔獣に襲われ、命の危機を経た今だからこそ、目が覚めた気持ちでいた。

　クローディアは起き上がり、レオンハルトに抱きつく。

　彼もまた、愛しい女性をしっかり抱き締め返した。

「そんな君を誇りに思う。だから君が好きなんだ」

　レオンハルトはクローディアの赤毛を撫で、優しく額にキスをする。

　目を細めてキスを受けた彼女は、そっと愛しい人に頬ずりした。

「……私、決意しました」

　呟いたクローディアの言葉を聞き、レオンハルトは微笑む。

「幸せになろう」

　それに彼女は応えず、黙って彼の肩に頭を預けた。
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　朝食をとったあと、クローディアは城の出入り口まで行き、王都に戻るマルガレーテを見送る事にした。

「私たちはもう少しここに滞在します。道中お気を付けて」

　そう言った彼女の前には、今日も輝かんばかりの美しさを放つマルガレーテがいる。

　レオンハルトに叱られたからか、彼女は昨日のように言い返さなかった。

　だが相変わらず、不満げな、何か言いたそうな目はしている。

　彼女が自分を嫌っているのを分かった上で、クローディアはにっこり微笑んだ。

　そんな彼女に、マルガレーテは無表情でカーテシーをする。

「数々の非礼をお詫び申し上げます。女王陛下」

　分かりやすくも、心の底から反省したとは思えない態度だ。

　それでもクローディアは、女王らしく微笑んだ。

「あなたの謝罪を受け入れます」

　顔を上げたマルガレーテは、しばらくクローディアを見つめていた。

　その唇は微かに震え、何か言おうとして少し開き、思いを留めるように閉じる。

「マルガ、馬車へ」

　だが彼女が何か言う前に、レオンハルトがマルガレーテを馬車へいざなった。

　その声に従い、彼女はもう一度軽く膝を折ると、ステップを踏んで馬車に乗った。




　道をゆく馬車が遠くなっていくのを、クローディアはレオンハルトの隣に立って見送っていた。

「せっかくの女王の休暇なのに、すまなかった。もっとハッキリ断り、二人だけの時間を大切にすべきだった」

「いいえ。謝らないでください」

　クローディアは風になびく赤毛を押さえ、微笑んだ。

　城を見上げると、屋上に座っている神獣を目視した。

〝彼〟は鼻先を上げ、空の彼方を見ているように思える。

「魔獣に襲われたのは大変でしたが、神獣をこの目で見られるなんて思いもしませんでした」

　笑ったクローディアの肩を抱き、レオンハルトが呟く。

「君が〝彼〟と一緒にいる姿を色んな人に見せてやりたいな」

「え？」

　レオンハルトの言いたい事が分からず、クローディアは首を傾げる。

「神獣は清らかな者にしか触れられない。君が本当に邪悪な〝炎髪の魔女〟の生まれ変わりなら、〝彼〟に触れた途端、聖なる炎に焼かれていただろう」

　まさかそんな危険があったとは思わず、クローディアは目を丸くする。

「すまない。でも君なら大丈夫だという確信があったから、〝彼〟を呼んだ。どうにもならない状況でもあったしな」

「そうですね。助けてくださってありがとうございます」

　礼を言ったクローディアは、馬車がもうほぼ見えなくなっているのを確認してから、ゆっくり城内に向かう。

　その手を、レオンハルトが握ってきた。

「……はい？」

　目を瞬かせると、彼は真剣な表情で尋ねてくる。

「何かあったか？　雰囲気がいつもと違う」

　尋ねられ、クローディアの胸がドクンと鳴る。

　が、努めて平静を装い、笑いかけた。

「何でもありません。残る休暇、楽しく過ごしましょう。今日は晴れていますから、またボート遊びもいいかもしれませんね」

　話題を振ると、レオンハルトが頷いた。

「……そうだな。君と二人でこの美しい景色を独占しよう」

　彼は微笑んでいるものの、疑うような気遣わしげな目を向けていた。

　彼女もまたレオンハルトの視線に気づいていながら、何でもないふりをする。

（気づかないで……）

　心の中で呟いたクローディアは、その日どうやって過ごすかをレオンハルトと話し始めた。
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　エイルヴェル滞在予定の最終日、レオンハルトは帝国に戻る事になった。

「レオ様、馬車の中でこれを読んでください」

　帰りしな、クローディアに手紙を渡された。

　繊細な花の模様が描かれた封筒に、美しい字で【レオ様へ】と書かれてある。

　クローディアは文通を始めるにあたって、美しい文字を書けるよう特訓したようだ。

　いつだったか彼女の妹から聞いて、嬉しく思ったのを覚えている。

（今回、会えて良かったとか、そういう手紙かな）

　嬉しく思ったレオンハルトは、笑顔で手紙を受け取る。

「ありがとう。大切に読む」

「お気を付けてお帰りくださいね」

「ああ。君もこれからしばらく忙しくなると思うが、何かあったらすぐ手紙をくれ」

「はい」

　微笑み合ったあと、クローディアが抱きついてきた。

「……お元気で」

「ああ。君も」

　しっかり抱き合い、名残を惜しむように離れたあと、レオンハルトは従者に声を掛けられ馬車に乗った。

　皇帝を乗せた馬車の移動は、前後を護衛や荷馬車に挟まれ、大行列となる。

　ゆっくりと馬車が進むなか、レオンハルトは窓からクローディアを見る。

　手を振ると彼女も手を振り返す。

　クローディアは、こちらを見たまま早足に歩き始めた。

（そんな目をするんじゃない。今すぐ抱き締めたくなる）

　手を振りながら、レオンハルトは切なく笑う。

　やがて馬車は速度を上げ、クローディアの姿は見えなくなった。

　しばらくレオンハルトは王都の街並みを見ていたが、やがて見えるものが広大な草原になった頃、カーテンを閉めて手紙を手にした。

　少し胸を高鳴らせて、馬車内にある引き出しからペーパーナイフをだす。

　そして封蝋を取り、中から便箋を取りだした。

　封筒と揃いの便箋には、クローディアの整った字が書かれてある。

　上機嫌で読み始めたレオンハルトだが、すぐにその表情が曇っていった。

　手紙にはこう書かれてあったからだ。

【今回はお会いできて良かったです。レオ様のお顔を見られて、お声を聞けて、とても幸せでした。結婚や二人の将来についても、前向きなお言葉を頂けて嬉しかったです。ですが、愛し合った夜に思ったのです。私が一番に望む事は、レオ様に幸せになって頂く事。あなたなら、私と結ばれる事が自分の幸せだと言うでしょう。ですが私は女王、あなたは皇帝です。個人としての望みを叶えようとすれば、大勢の人が困ります】

（まさか……）

　浮かれていた気持ちはどこかへ、背中に氷を入れられたような気分になっていく。

　レオンハルトは急いで便箋をめくった。

【マルガレーテ様の事があったからではありません。前から考えていた事です。レオ様には私よりもっとふさわしい女性がいます。いつ結婚できるか分からない私を待っていれば、帝国の世継ぎの誕生も遅れてしまいます。それはあなた自身も、臣下たちも最も望まない事です】

「……馬鹿を言うな……」

　レオンハルトは呟き、小さく首を左右に振る。

【あなたを愛しているからこそ、お別れを言わせてください。仮面の呪いについては、妹たちと協力して何とか解けないか努力してみます。その一方で、女王としての務めをきちんと果たします。レオ様はどうか、この大陸を導くお方として、正しい道を歩んでください】

「……っ、君と夫婦になりたいと望む事が、間違った道だと言うのか……っ！」

　彼の表情が、クシャリと悲しみに歪む。

　あれだけ濃密な時間を過ごし、愛し合ったのに、想いが通じなかったのだ。

【ずっと、心の底からお慕い申し上げます。仮に私がいつか国婿を迎えるとしても、この心はあなたのものです】

　最後に愛を告げ、手紙は終わっていた。

　レオンハルトはしばし、脱力して目の前の空間をぼんやりと見ていた。

　ガタガタと馬車が揺れる音がし、護衛の騎士たちが移動しながら楽しげに話している声が聞こえる。

　初めてクローディアと結ばれ、この世の幸せを手に入れた気持ちでいたのに、まるで地獄に叩き落とされたかのようだ。

　レオンハルトは冷や汗をかき、乱れる呼吸を必死に落ち着かせる。

　今すぐにでもアルファンティス王国に戻りたいが、皇帝としての自分には先延ばしできない執務がある。

　今回の長期滞在だって、執務を前倒しにし、渋る臣下たちを何か月にもわたって説得したから得られた時間だったのだ。

（話し合わなければ。いや、一刻も早く、二人の間に立ち塞がる障害を乗り越えなければならない。彼女は責任感の強い人だから、妹に仮面を継がせられないと思ったんだろう）

　レオンハルトは、クローディアが今まで言っていた事を思いだし、彼女の立場になって様々な事を考えていく。

（俺のせいだ。それぞれの国で頑張っていけばいつか……、と思っていた。でも彼女は女王であっても、俺のような発言力はない。状況が違うんだ。なら……）

　青い目の奥に、強い決意が宿る。

　彼は最後にもう一度手紙をじっくり読んだあと、丁寧に封筒に入れた。

「俺は自分の幸せのために動く。たとえそれが君の望まない未来だとしても、恨まないでくれ。……使えるものは何でも使って、可能な限り全員が幸せになる道を選んでみせる。それが皇帝ってものだろう？」

　最後は自分自身に問いかけ、レオンハルトは目を閉じて愛しい女性を思い浮かべる。

「君一人救えずに、大国の皇帝など名乗れないんだ」




　呟いたあと、彼は腕を組み思考を巡らせた。








　第五章　城の地下に眠っていたのは、ご先祖様の怨念でした









「ヴィオラ、力を貸してくれ」

　帝国に帰ったレオンハルトが、まず向かったのは守護魔女のもとだった。

「なーに？　また来たの？」

　デスクに向かっていた魔女は、迷惑そうな顔でこちらを振り向く。

　レオンハルトは何も言わずソファに座る。

　彼の様子を見たヴィオラは、溜め息をついて立ち上がり、ソファに向かった。

　小さなキッチンにあるポットでは勝手にお湯が沸き、お茶の準備が始まっている。

「アルファンティス王国へ行っていたんでしょう？　帰ってそのまま来たの？」

　迷惑そうに言っているが、彼女はレオンハルトが生まれる前からこの国にいた魔女だ。

　何だかんだ言って、心配してくれているのは分かっている。

「以前に相談してから、すでに数年経った。アルファンティス王国の王権の力について、何か分かったことはないか？」

　そう言うと、ヴィオラは溜め息をついてドレスの中で脚を組む。

「今までずっと、少しずつ記憶を辿っていたのよ。雑多としたどうでもいい記憶が多いから、特定の記憶をすぐ取りだせないっていう事は、以前にも言ったわよね？　時間をかけて整理する必要があったの」

　ヴィオラはそう言い、部屋の隅にうずたかく積まれている革張りのノートを顎でしゃくって示す。

「あれは無意識も含め、私の記憶をペンで自動的に書き写したものよ。あそこまで思いだすのにどんだけ時間がかかったか」

「大変なのは分かった。すまない。あとで何かしらの礼はしよう」

「期待しないで待っているわ。それはそうと、この間アルファンティス王国建国の頃の記憶を思いだしたわ」

「言ってくれれば、すぐ駆けつけたのに」

「あなたがアルファンティス王国へ行っている間の事よ。どうせすぐ戻ってくるだろうから、可愛い彼女と過ごす時間を優先させてあげたんじゃない」

　言ったあと、ヴィオラは記憶を書き写したノートを一冊手にすると、ページを開き、その上に手をかざした。

　ページが勝手にめくれ、そこから光が立ち上ってヴィオラの掌に吸い込まれていく。

「アルファンティス王国で初めて王権の力を手に入れたのは、英雄王アーサーと呼ばれている人物ね。アーサーは皆に慕われる人気のある王だった。性格も明るく、非の打ち所がない男だった。……まぁ、私は個人的に接していた訳ではないけれど」

　テーブルの上にお茶が置かれ、レオンハルトは魔女に軽く会釈をする。

「ただ、光に照らされた人気者ほど、足元に濃い影が落ちるという事ね」

「……というと？」

　レオンハルトは興味を引かれ、話の続きを促す。

「あなたもそうだけど、一見男女問わず人気があるように見えて、カリスマ性がある人を、本当の意味で〝全員〟が好きになっていると思う？」

　尋ねられ、彼は皮肉げに笑った。

「あり得ないな。俺は一部の者から嫌われている。憎まれていると言っていい。目立つ者がいれば、その座から引きずり下ろしたいと望む者がいるのは当たり前だ。足を引っ張りたいと望む者の目論見が、表に出ているかいないかの問題だ」

　ヴィオラは小さく笑い、お茶を飲む。

「分かっているみたいね。平凡な一般人でも、誰かに陰口くらい叩かれるわ。それが君主となれば、常人には考えつかないほど憎まれる。殺したいと思う者もいるわね。歴史上、暗殺された者は数多くいる」

「その通りだ。……アーサーを憎む者がいたと？」

　尋ねると、彼女は意地悪に笑う。

「彼は王権の負の力に呑まれ、非業の死を遂げた」

　それを聞き、レオンハルトは目を見開いた。

「王権の力を授かった初代から負の力はあったのか？　王権は神からのギフトだろう？　なぜ……！」

「私もそこのところは詳しく知らないの。ただ、今までのアルファンティス王国の歴代国王がそうだったように、徐々に暗黒面に蝕まれ、最後は人が変わったように……という感じだったわね。あの頃はまだ戦が多い時代だったから、王権の力に頼る事が多くて、負の力が強まったんでしょうね」

　レオンハルトは難しい表情をして腕を組み、黙り込む。

「そんな顔になる気持ちは分かるわ。どの国を見ても、王権の力が持ち主を死に追いやるなんて、聞いた事がないものね」

　ヴィオラに言われ、彼は頷く。

「ここから先は、私の記憶ではなく、憶測よ」

　言いながら、ヴィオラはレモンケーキに手を伸ばし、一口食べる。

「アーサーには弟がいたし、叔父たちもいたわ。彼らは優秀すぎる英雄王を見て、どう思ったでしょうね。ありがちな感情としては、彼の存在が眩しすぎて、憎しみを抱いてもおかしくない」

　彼女の想像を聞き、レオンハルトは頷く。

「……女性なら彼の〝特別〟になりたがったでしょうね。でもアーサーは妻のオーレリアを心の底から愛していた。彼女が同性から嫉妬を浴びたのは当然として、嫉妬心をアーサーに向けた女性もいたかもしれない」

「人の恨みや憎しみが、神の力である王権に干渉したと？」

　レオンハルトは目を眇めて尋ねる。

「勿論、人の思いごときが神の力を変える事は不可能だわ。人間の持つ魔術とは、そもそも性質が違うもの。木が火にならないのと同じ」

　授業のような雰囲気になったが、レオンハルトは真剣に話を聞いている。

　それに気を良くしたのか、ヴィオラは微笑んで続けた。

「でも、王権の力であっても人間の魔術で要素を加える事は可能だわ。過去に魔術皇帝と呼ばれた男がいた頃、二枚だった神獣の翼は六枚に増え、その力は比類なきものになったと言われている。そして魔術王は魔獣の群れから帝国を守り切った」

「……そんな話があったな。遙か昔、おとぎ話にも思える時代だが」

「木は火にはならないけど、木に火をつけて松明にする事はできるのよ。あなただって様々な魔術を使う時、術式の法則をしっかり研究し、うまく組み合わせているでしょう？」

「確かに」

　ヴィオラの言いたい事を理解し、レオンハルトはこれからすべき事を考え始めた。

「……だから、アーサーの時代の何者かが、王権の力に魔術で干渉した可能性はある。……ま、初代がそうだったなら、次の国王も、鉄仮面には負の面があるのは当然と思うでしょうね。不幸な力を持つ仮面を怖れながらも、誰も神の力を疑わなかった」

　ぼやくような魔女の言葉を耳にしながら、レオンハルトはクローディアが被った仮面について考えていた。

　やがて、思考を巡らせながら呟く。

「……魔術を使って仮面を解析しなければ。そして誰がアーサーに悪意を抱いたか調べる必要がある」

「まぁ、できるとすれば、その辺りね」

　ヴィオラはレオンハルトに何らかの結論を出せた事で、満足そうな表情をしている。

「それと、もう一つ質問がある。仮面をつけたクローディアとキスできなかったんだが、愛し合う事はできた。その違いについて何か心当たりはあるか？」

　レオンハルトは少し気まずそうに、けれど肝心な事だからと尋ねる。

　案の定、魔女は呆れた顔をする。

「……あのねぇ……。……まぁいいわ」

　ヴィラは気を取り直し、少し考える素振りを見せてから言った。

「憶測だけれど、王権の力が神々から人間に与えられた頃は、まだ魔族や妖精、精霊などが人間と共にいたわ。妖精や精霊にしても、必ずしも人間に友好的な訳ではない。魔力を持つ者にとって、人ならざる者との〝契約〟は命取りになるの」

　彼女が言った事から、レオンハルトはすぐに先を推測した。

「うっかり人外の者と約束してしまわないように、口元を保護する魔法が？」

「そうね。それに人から魂を奪う際に、魔族や妖精などは口づけをすると言われている。唇は魔術的にも重要な場所なのよ。だからたやすく唇を許してはいけないのだと思うわ。いっぽうで、女性の貞操、男性の急所を守る意味としては、あんたが女王に敵意を持っていないから、何も発動しなかったのだと思う。これが敵の捕虜になっていたとかなら、甲冑が彼女を守っていたはずよ」

「そうか……」

　キスできなかった理由を知り、レオンハルトは頷いた。そして改めて決意する。

「一刻も早く、彼女に掛かった呪いを解く必要がある」

「でもあなた、帝国に帰ってきたばかりでしょう？　どうするつもり？」

　彼女は二杯目の紅茶をポットから注ぎ、紫色の目を瞬かせて尋ねた。

　すると、レオンハルトはニィッと笑う。

「……な、何よ……」

「一時的になら、分身を作れるな？」

「……あんたねぇ」

　ヴィオラは呆れかえった顔をし、大きな溜め息をつく。

「執務をきちんとできるよう、精神は共有しておく」

「あなたの負担が大きくなるわよ」

「どうしても解決しないとならない事がある」

　ヴィオラはまっすぐなレオンハルトの目を見て、それ以上何か言うのを諦めたようだ。

「問題を解決して、愛しい恋人を妻に迎え入れてから、帝国のために粉骨砕身働きなさい。約束よ」

「恩に着る」

　屈託なく笑ったレオンハルトを見て、ヴィオラはまた溜め息をつく。

「あんたは孫みたいなものだしね」

　そう言いながら、ヴィオラは手で「立ちなさい」と彼に示す。

　ソファから立ちあがると、魔女はレオンハルトに向けて両手を突きだし、呪文を唱えながら魔法陣を作っていく。

　いくつもの魔法陣ができあがったあと、それらはレオンハルトの頭から足元へと、彼を包んでいった。

「動いたら駄目よ。魔力を高めても駄目。凪いだ心でジッとしていて」

　レオンハルトは目を瞑り、スッと感情や思考を停止させる。

　ヴィオラは彼が立っている隣に今作った物と、少し術式の異なる魔法陣を錬成し、同じように縦に積み上げていく。

「変な感覚があるかもしれないけれど、身を委ねなさい」

　魔女の声がしたあと、レオンハルトを包んでいた魔法陣がゆっくり上に移動していった。

　同時にレオンハルトは体内や心の奥まで、魔術によって探られる感覚があったが、彼は黙ってされるがままになっていた。

　彼を包んでいた魔法陣が、隣の物に重なったあと、その中で少しずつ人の形が作られていく。

「もういいわよ。楽にしなさい」

　言われてレオンハルトは、目を開ける。

　隣を見ると、足元から順番に、自分の複製ができようとしているところだ。

「あとは任せていいのか？」

「ええ。勝手にできあがるわ。あなたとしての自我も持っているわ。〝彼〟が見たもの、聞いたものはあなたに繋がる。複製が会話をする時に本体まで話す必要はないけど、頭がパンクしないように気をつけなさい」

「分かっている。ありがとう」

　レオンハルトは窓を開けると、両手に光の弓矢を作りだし、空に向かってつがえる。

　そしてパンッと矢を放つと、光の矢は凄まじい勢いで空を飛んでいった。

　やがて矢は空の上で鳥の姿になり、アルファンティス王国がある方向に飛んでいく。

「使いはだした。あとは飛竜に乗って行くだけだ」

　窓枠に飛び乗ったレオンハルトを見て、ヴィオラは溜め息をついてぼやく。

「まったく、誰に似たんだか……」

「じゃあ、あとは任せた！」

　レオンハルトは魔女に元気よく言い残すと、バッと窓の外に身を躍らせた。

　かと思うと、風の魔術の魔法陣を足元に、空を滑り落ちるようにして飛竜舎があるほうへ向かった。
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　レオンハルトが帰ったあと、クローディアはまた女王として多忙な日々を送っていた。

　だが頭の中には常に、彼に結婚できないと告げてしまった後悔に支配されている。

（自分で言いだした事なのに、未練がましいわ）

　ひっくり返された水盆の水は、もう元に戻らない。

　分かっているのに、クローディアは毎晩さめざめと泣いて枕を涙で濡らしていた。




　レオンハルトが帰った一週間後、夕方に小休憩をとっている時に光の鳥が現れた。

　窓をすり抜けて、煌めく光に包まれた鳥が現れたかと思うと、クローディアの前でゆったりと翼をはばたかせて滞空している。

「え……？」

　魔術なのは分かるが、一体何なのかとクローディアは面食らう。

　だがすぐに、鳥の胸元にラガクード帝国の紋章が描かれているのに気づき、レオンハルトからの使いだと理解した。

　鳥は全身が光で揺らめいているが、紋章の部分だけは形がハッキリしている。

　恐る恐る紋章に触れると、レオンハルトの声が伝わってきた。

【問題を解決できるかもしれない糸口を、ヴィオラから教えてもらった。君の責任感や妹を思う気持ちは理解する。だが諦めてしまう前に、やれる事はすべてやってみるんだ。俺を振ろうとした詫びはすべてが終わったあとに聞く。これからすぐ、飛竜に乗ってそちらへ行く。この鳥が君のもとを訪れた半日後には到着する予定だ。待っていてくれ】

「レオ様……」

　クローディアは俯いて涙を堪え、胸元で手をギュッと握る。

　脳裏でレオンハルトの声が蘇る。

『君は平和主義者だから、何かあれば自分さえ引けばいいと思っている。傷付く事に慣れると、そういう思考が身についてしまうんだ。だが幸せになりたいと思うなら、他者に遠慮するな。前に進んで様々な意見と戦ってこそ、新たな道が見つかるものだ』

「……っはい！」

　心の中で微笑んでいるレオンハルトに向け、クローディアは大きく頷いた。

「諦めてしまってごめんなさい！　悪い癖！」

　両手でピシャンッ！　と自分の頬を叩いて気合いを入れる。

　光の鳥はまだメッセージを持っていて、英雄王アーサーに恨みを持つ者が、何らかの方法で鉄仮面に呪いをかけた可能性が高いと伝えてきた。

　他にも、自分たちがキスできなかった理由は、人外の存在との契約から身を守るためという可能性があると教えてくれた。

　理由を知ると、キスできずに申し訳なく思っていた気持ちが少し慰められた。

「よし！　やるぞ！」

　クローディアは大きな声をだし、心に凜とした勇気を宿した。

　そのあと、レオンハルトが非公式で訪れたら、少しの間自由に動けるよう、ブラックマン公に執務の調整を相談した。

「私も先王陛下の早すぎる死を悲しく思っていました。まして幼い頃から存じ上げていたクローディア陛下まで亡くなられると思うと、胸が締め付けられる思いです。皇帝陛下のご協力を得て解決できるなら、私も協力いたしましょう。仮面がもたらす呪いを解けば、これからのアルファンティス王国の君主たちは、もっと安心して過ごせるでしょうから」

　いつも無表情に近く、何を考えているのかよく分からない宰相が、そう言うのは意外だった。

　だが忠臣の鑑と言われる彼だからこそ、国を思う気持ちも人一倍深いのだろう。

「ありがとう！　やる事を終えたら、きちんと役目に戻ります」

「はい」

　感情の表現が乏しい宰相は、微かに笑ってみせた。





　　　＊＊






　翌日の朝、飛竜に乗ったレオンハルトが城の庭に着陸した。

　急いで来たからか、皇帝だというのに共の者は騎士が数名だ。

「レオ様……！」

　ラベンダー色のドレスを着たクローディアは、彼に駆け寄って抱きつく。

「ディア……！」

　レオンハルトは彼女をしっかり抱き締め、愛しげに見つめたあと、額にキスをした。

「ごめんなさい……っ、私……！」

　涙を流すクローディアに、彼は小さく首を横に振ってみせた。

「それはあとにしよう。仮面の問題を解決してから、俺たちの問題に移る。優先順位をつけるんだ」

「はいっ」

　涙を拭ったクローディアは、大きく頷いた。




　その後、二人は城の書庫へ向かった。

「宰相に相談して、自由時間をもらっています。また、騎士団長から衛兵たちに連絡をしてもらい、城中どこに行っても通してもらえるよう許可をもらいました。女王であっても、騎士団長の許可がなければ通してもらえない所もありますから」

「準備万端で何よりだ」

　三人の妹たちには、クローディアの穴を埋めるように公務をこなしてもらっている。

　まず二人は城の二階にある書庫に向かったが、そこはすでに妹たちと調べたあとだ。

「ここは貴族たちも使う書庫で、すぐ使う資料などが保管されています。あとは外国から寄贈された本など、当たり障りのない本があります」

「そうか。他に書庫は？」

「地下に、過去の資料などが収められた書庫があります。そこも念入りに調べたのですが、特にめぼしい物はありませんでした」

　二人は廊下を歩き、一階から地下に向かう階段を下りる。

　石造りの壁と階段はひんやりしている。左右の壁には魔法の明かりが灯っていた。

　階段を下りきると廊下が左右に続き、クローディアは「こちらです」と書庫があるほうへ向かう。

　突き当たりにある扉の前に到着すると、見張りの衛兵が無言で扉を開く。

　その中には地下の書庫が広がっていた。

　入ってすぐの壁に魔力を注ぐと、天井にあるシャンデリアにホウッと明かりが灯った。

　近くには閲覧のためのテーブルと椅子があり、奥のほうには本棚が幾つもある。

「私たち四姉妹と手伝ってくれる侍女たちとで、英雄王アーサーについて、もしくは王権の力について記した書物がないか探しました。ある事にはあったのですが、それも当たり障りのない物で……」

「そうか……。他の部屋も見てもいいか？」

「あとは食料庫やワイナリー、倉庫など、特筆すべき場所はないのですが」

「少し〝捜して〟みる」

　言ったあと、レオンハルトは胸の前に手をかざし、口元で呪文を唱えながら魔法陣を錬成していく。

「物理的に探して見つからないのなら、魔術によって隠されている場合もある。ヴィオラが言っていたように、英雄王アーサーの近親者が後付けの魔術で仮面に呪いを掛けたなら、相当の術者だっただろう」

「確かに」

　盲点を突かれ、クローディアは目を見開く。

　そのあとレオンハルトは、青白く光る魔法陣を体の前に浮かばせ、ゆっくりとその場で回った。

「こっちだ。反応がある」

　すると魔法陣に描かれた文字が震え、廊下の奥に向かって光を伸ばしている。

　クローディアはドキドキしながら、レオンハルトのあとをついていった。

　歩くにつれ、魔法陣から伸びる光は長くなっている。

　反応が最も強くなったのは、倉庫の前だった。

　中に入ったあと、クローディアはまた壁際に魔力を注ぎ、倉庫の明かりをつけた。

　普段立ち入る事のない倉庫には、布を掛けられた大きな物から、油紙に包まれた荷物、木箱など、様々な物が雑多に置かれてある。

　埃を被ってはいけないので、大抵の物には覆いが掛けられていて、何があるかはすぐ分からない。

「ここに何かあるのでしょうか？」

　クローディアの問いには応えず、レオンハルトは魔力を研ぎ澄ませたまま、慎重に奥へ進んでいく。

　やがて彼が立ち止まったのは、倉庫の隅だった。

　魔法陣の反応はとても強くなっていて、荷物が置かれている奥の壁も呼応するように青白く光っている。

「隠し扉があるな」

　呟いたレオンハルトは、魔法陣を空中に浮かせたまま、新たに呪文を唱えて別の魔法陣を作っていく。

　それを見て、クローディアは感嘆していた。

（凄い……。普通なら一つの魔術を使うだけで精一杯なのに……）

　同じ属性の魔術を重ねていくならまだ可能かもしれないが、まったく別の魔術を同時に使うのは、かなり高度な技術が必要だ。

　レオンハルトは新たに作った魔法陣を発動させ、壁際にある荷物を宙に浮かせて移動させた。

　剥き出しになった壁には青白い光が扉の形をとっていて、その中央に魔法陣が浮いているのが見える。

「ふん……、少し入り組んではいるが、大丈夫だな」

　レオンハルトは目を眇めて壁際にある魔法陣を見極めると、手をかざして呪文を唱えた。

　すると魔法陣にあった文字が一つずつ書き替えられ、消えていく。

　呪文を唱え終えた頃には、目の前にぽっかりと穴が空き、さらに地下に下る階段が続いていた。

「……凄いです。レオ様」

　呟くと、彼は振り向いてニヤッと笑った。

「色んな魔術を学んでみるものだ。組み合わせ次第ではあらゆる応用が利くからな」

　そう言って、レオンハルトは道案内の魔法陣を消した。

　階段の壁際には明かりがなかったので、レオンハルトが魔術で作った明かりを浮かべ、先導させる。

「ディア、足元に気をつけて」

「はい」

　壁に手を添え、二人はらせん状になっている石階段を下りていく。

　そこは長年人が入っていない事もあり、湿気があってかび臭い。

　蜘蛛の巣が張っている部分もあったが、レオンハルトの魔術の明かりに照らされると、シュワア……と溶けていった。

　カツン、カツン、と足音が反響し、下りるにつれて城から聞こえていた雑音が遠くなっていく。

　最後には二人だけの足音と息づかいが聞こえるようになり、どこまでも続く階段に気が遠くなりそうだ。

（どこまで下りれば……）

　クラリと目眩を覚えた時、立ち止まったレオンハルトの背中にぶつかった。

「すっ、すみません！」

「いや、構わない。大丈夫か？」

「はい」

「どうやら目くらましに掛かっていたようだ。おかしいとは思ったが、巧みなまやかしだな」

　言ったあと、レオンハルトは明かりの魔術はそのままに、また別の呪文を唱え始める。

　すると彼の前方に、通路を包み込む大きさの魔法陣が次々に錬成されていく。

　それらが放つ光がパパッと眩く瞬き、クローディアはとっさに目を瞑った。

　よろめいて一歩退くとレオンハルトが腰を支えてくれ、彼女は恐る恐る目を開けた。

「大丈夫か？」

　美貌のレオンハルトが顔を覗き込んで心配してくれ、整いすぎた顔を間近に見て、こんな時だというのにボボッと火が付いたように赤面してしまう。

「だ、大丈夫です」

「なら良かった。少し眩しくなると言えば良かったな」

「いいえ。平気です」

「ほら、あそこに最下部がある。巧妙な魔術で永遠に階段を歩かされるところだった」

　言われてレオンハルトが指さすほうを見ると、螺旋階段の終わりがあり、最下部に木製の扉がある。

「あそこに何が……」

「行ってみよう」

　二人はさらに階段を下り、問題の扉の前に立つ。

　レオンハルトは、木製の扉に触れて呟く。

「ここまで来て、扉に何の魔術も掛かっていないなどないだろうな」

「そうですね」

　レオンハルトは取っ手を掴んで押したり引いたりするが、扉はビクともしない。

「さて、〝見〟てみるか」

　彼は楽しげに言い、また呪文を唱え始める。

「とても高度な魔術なのに、レオ様は楽しんでいらっしゃるのですね」

　感心したクローディアが呟くと、彼は難なく言った。

「パズルを解くのに似ている。誰かが用意した複雑怪奇な魔術を、読んで組み合わせて、じっくりと正解に近づけていく。帝国では祖父や父、ヴィオラが作った〝守り〟を幾つも突破したあとで、……怒られたな……」

　遠い目をしてとんでもない事を言うので、こんな時なのにクローディアは声をだして笑ってしまった。

　そんな会話で緊張がほぐれ、あたりが静けさを取り戻すと、レオンハルトは集中して扉に掛かった魔術を解析し、クローディアは後ろでその様子を見守る。

　数年前、レオンハルトが鍵開けの話をしていた事があった。

　そのとき彼は、魔力を扉に注いで魔術の〝形〟を探り、どんな性質を持つのか知る過程は、まるで錠前屋が金庫の鍵を開けるのと似ていると言っていた。

　レオンハルトは難しい顔をして、扉に掛かった魔術を探っていたが──。

「ディア」

「はっ、はい!?」

　物思いにふけっていたところで声を掛けられ、クローディアは慌てて返事をする。

「一つ分かった。この扉は、アルファンティス王国の王族の魔力が必要だ」

「そうなのですか!?」

　思いも寄らない事実を知り、彼女は声を上げる。

「私に何かできる事はありますか？」

「俺の背中に手を当てて魔力を注いでほしい。それを使ってもう一度挑戦してみる」

「分かりました」

　クローディアはレオンハルトの背中に掌を当て、目を閉じて気持ちを鎮める。

　触れた彼の背中は、衣服越しにも体温が高まっているのが分かった。

　魔術を行使するのに集中し、汗ばむほどエネルギーを使い、自分のために頑張ってくれている。

（一緒に頑張らないと）

　クローディアは気持ちを引き締め、さらに集中した。

　レオンハルトは呪文を唱え、再度慎重に扉に魔力を注いでいく。

　クローディアも、冷静に一定の強さで魔力を注いだ。

　二人とも集中して魔力を注いだ結果──。

　魔法陣の奥でカチッと小さな音がし、レオンハルトがハッと目を開いた。

「開いた」

「やった！」

　クローディアは思わずピョンピョンジャンプし、小さく拍手する。

　素直に喜びを示す彼女を見て、レオンハルトも相好を崩した。

「ディア」

　レオンハルトが軽く両手を掲げ、クローディアは喜びのままにパンッと彼と手を打ち合わせた。

「やりましたね！」

　二人は視線を交わし、笑い合う。

　高揚感のままにはしゃいでしまったが、こんな事をできるのもレオンハルトだけだ。

（こんなふうに気さくに接してくれるのは、レオ様以外は妹たちしかいないわ）

　嬉しい時、楽しい時に限って、自分の孤独を思い知る気がする。

　一瞬感じた寂しさを振り切り、クローディアは覚悟を決めて扉を見た。

「参りましょう」

「ああ」

　レオンハルトは明かりを前に、扉に手を掛ける。

　扉がギィ……と軋んだ音を立てて内側に開き、クローディアは緊張する。

「少し待ってくれ。危険がないか確認する」

　彼はそう言って、先に明かりで内部を照らし、光で鳥を作りだすと、罠が作動しないか扉の奥に飛ばす。

「さらに奥に進むようだな」

　レオンハルトは光の鳥が飛んでいった暗い通路の奥を睨み、片手でクローディアを庇いながら慎重に進み始めた。

「……おかしい。城の奥だというのに、瘴気を感じる。ディア、俺から離れるな」

「はい！　いざとなったら私も戦います！」

　二人は緊張しながら奥へ向かって歩を進めていく。

（確かに空気が違う）

　扉の中に足を踏み入れた瞬間、周囲の温度が数度下がったような気がした。

　今まではただの城の地下という感じだったのに、空気がどこか禍々しい。

　レオンハルトが作った光は前方数メートルの場所を漂い、鳥はさらに奥を飛んでいる。

　──と。

「引っ掛かった！」

　闇の奥で光の鳥がパンッと音を立てて消えた途端、レオンハルトが手に光の剣を作りだした。

「魔獣がくる！　ディアはそこで待っていろ！」

「私も戦います！」

　レオンハルトは剣を手に、奥に向かって走っていく。

（エイルヴェルの崖では足手まといになってしまった。冷静になれば仮面の力を操れるはず。大丈夫！）

　クローディアは自分に言い聞かせ、目を閉じて集中した。

　一瞬マルガレーテの哄笑が脳裏に蘇り、ズキンと胸が痛む。

　だが首を横に振り、心の中でこだまする彼女の笑い声を振り払った。

（私は女王よ！　この城で起こった事には、私に責任がある。万が一にもレオ様に怪我をさせてはいけない！）

　真剣な思いを宿した時、レオンハルトが怪我をする姿を想像をして、チリッとうなじに何かが走った。

　──絶対に駄目！

　カッと目を見開いた瞬間、クローディアの顔は鉄仮面に包まれ、体も甲冑に覆われていた。

（この狭い通路で使える武器は……）

　戦闘の知識が浅いクローディアが何か考えるより前に、彼女の両手に弓矢が現れていた。

　前方からは複数の魔獣のうなり声が聞こえ、レオンハルトが声を上げて敵に切り掛かっている。

　闇の魔術によって作られた魔獣なのか、それらは光の剣に触れると、ギャンッと悲鳴を上げて空気に溶けるように消えていった。

（倒すのは簡単。でも、敵が多すぎる！）

　気を引き締めたクローディアは、仮面の力を信じて矢をつがえた。

「レオ様！　後ろから弓矢で援護します！」

「無理するな！」

　彼は前を向いたまま返事をする。

　狭い通路の中、レオンハルトは剣を振りかぶってはなぎ払い、または突き、敵の攻撃を躱して次の一撃を繰りだしている。

　クローディアは生身ではまず引けない強弓をたやすく引き、前方の魔獣目がけてパッと矢を放つ。

　闇の中で炎が駆け抜け、次の瞬間には魔獣の額に炎を纏った矢が命中していた。

「お見事！」

　前方を向いたまま、レオンハルトが言う。

「ありがとうございます！　次、いきます！」

　矢は際限なく現れるので、尽きる心配はない。

　そのまま二人は、魔獣を撃退しながらジリジリと前方に進んでいった。

「おかしくないですか？　こんな狭い所なのに、魔獣が無限に湧いてきます！」

「こいつらは本物の魔獣ではない。魔術で作られた魔獣らしき存在だ。どこかにこいつらを作っている魔法陣か魔術具があるはずだ！」

「はい！」

　クローディアが放った矢は、百発百中で、どんな方向に射っても魔獣の急所に当たる。

（こればかりは仮面に感謝だわ。素人の私だったら、絶対にレオ様に当ててしまっていた）

　さすが英雄王が軍神から賜った、王権の力と言うべきなのだろう。

　そんな事を思いながら矢を射続けていると──。

「突き当たりに扉がある！　開くかどうか確認するから、援護してくれるか!?」

「はい！」

　レオンハルトが言った通り、突き当たりにうっすらと扉が見えた。

「また魔法で施錠されているでしょうか？」

「多分違うと思う！　魔獣もどきはあの扉をすり抜けて、奥からやってきている。扉が封印されていたなら、術と術の波動が合わない限り、簡単にすり抜けられないと思う」

「確かに！」

　クローディアはバンッと矢を放ち、すぐに次をつがえる。

「突撃するぞ。頼む！」

「はいっ」

　レオンハルトの光の剣が大きくなったあと、彼は肺腑から声をだして魔獣の群れに突っ込んでいった。

　今までは目の前の敵を一匹ずつ確実に仕留める動きだったが、今はとにかく前に進む事を前提にして、攻撃が荒くなっている。

　勿論、取り逃した魔獣もいて、クローディアはそれを後ろから確実に仕留めていった。

（レオ様を傷つける者は許さない！）

　彼女はエメラルドグリーンの目に真剣な光を宿し、敵を見据えて息の根を止めていく。

　幸いだったのは、エイルヴェルで遭遇した魔獣は生身だったが、今は魔術で作られた存在だから罪悪感がない事だ。

　クローディアはレオンハルトの横をすり抜けた魔獣もどきを、次々に倒していく。

　時折、至近距離まで敵が迫る事もあり、その時は一瞬にして弓矢から槍に武器を変え、鋭いひと突きを入れる。

「はっ！」

　槍を投げたかと思うと、次の瞬間にはまた弓矢を握り、新たな敵に向かって射る。

　その間、前方では熾烈な戦いが行われ、レオンハルトの咆哮が聞こえる。

　彼の剣から放たれる眩い光が乱舞したかと思うと、奥に溜まっていた魔獣たちが一掃された。

「開け!!」

　最奥でレオンハルトが叫んだかと思うと、バンッと扉の取っ手が破壊され、中に彼が入っていった。

「レオ様！　どうですか!?」

　クローディアは残る魔獣に矢を射りながら、大きな声で尋ねる。

　やがて──。

　パンッと何かが破裂、または破壊される音がしたかと思うと、魔獣もどきたちの姿がフッと消えた。

「え……」

　呆気にとられたクローディアは、矢をつがえたまま動きを止める。

　すると奥からレオンハルトが現れて手を振った。

「ディア、もう大丈夫だ。ありがとう」

「はい！　良かったぁ！」

　クローディアは笑顔で返事をし、シュンッと鉄仮面と甲冑を消す。

　レオンハルトは部屋の奥に明かりを放ち、さらに光の鳥を飛ばして危険がないか確かめたあと、こちらを向いて微笑んだ。

「おいで」

「はい！」

　小走りにレオンハルトのもとまで行くと、彼は明かりを室内の天井近くまで飛ばした。

「ここは……」

　クローディアは室内を見回し、声を漏らす。

　城の地下深く、魔術で守られていた部屋は、誰かの隠れ家のようだった。

　入ってすぐに古びた、だが上質なソファセットがあり、その奥には書き物机がある。

　壁際は一面本棚になっていて、隣室は寝床になっているようだ。

「誰かがここで過ごしていたのかしら」

　近くにある本の背表紙を読むと、外国語の物もあるし、とても古い言葉の物もある。

　魔術に関する本がほとんどらしく、床に魔法陣が描かれているのを見ると、研究所と言っていいようだった。

「……のようだな」

　寝室の奥にある部屋を確認したレオンハルトが頷く。

　どうやらバスルームや洗面所もあるらしい。

「開くのに王族の魔力を必要とする以上、王族の関係者がここを封印したと考えていいだろう」

「さっきの魔獣もどきは？」

「あの扉の封印を解いたら、自動的に出現する罠だったのだと思う」

「トラップを通り抜けた今だからこそ思いますが、簡単に倒せるとはいえ、あの魔獣が上に行っていたら……と思うと、ゾッとします」

　クローディアは自分を抱き締め、背筋を震わせる。

「確かに。……だが、そこまでの悪意は感じなかった気がする。ただの推測だが、あの魔獣は無限階段までいったら消える仕組みだったのでは……、と思う。攻撃したらすぐ消滅したように、あの魔獣もどきを生み出した魔術は強いものではなかった。誰かの命を奪う目的なら〝本物〟を召喚すればいい。だが無限階段も魔獣もどきも、相手を諦めさせ、退却させる事が目的だったのでは……と感じた」

　二人とも室内にある本の背表紙を見て、この部屋のヒントを得ようとしている。

「確かにそうですね。あれだけの魔術トラップを仕掛けられる人なら、本物の魔獣を召喚できないはずがありません」

　二人はこの部屋の主が誰なのかを推測しながら会話をしていく。

　やがて──。

「ディア、これを見てみろ」

「はい？」

　声を掛けられてそちらを見ると、彼は魔術を使って隠し扉を見つけていた。

　本棚の一部になっていたそこはすでに開いていて、さらに奥に小部屋がある。

　レオンハルトは新しく明かりを作りだし、その中に放った。

　中は物置のようになっていて、壁際にも中央にも棚があり、雑多な物が置かれてある。

「この部屋の主が誰か分かる物があったぞ」

　そう言ってレオンハルトが手にしたのは、記憶球と呼ばれている丸い水晶玉だ。

　魔力を帯びる水晶──マジッククリスタルには、様々な形状や用途がある。

　その中でも記憶球と呼ばれているこれは、人の記憶を封じ込めておくために使われていた。

　大切な式典の様子を記憶球に記録させ、必要な時に映像として浮かび上がらせ、資料とするなどの使い方があるし、裁判でも証拠として使われる。

　魔力がある者なら誰でも扱え、一般的な記憶球なら魔力を流すだけで、封じられた映像を見る事ができる。

　例外として、余程大切な秘密が記憶されている場合は、合い言葉を唱えなければ映像が見られない。

「さて……」

　レオンハルトは自分の服で埃を被った記憶球を拭き、息をつく。

「鍵が掛かっているでしょうか？」

「どうだろうな？　魔力を込めてみる」

　二人とも移動して、ソファセットに並んで腰かけた。

　あれだけ厳重にこの部屋が守られていた事を思うと、当然この記憶球にも合い言葉が設けられていると思っていたのだが──。

　レオンハルトが魔力を込めた途端、フワッと記憶球が発光した。

「映るぞ」

　言ったあと、レオンハルトは映像がよく見えるように、魔法の明かりを消した。




　そのあと、二人の前にはこの部屋の主が残した記憶が映された──。








　第六章　千八百年前の真実









　人間が初めて神から力を受け取ったのは二千年前、ラガクード帝国が初めてだと言われている。

　アルファンティス王国が軍神より王権の力を授かったのは、千八百年前だ。

　帝国は王権の力で他国を統治する事に成功し、周辺国も王権の力を得てすぐ、他国の領土を奪おうとして熾烈な争いを始めていた。

　それとは別に、当時はまだ人型の高位魔族が地上にいて、魔獣も現在よりずっと人間に近い場所にいた。

　人間同士の戦争の他、魔族たちとも戦わなければならず、当時の人は死と隣り合わせの生活をしていた。

　当時のアルファンティス王国には若くして王位を継いだアーサーがいて、その弟チェスターは、類い希な能力を持った魔術士だった。

　だが当時求められていたのは、純然たる戦闘力だった。

　チェスターにどれだけ知識があり、国中の書物を覚えているほどの記憶力、難解な術式を組み合わせる技術があっても、戦場で一騎当千の戦いぶりを見せる兄の陰に隠れ、ほぼ話題にならずにいた。

　おまけにチェスターは病弱で、魔術の腕が凄くても戦地に立つ事は叶わなかった。

　いっぽうでアーサーは戦場で馬に跨がり、騎士たちを率いて戦っている。

　兄が凱旋すれば、国中が沸き立ち彼を英雄王と呼んだ。

　女性たちは黄色い声を上げ、城下町ではアーサーの姿絵が飛ぶように売れている。

　だがチェスターはといえば、城内で貴族たちとすれ違ったら会釈される程度で、民にはほぼ認識されていない。

　新聞記者が記事にするのはもっぱらアーサーの戦いぶりや、大恋愛をして結ばれた、王妃オーレリアとの仲睦まじい様子。

　またはオーレリアがどのようなファッションを好んでいるかなどだ。

　誰も王弟の事など話題にせず、具合が悪くなって床に臥せっている時などは、臣下であっても存在を忘れているほどだ。

　そんな弟が兄を羨み、嫉妬するのは当たり前の事だった。
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『戦場に行きたい？　馬鹿言ってんじゃないわよ』

　チェスターの前で溜め息をついたのは、燃えるような赤毛を長く伸ばした、美しい魔女だ。

　彼女──ダリアは、チェスターの個人的な知り合いだ。

　彼女はアルファンティス王国の守護魔女となった訳ではないが、この辺りを縄張りにしている事もあり、ちょくちょく城を訪れてはチェスターやアーサーと話をしていた。

　魔女との出会いは、チェスターの体調がいい時に遠駆けをした時だった。

　エイルヴェルという湖の畔に座り、景色を見ながらボーッと過ごし、時おり魔術の組み合わせ方などを研究していたら、ある時、興味を持ったダリアに声を掛けられた。

　お互い魔術に造詣が深い事もあり、気兼ねなく深い話ができた。

　その意味で、ダリアはチェスターの初めての友人と言ってもいいかもしれない。

　彼女は常にシンプルな濃紺のドレスを纏い、つばの広い大きな帽子を被っていた。

　ある日、箒に乗って空を飛んでいたダリアは、窓からチェスターの部屋に入ってきた。

　そして出された菓子をパクついて、彼の悩み相談にのっていたのだ。

　くせ毛の茶金髪を額の真ん中から分けているチェスターは、無意識に毛先を指でクルクルとねじりながら溜め息をつく。

　アーサーはまっすぐな毛質で輝くような金髪を持っていて、そんなところにも劣等感を抱いてしまう。

『だって、皆が求めているのは英雄だ。僕だって魔術を武器にすれば戦える。この間だって襲ってきた魔獣を撃退できた』

　彼はときどき単独行動で人気のないところまで馬を走らせ、臣下や騎士たちから『おやめください』と口を酸っぱくして言われていた。

　それでも、ただでさえ床に臥せる事が多いのに、どこへ行くにもお供つきなのは気が滅入る。

　だから調子のいい時は解放感に浸り、自由に行動してしまう事が多かった。

　その時に魔獣に襲われた事が何度かあったのだ。

『数匹だったから何とかできただけじゃない。自分の力を過信しすぎよ』

『無礼だぞ』

『無礼で結構。私はあんたの臣下じゃないわ。私は自由を愛する魔女。人間を観察し、時に気まぐれに口をだす存在よ。あんたこそ、私を臣下だと勘違いするんじゃないわよ』

　容赦なく言われ、チェスターはムッと押し黙る。

　そんな彼を見て、ダリアはドレスの中で脚を組み、大きな溜め息をつく。

『アーサーに対抗心を抱くのは分かるけど、もともと持っているものが違うの。あんたは兄ほど社交的じゃないし体も強くない。剣技にしても手に剣肉刺を作った事すらない。そもそも、兄弟であっても〝同じ〟にはならないの。自分とアーサーを比べるのはやめなさい』

　姉、もしくは母のように言われ、チェスターはムスッと黙り込んだままダリアを睨む。

　ちなみに彼の母は、兄弟を同じように愛したつもりではいるが、無意識にアーサーをひいきしてしまっていた。

　今は亡き父も、アーサーばかりに期待を寄せていた。

　チェスターに対しては、体調を崩す事が多かったからか『健康第一に、好きな事をして過ごしなさい』という方針を貫いていた。

　第三者的に見れば、自由を尊重してくれたと思うかもしれないが、兄への期待っぷりを知っている弟からすれば、見放されたと感じてもおかしくない。

『同じになんてなろうとしていない！　僕だってやればできるっていう事を、皆に教えてやりたいんだ！』

　ダリアは強張った表情で怒鳴るチェスターを見て、深く息をつく。

『あんたは確かに凄いわ。並みの人間以上の魔力を持っているし、知識もずば抜けてる。もしあんたが世に名を馳せる事があるなら、大魔術士と呼ばれるかもしれない』

　チェスターはダリアの言葉のあとに『もしあんたが長生きしたならね』という言葉を想像し、表情を歪ませる。

『結局は健康と体力だって言いたいんだろう？』

『卑屈になるのはやめなさい！　ないものをほしがっても仕方がないのよ。あんたがアーサーのような見た目になって、健康になったとしても、アーサーにはなれないの。自分にできる事を考えて、何をすれば幸せになれるかを考えなさい』

『僕の〝幸せ〟なんて言っても、たかが知れてるだろう！　こんな世の中で、いつ死ぬか分からない王弟になんて誰も嫁がない。オーレリアだって……！』

　そこまで言って、チェスターは悔しげに歯を食いしばる。

　オーレリアは美しい義姉だ。

　もとは侯爵令嬢で、幼い頃から父親について城に出入りし、兄弟と話していた。

　光に照らされるとキラキラと輝く美しい金髪の持ち主で、青い目は空を切り取ったかのようだ。性格は明朗快活で、見た目は守りたくなるような雰囲気なのに、物事をハッキリ言う性格をしている。

　非の打ち所がない女性で、彼女だけはアーサーと自分に差を付けず接してくれる人だと思っていた。

　だが──。

『……結局オーレリアだって、アーサーを選んだ。あいつは何でも持っている……』

　チェスターの緑色の目に嫉妬が宿る。

『人の心は変えられないのよ。あんたが失恋したのは可哀想だと思うけど、彼女の選択を恨むのは違うわ』

　次第にチェスターは、説教ばかりするダリアに苛立ちを覚えてきた。

『……お前だって僕に文句をつけてばかりじゃないか。アーサーを羨むな、自分のなすべき事をしろ。自分の身の丈に合う事に目を向けて高望みするな。……皆、アーサーの事ばかりだ。誰もがアーサーを讃える。アーサー！　アーサー！　アーサー！』

　最後は何度も兄の名前を繰り返し、チェスターは憤怒の表情で手近にあったクッションを床に叩きつけた。

　ダリアはそんな彼を、目を眇めて見ている。

『あんた、今の自分を鏡で見てみたら？　嫉妬に狂った醜い顔をしているわよ』

『うるさい！』

　チェスターは唾を飛ばして怒鳴る。

『あんたはいつもアーサーの事ばかりじゃない！　あんたがそうやって嫉妬して、誰かの気持ちが変わる？　あんたを好きになってくれる？　〝僕は病弱でアーサーの陰に隠れて可哀想なんです。悪いのはあいつなんです〟って言って、誰かが〝可哀想ですね。あなたを国王にしてオーレリアを王妃にして、国中の者から讃えられるようにします〟とでも言うと思っているの？　馬鹿じゃないの!?　他人を気にするより、もっと自分を良くしようと努力しなさいよ！』

『黙れ!!』

　チェスターはもう一つのクッションを、ダリア目がけて投げつける。

　だがクッションは魔女に届く事なく空中で止まり、ポスンと彼女の両手に受け止められた。

『あいつは病弱な僕を気遣うふりをして、〝戦場に出られない弱者〟として馬鹿にしているんだ！　あいつが僕に〝オーレリアと結婚する〟と言った時、どんな顔をしていたか知っているか？　わざと申し訳なさそうな顔をしやがって！　心の底では〝ざまみろ〟と思ってるくせに！　あいつは善人の仮面を被った卑怯者だ！』

　激昂したチェスターを、ダリアは冷めた目で見る。

『〝決まっている〟って何よ。直接アーサーに聞いた訳じゃないんでしょ？　勝手に人の気持ちを決めつけて、悪者にするんじゃないわよ。〝アーサーが悪者ならいい〟ってあんたが望んでるだけでしょ？　そうじゃないと自分のつらさを慰められないからよ。あんたこそ、自分の本音を誤魔化すのをやめなさいよ』

　ダリアに言われ、チェスターは屈辱と怒りで赤面した。

　だが立ち上がり、彼女に無理に笑いかけた。

『……なぁ、ダリア。僕たちは友達だろう？　お前、もうアーサーに関わるなよ。あいつと話すから、あいつの肩を持ってしまうんだよ。僕こそ真実を話している。僕が正しいんだ。あいつと関わっていると、僕みたいに真実を知る人から避けられるぞ？』

　ダリアは大きな溜め息をつき、立ちあがった。

　そして厳しい顔でチェスターを見て、スッと彼を指さした。

『あんたのした事を知っているわよ。アーサーへ匿名の脅迫状を何通も送ったわね？　オーレリアにも〝それ以上アーサーの側にいると不幸が降りかかる〟と、心配するふりをして彼の側を離れるように言った。それだけじゃない。臣下たちにもアーサーにとって不利になる事を、事実をねじ曲げてさも本当の事のように吹聴したわね』

　魔女の紫色の目が、ひたとチェスターを見据える。

『弱者の立場を利用して、姑息な事をして楽しい？　いつも一人で寂しそうだから声を掛けたし、あんたの境遇にも同情した。だから少しでも楽しく生きられるようにと思って、お節介してきたわ。……でも、もう無理。どれだけ誠実な言葉を重ねても、私の気持ちはあんたの腐った魂に届かない』

『…………っ、貴様……っ！』

　チェスターの表情が怒りに染まる。

　ダリアは真剣な眼差しで〝友人〟を見た。

『前から言おうと思っていたけれど、あんた、城の地下で妙な研究をしているわね？　ずっと良くない魔力を感じていたわ。今進めている研究に心を支配されれば、いずれ恐ろしい事が起こるわ。これは人生と魔術の先輩としての忠告よ』

『さあ……。何の事かな』

　だがチェスターは鬼気迫る表情で笑い、ギラギラとした目でダリアを見るだけだ。

　魔女は悲しげに〝友人〟を見てから、魔術で窓を開ける。

『後悔した時にはもう遅いのよ。助けてほしいって思っても、あんたの側には誰もいなくなっている』

『消えろ。ババア』

　ダリアは嘲りの言葉を悲しい表情で聞いたあと、窓の外に身を躍らせて箒に乗り、悠々と空を飛んでいった。

『……僕は間違えていない。僕を認めないあいつらが悪いんだ』

　呟いた彼の言葉は、誰の耳にも届かなかった。
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　その後、チェスターは城の地下で進めていた研究を完成させた。

　自身の筋力や戦闘力を上げる魔術でできた鎧ができ、彼はそれを纏って周囲が止めるのも聞かず戦場にでた。

　華々しい功績をだせると期待したが、彼は実戦に慣れていなかった。

　かつて自分を襲った数匹の魔獣とは比べものにならない大群、それも大型で凶暴な魔獣を前に、彼は怯え、逃亡した。

　戦場にでていたアーサーはそんな弟を守り、騎士たちを率いて押し寄せる魔獣の群れに打ち勝った。

　まだアルファンティス王国が王権の力を得る前の事だが、アーサーは英雄と言われるに相応しい力とカリスマ性を持っていたのだ。

　そんな彼の活躍に軍神が目を留めたのか、ある時、王国に〝神託〟がくだった。

　各国には神殿があり、君主や議会、軍部とはまた異なる権力を持っていた。

　神官や巫女は神の声を聞く能力を持ち、君主や議会に伝える役割を果たしている。

　アルファンティス王国にくだった神託は、軍神マーロからのもので、アーサーの戦いぶりに感服し、力を貸すという内容だった。

　王権の力は、鉄仮面を含む甲冑に宿る事となった。

　神託がくだった直後、神殿には甲冑一式が突如として現れた。

　アーサーの体にあつらえたようなそれは、彼以外の者が身につけようとすると、失神してしまうようになっていた。

　改めてその甲冑をアーサーに授ける式典が開かれる事になり、その日まで甲冑は厳重に保管される事となる。

　その間、アーサーは臣下たちと話し合っていた。

『甲冑を賜ったものの、常に身につけて生活する事はできない。なんとかできないだろうか』

　アーサーは暖炉の前で、信頼する臣下や騎士団長など、気の置ける者たちと杯を交わし、話し合っている。

　その様子を、チェスターが物陰からこっそり見ていた。

『帝国の王権の力は指輪に宿ったと聞きます。指輪ならば普段身につけるのに問題ないのですけれどね。軍神ですから、賜るのが甲冑となるのは仕方がない事なのでしょう。しかし陛下が仰る通り、常時あの甲冑を身につけてお過ごしになられるのは不便です。かといって甲冑を別室に保管したままでは、いつ賊に狙われるか分からず不安になります……』

　彼らの話を聞いて、チェスターは勝機だと思った。

『陛下』

　声をだし姿を現すと、広間にいた者たちが一斉に彼を見る。

『チェスター、その後、調子はどうだ？』

　アーサーはすぐ立ち上がり、戦場で傷を負ったと言った弟を気遣う。

　もっとも、弟はかすり傷すら負わず、臆病風に吹かれただけなのだが。




　アーサーはまっすぐで清らかな心の持ち主だった。

　体の弱いチェスターを慈しみ、周囲が忠告しても決して弟を疑わなかった。

　父亡き今、彼にとってチェスターと母だけが遺された肉親だ。

　戦地に向かう頻度が高いからこそ、妻にはできるだけ心配をかけないようにしていた。

　弟がオーレリアを想っていた事は知っていたが、それで兄弟仲も、夫婦仲も悪くしたくないと願い、彼は必死に明るく振る舞っていた。




　──のを、チェスターは知らない。

『陛下、今話されていた甲冑を少し見せて頂けませんか？　僕は魔術の知識だけは誰にも負けない自信があります』

　申しでてみると、アーサーはパッと表情を輝かせた。

『確かにそうだな！　魔女に相談してみようかと思っていたが、こんなところに凄腕の魔術士がいた！　ぜひ甲冑を見てほしい。そして常に王権の力を身に纏えないか、一緒に考えてほしい』

『仰せのままに、陛下』

　チェスターはうやうやしく礼をしながら、ひとまず真面目に甲冑をどうにかしようと考え始めた。

　自分の実力を示すならここだ。

　そしてアーサーや周囲の者に自分を認めさせる。

　その上で、誰にも気づかれないやり方で、王権の力に呪いを掛けてやろうと思っていた。

　憎たらしいアーサーは、皆にちやほやされるだけに留まらず、とうとう神にも認められた。嫉妬のあまり、気がおかしくなりそうだ。

（兄貴、心からの〝贈り物〟をするぞ）

　表向きは、兄の願いを叶える。

　物質を一時的に小さくさせる術式などは習得しているし、特定の人物の魔力に応じて、自由自在に扱わせる事も可能だろう。

　実力を示し国王の願いを叶えれば、誰もがチェスターを認めるに決まっている。

　いっぽうで甲冑に潜ませた呪いは、着実に兄を蝕んでいくはずだ。

　神が作った甲冑そのものを変化させる事はできなくても、それに何らかの力を加える事はできる。

（のんきな英雄王おまえは僕の憎しみを知らないだろう。お前がいい奴であればあるほど、僕の憎しみは深くなっていくんだ。いっその事、英雄的な強さはあっても、性格は最悪であってくれれば良かったのに。そうであれば僕はお前を見下せていた。……だがそうさせなかったのはお前のせいだぞ。どこから見ても善人ですという顔をしているから、僕はお前を憎むしかなかったんだ）

　顔ではニコニコしながら、チェスターは心の中でどす黒い毒を吐く。

『では、研究室に戻って、良い手段がないか探ります。明日にでも甲冑を見させて頂いたあと、結論がでましたら、すぐに着手していきましょう』

『任せたぞ！　チェスター！』

　アーサーは満面の笑顔で頷いたあと、その場にいる全員に『彼に拍手を！』と告げた。

　宰相に有力貴族に、議会の議長に元帥、騎士団長……。

　認められたくて堪らなかった人たちが、兄の一言でチェスターに拍手を送っている。

（くだらない）

　自分一人の時には決して愛想を振りまかなった者たちが、アーサーに一言いわれただけで拍手喝采だ。

（見てろ。お前らの大切な英雄王を、呪われた国王にしてやる）

　チェスターは拍手に応えながら、心の底で暗く笑った。





　　　＊＊






　その後、チェスターの研究は数か月をかけて成果を結んだ。

　甲冑が発する魔力と波長を合わせた魔石を仮面の額に埋め込む事により、アーサーの意志一つで甲冑を消したり出したりできるようになった。

　念じるだけで鉄仮面を着脱できるようになり、それと連動して甲冑の力も引き出せるようにした。これからのアルファンティス王国の君主たちも、かさばる甲冑に困る事はなくなるだろう。

　──という事にしておいた。

　本当は魔石がなくても、鉄仮面と甲冑には、持ち主の意志一つで自由自在に扱える魔術を組み込んだ。

　仮面の額につけた魔石は、人が持つ負の感情を神の力によって増幅させアーサーを破滅へ導くものだ。

　加えて、あの仮面を着ける者は、愛する者と口づけができない呪いも掛けておいた。

　完全に結ばれない呪いなら、アルファンティス王国はアーサーの代で終わってしまうだろう。

　自分がこの国の王子である事には誇りを持っているので、国そのものには恨みはないから、子供ができない呪いは掛けない。

　だがキスができない呪い程度なら、何ら問題がないだろう。

　今までアーサーとオーレリアは、隠れて色んな場所でキスをしていた。

　静かな場所で本を読むのが好きだったチェスターは、図らずもその現場を何度も目撃してしまったのだ。

　だから、あの二人が二度とキスできない呪いを生み出した。

　今後、二人の子孫までキスをできなくても、負の感情に呑まれて破滅しても、彼は何とも思わない。

　今はただ、善良な英雄王が数十年後には完全に堕ち、暴君になっている姿を想像するのが楽しみで仕方がなかった。




　偉業を成し遂げたチェスターは、一躍人気者となっていた。

　どこへ行っても皆が彼に好意的な表情を見せ、気さくに挨拶してくる。

　距離をとられていたように感じていたオーレリアも、以前のように話しかけてきて、お茶に誘ってくるようになった。

　アーサーが戦地へ赴いている間、チェスターは美しい王妃とお茶を飲んでいた。

　だが人から好意の目を向けられて、得意になっていたのも最初のうちだった。

　元から社交的ではないチェスターは大勢に囲まれるのが苦手で、話しかけられても理由をつけてその場から立ち去るようになった。

　気がつけばもとのように孤独を愛し、お付きの者の目を盗んで一人馬を走らせる生活に戻っていた。

　そしてもう一つ、彼にはやらなければならない事があった──。

　チェスターは〝炎髪の魔女〟ダリアが現れるのを待ちぶせるように、一人で気ままに行動する。

　やがて釣り餌に掛かったかのように、箒に乗ったダリアが姿を現した。

　場所は出会った時と同じくエイルヴェル湖だ。

『久しぶりね。あんたの活躍は私のところにまで聞こえてきたわ』

　地獄耳の魔女の事だから、それぐらいは当然知っているだろう。

　彼女はフワッと地面に下り、箒を消す。

　そして紫色の目でチェスターを見つめてきた。

（間違いない。こいつは僕があの鎧に何をしたのか知っている）

　雰囲気だけで確信したチェスターは、一世一代の演技をする。

『……っ、ダリア、許してくれ……っ』

『え……？』

　いきなり彼が涙を流し始めたものだから、さすがの魔女も驚いている。

『僕は大馬鹿者だった。ダリアが忠告してくれた事も無視して、自分の望みを叶えようとしていた……っ』

　三十歳近くになる男が、恥も外聞もなく涙を流し、鼻を啜る。

　その姿を見て、ダリアは言おうとしていた言葉を一旦引っ込めたようだった。

『ひとまず泣き止みなさいよ。挽回したいなら一緒に考えてあげるから』

　ダリアはチェスターの前に立ち、彼の肩をポンポンと叩く。

『ありがとう……っ。やっぱり君は僕のたった一人の友達だ』

　涙ぐみながら笑いかけられ、ダリアは『仕方がないわね』と苦笑する。

　しばらく泣いたあと、チェスターはポケットからペンダントを取りだした。

　大粒のルビーでできたそれは、太陽の光を浴びて眩く輝く。

『君のために作らせたんだ。仲直りの印につけてくれないか？』

『そんなの、いいのに……』

　呆れたように笑いながらも、ダリアは嬉しそうだ。

『つけてあげる。後ろを向いて』

『ありがとね』

　魔女はチェスターに背中を見せ、豊かな赤毛を纏めると胸の前に垂らす。

　彼はダリアのほっそりとした白い首にチェーンをまわし、ペンダントをつける。

　そのあと──。

『この者の力を封じ、理性なき獣にせよ！』

『な……っ！』

　チェスターはルビーに手を当てて呪文を唱え、パッとダリアから距離をとった。

『何をしたの!?　……っ、この力は神の……っ！　────あぁ……っ、あっっぁああああぁあああぁああアアアアアアアア……！』

　ダリアは苦悶の表情を浮かべ、両手でガリガリと喉元を引っ掻く。

　やがて苦しむ声は、獣のような咆哮へと変わっていった。

『あははははは！　ずっとお前が邪魔だったんだ！　そのペンダントの宝石に、甲冑のヘルムについていた赤い房飾りを一本入れた。たった一本でも神の力は凄いだろう！　それに僕の呪いが混じったとっておきだ！　お前は警戒心が強いから、呪文を唱えるまでは魔力探知にも引っ掛からないようにしておいた！　ざまぁみろ！』

　チェスターは哄笑していたが、激しく咳き込んだかと思うと、ゴボッと大量の血を吐いた。

　そして凄絶な笑みを浮かべる。

『僕はもう長くない。邪魔者はすべて消してやる！　アーサーは数十年をかけて狂気に支配されていくだろう。オーレリアも子供も、慕っていた臣下も民も、皆あいつに失望する！　そして僕の計画を邪魔しそうなお前は、こうだ！』

　苦しむダリアは、魔力を制御できず、赤毛を本物の炎に変えて燃え立たせていた。

　肌には血管が浮き、白目を剥いて涎を垂らし、完全に我を失っている。

　そして獣のように叫んだあと、燃えさかる箒に乗って空を飛び、周囲に火の玉を降らせ始めた。

『皆死ね。僕に優しくない世界など、滅んでしまえ』

　チェスターは口元や胸元を血まみれにしながら、最後の最後まで自分に関わるすべての人と世界を憎んだ。

　自分がやったとバレるような真似はしない。

　だがこの国の国王が不幸になる呪いは、アルファンティス王国の歴史に暗い影を落としていくだろう。

『あぁ……、嬉しい。僕だけが不幸じゃないんだ』




　彼はそう呟いて、燃えさかるエイルヴェルを見てうっすらと笑った。








　第七章　呪いを解くために彼がとった行動は××でした









「……なんて事だ……」

　記憶球が映したチェスターの思念が消え、レオンハルトとクローディアの前には、またもとの地下室が戻る。

　クローディアはあまりの悪意を目の当たりにして、具合を悪くしている。

「大丈夫か？　ディア」

「……はい。自分には考えつかない思考なので、驚いてしまって……」

　レオンハルトは、冷や汗を浮かべる彼女の背をそっとさする。

　落ち着いたあと、クローディアは溜め息混じりに言う。

「……〝炎髪の魔女〟は、本当は良い魔女だったのですね」

「ああ。だから君はもう赤毛の事で悩まなくていい。生まれ持ったその色を誇っていいんだ」

　彼に力強く励まされ、クローディアは涙混じりに頷いた。

　今の時代には生きていない、遠い昔の人物だったが、やはり悪く言われるのは嫌だったし、知らない相手とはいえダリアの汚名が返上されて良かったと安堵した。

　しばらく彼女は長年のしこりだった〝炎髪の魔女〟の事を考えていたが、ふぅ……と溜め息をつく。

「……私たちがキスできなかったのは、チェスターの呪いだった……」

「……いい迷惑だな」

　クローディアの呟きに、レオンハルトは眉間に皺を寄せてボソッと呟く。

　彼女は気を取り直し、チェスターについて考えてみた。

「チェスターはなぜ心の闇に呑まれてしまったのでしょうね。生まれつき体が弱くて、何をするにもままならずに苛立った気持ちは分かります。……ですが人気者の兄に嫉妬したとしても、限度があると思うのですが」

　チェスターの執念が実を結んだ魔石は、クローディアにも悪影響を及ぼしている。

　彼が兄を憎んだから、アーサーは鉄仮面の呪いによって非業の死を遂げた。

　そのあとの代々のアルファンティス王国の君主たちも、同じ運命を辿った。

　このまま何も対策しなければ、クローディアも彼の怨念により短命に終わってしまう。

「疑問に思うのは当然だが、君の価値観だけで考えても永遠に答えに辿り着かないだろう。君は平和主義者だし、つらい思いをしてでも和を大切にするだろう？」

「……はい」

　つい我慢してしまう性格は当たっているので、彼女は頷く。

「だが世の中には、想像できないぐらい邪悪な者がいる。または己の身に起こった不幸を他者のせいにしなければ自分の心を守れない者もいる。ディアがどれだけチェスターを理解したいと思っても、根本的な考え方が違うから理解するのは無理だろう」

　それも一理あると思い、クローディアは息をつく。

「……それにしても、どうすればいいのでしょうね。仮面についている魔石が原因だと分かっても……。んっ」

　件の魔石を何とかしようと、クローディアは鉄仮面のみをだす。

　そして両手で額を探り、爪でカリカリと魔石を引っ掻いた。

「どれ。俺がやってみてもいいか？」

「お願いします」

　クローディアは無表情の鉄仮面をつけた顔を、彼に向ける。

（……恥ずかしいいいい……）

　鉄仮面の下で真っ赤になっているのだが、今は問題を解決するほうが先だ。

「少し力を込める」

「はい」

　レオンハルトはクローディアの後頭部を支え、手で魔石を掴んでグッと引っ張ったり、細かく揺さぶったりしてみる。

（うう、ううう……）

　仮面はクローディアの顔の一部のようにフィットしているので、まるで額に大きな出来物でもできて、それを引っ張られているような感覚だ。

　なのにまったく苦しくないのは、さすが王権の鉄仮面といえる。

「駄目だな。力任せにしてどうかなる物ではない」

　レオンハルトは溜め息をつき、少し乱れたクローディアの髪の毛を撫でる。

（……頭撫でられちゃった……）

　仮面の中で、クローディアはニヘラ、と笑う。

　が、すぐに表情を引き締め、次の案を考えた。

「壁に頭を打ち付けてみてはどうでしょうか？」

「いや、やめるんだ」

　クローディアの発案に、レオンハルトは目を剥いて驚き、必死に首を横に振る。

「……そうですね。仮面や甲冑が主を守っているなら、壁が粉砕されそうですよね」

「いや、俺は君の心配をしたんだが」

「す、すみません……」

　仮面の力である程度の事は平気だという慣れができたからか、普通の女性なら口にしない事を言ってしまったと、今になって気づく。

（恥ずかしい……）

　クローディアは鉄仮面を両手で覆って恥じらっていたが、レオンハルトが「そうだ」と言ったので顔を上げた。

「何も物理的に考える必要はない。俺が魔術で何とかしてみせる」

「確かに！　お願いしてもいいですか？」

「ああ、やってみる」

　レオンハルトは立ちあがると、クローディアに向かい合うようにテーブルの上に座る。

　それから目を閉じて意識を集中させ、両手を彼女に向けた。

　クローディアも術式を受ける側として、凪いだ気持ちでいたほうがいいと思い、目を閉じて気持ちを落ち着かせる。

　やがてレオンハルトが呪文を唱え始めた。

　薄目を開けると目の前に魔法陣が展開されている。

（お願い、うまくいって）

　心の中で祈り、クローディアはまた目を閉じた。

　しばらくレオンハルトは呪文を唱え、探るように術式を重ねては仮面の魔石を外せないか試みていた。

「……駄目だ」

　だが呟いたあと、大きな溜め息をつく。

　クローディアが恐る恐る目を開けると、彼は顔にびっしりと汗を浮かべて呼吸を荒らげていた。

「だ、大丈夫ですか？」

　焦った彼女は、慌ててポケットからハンカチをだして彼の顔を拭う。

　レオンハルトは礼を言ったあと、汗で濡れた前髪を掻き上げて言った。

「神の力を組み込んでいて、ちょっとやそっとでは外せないようになっている。いや、それだけなら慎重にやっていけばいいだけなんだが、術者の感情がこもっていて、それをどうにかしなければ根本的に解除できない」

「チェスターの感情……？」

　クローディアは仮面を消し、目を瞬かせて記憶球で見た彼を思いだす。

　分かり合えそうもない彼の気持ちを、理解しなければならないという事だろうか？

　レオンハルトはまた息をついたあと、地下室の中を見回す。

「この部屋自体にも魔術が掛かっているが、強い怨念に似た感情が窺える。……それに加えて、劣等感や寂しさもあるな。これをどう解き解していくかだが……。故人の感情をどうやって……」

　しばらく二人で考え込んでいたが、不意にクローディアはハッとして言った。

「認めてもらいたいっていう思いも、あるのではないでしょうか？」

「あってもおかしくない。誰だってそうだろうが、自己肯定感が高ければ誰かを恨んだりしないだろう」

　言ったあと、レオンハルトは提案した。

「記憶球があった部屋で、別の手がかりがないか探してみよう」

「そうですね」

　二人は立ち上がり、先ほどの部屋に向かう。

　レオンハルトが放った光のもと、二人は手分けしてチェスターの遺品を探った。

（難しそうな魔術書がほとんどだわ。私物と言える物はあまり……）

　クローディアは埃を被った本を本棚からだしては、奥を覗き込む。

　記憶球が置かれてあった付近には、他にも魔術具らしき物があった。

　だがクローディアには何が何だか分からない。

　レオンハルトが反応しないという事は、目的の物ではないのだろう。

「……やっぱり魔術で隠されているとか？」

　呟いてみると、レオンハルトが捜し物をしていた手を止め「ふむ」と頷いた。

「そうだな。変に視覚に頼ろうとするから、惑わされてしまう。君にはいつも気づかされるよ」

　微笑みかけられ、クローディアは赤面してフルフルと首を横に振った。

　レオンハルトは部屋の中央に立ち、また呪文を唱えて両手を前に突きだした。

　彼の手の前に魔法陣が浮かび上がり、最初にこの地下室を探し当てた時のように、周囲に向けて光の波を揺らがせている。

「この部屋全体が魔術を帯びているから、反応が強いな」

　呟いたレオンハルトは、「少し集中してやってみる」と言って、魔法陣の光で部屋中をじっくり探し始めた。

「君の角度から見て、光が違う反応を示しているところがあったら、教えてくれ」

「はい！」

　手伝えるのが嬉しく、クローディアは意気込んで頷く。

　レオンハルトはゆっくり部屋の中を歩き、彼女も集中して魔法陣の光の変化を見定めようとする。

　やがて──。

「……ん？」

　クローディアが首を捻る。

「どうかしたか？」

「そこ、レオ様、一歩下がってくださいますか？」

「ああ」

　言われた通り、レオンハルトは一歩進んだ足を元に戻す。

「しゃがんでください」

　クローディアもしゃがみ込み、床に近い場所での反応をよく見ようとする。

「どうだ？」

　レオンハルトの視点からでは、左右や上、前方なら比較的分かりやすいが、真下は見づらかったらしい。

　目をこらして光の変化を見ていたクローディアは、静かに興奮して頷いた。

「その下辺りに反応があります。とても強いとは言いがたいのですが、他の所とは違います」

「分かった。ありがとう」

　レオンハルトは探索の魔法陣を消し、今度は先ほどの錠前を開ける魔法陣と似たものを錬成した。

「……開け」

　彼は緻密な魔術を頻繁に繰り返し、顔に汗を浮かべていた。

（あとでゆっくり休んで頂かないと）

　クローディアは彼の顔を見てそう思ったあと、今は目の前の問題を解決すべきと、床を凝視する。

　しばらくレオンハルトは、細かなパズルを組み合わせるような感覚で、精神を集中させていた。

　やがてゴトッと鈍い音を立てて石造りの床の一部が沈み、横にスライドしていった。

「やったぁ！」

　クローディアは歓声を上げ、ピョンピョン跳ねる。

「ディア」

　彼もホッとした表情で笑い、悪戯っぽく言った。

「今している事は結婚のためだから、自分のためでもある。……でもあとから、ディアから褒美をほしいな」

「ご褒美？」

　キョトンと目を瞬かせると、レオンハルトは耳元に顔を寄せて囁いてきた。

「君の愛で、俺を癒やしてほしい」

「…………っ」

　ボボッと赤面したクローディアは、目をまん丸にして彼を見つめる。

　するとレオンハルトはクスクス笑って、彼女の頭をポンポンと叩いた。

「よし、先に解決してしまうぞ」

「……っ、はい！」

　二人はまたしゃがみ、床下を覗き込む。

「……何かあるな」

　レオンハルトは手を伸ばし、床下から慎重に木箱を取りだした。

　彼は静かに木箱を床の上に置き、蓋を開ける。

「……これは……」

　クローディアは目を見開く。

　それほど大きくない木箱の中には、明らかに女性の物とおぼしき小物が入っていた。

　ハンカチやリボン、カメオのブローチなど、こまごまとした物だ。

「……悪いが、想いを読み取らせてもらう」

　レオンハルトは呟いたあと、手をかざして呪文を唱えた。

　その途端、小物がほんのりと淡く光り、遠くから人の声が響いてきた。

【チェスター様、今日は暑いですね。まぁ、そんなに汗を掻かれて。ハンカチをどうぞ。いつも研究お疲れ様です】

　軽やかな女性の声は、オーレリアのものだろうか。

【君は目と髪の色が薄いから、儚い色合いが似合うんだろうな。そのリボンもとてもよく似合っている】

【まぁ、ありがとうございます。ふふ、褒めても何もでませんよ？　このリボンは以前に城下町に行った時に、アーサー様が買ってくださったのです。とても楽しかったのでチェスター様もご一緒できれば良かったのですが、熱をおだしになられていて……。あの時、お土産に買ってきたお菓子は美味しかったですか？】

　そんな状況なら、チェスターが一緒に行けなかった事を悔やんでも仕方がない。

「……彼はオーレリア妃のリボンをとってしまったのでしょうか？」

「だろうな。一緒に行けなかった悲しさがあっただろうし、アーサーからもらったと聞かされれば、悔しさは倍以上になる」

　クローディアから見れば、子供っぽい感情と思えてしまう。

　だが常日頃体調が悪く、好きな女性とライバルが出かけるのを、指を咥えて見守っていなければならないなら、そういう気持ちになって当然だ。

「……後日、体調が良くなってから、一緒に行く選択はできなかったのでしょうか」

「彼はプライドが高かったのだと思う。自分を良く見せようと思って本音を言えない人は、意地を張り続けてしまう」

「そうですね……」

　小物から聞こえる思念は、しばらくポヤポヤと不明瞭な音となっていたが、次の声が聞こえる。

【どうしてですか？　せっかくくださったブローチなのに……】

【アーサーからもカメオのブローチをもらったなら、そっちをつければいいだろう！　これは返せ！】

【アーサー様から頂いた物は、このブローチとは違う物です。意匠も異なります。それにこれは、チェスター様が私のために選んでくださった物です】

【うるさい！】

　そのやり取りを聞いて、クローディアは居たたまれなくなってしまった。

　──この人はまるで子供だわ。

　──愛される事を知らず、人をどうやって愛したらいいか分からないでいる。

　──そして劣等感から自信を持てず、周囲の人を信じられていない。

　──私だって……。

　あまりに彼が哀れで、気がつけば目の奥が熱くなり、涙が零れていた。

「……人生、うまくいかない事って沢山あります。私だって、自分のせいじゃないのに、髪のせいで心ない言葉を沢山掛けられました」

　床の上に座り込み、涙を流す彼女の肩を、レオンハルトはしっかり抱く。

「人に優しくしたいし、いつだって笑顔でいたいです。長女である事も手伝って、色んな人がずっと私に注目していました。だからどれだけつらくても、人から見られている限り、お父様や国のためにも笑顔の仮面を被らなければいけないと思っていました」

　レオンハルトは頷き、彼女の背中をさする。

「でも本音を言えば、嫌な事を言われたら泣きたかったし、『どうしてそんな事を言うの？』と尋ねたかった。誰かが私の側で、別の人の髪の色を褒めていたら、遠回しに私をけなしていると思い込んでしまう時もありました」

「分かるよ。つらかったよな」

　彼は気持ちを理解してくれ、指でクローディアの涙を拭う。

「……私も、一つ間違えたらチェスターのようになっていたでしょう。八歳の時にレオ様が私を導いてくださらなかったら、今頃私は、怨念の塊になっていたかもしれません」

　クローディアはレオンハルトの手を握り締め、自分の胸元に押し当てる。

「大げさな表現ではなく、私はレオ様に救われました。あの時あなたの言葉を聞いていなかったら、今の私はありません」

　目に涙を溜めたクローディアがレオンハルトを見つめると、彼は微笑んで抱き締めてきた。

「どれだけ言葉を掛けられても、改めるかどうかはその人自身の問題だ。俺はきっかけを与えたにすぎない。ディアは自分を誇っていいんだ」

「……っ、はい！」

　勇気をもらって頷き、クローディアは涙を拭う。

　そして彼女は魔石とチェスターに思いを馳せる。

「チェスターにも、レオ様のように温かな声を掛けてくれる人がいたら良かったのに。どれだけ自分に自信がなくても、劣等感ばかりでも、『この人だけは絶対自分を裏切らない』という人が一人いるだけで、気持ちが変わってくると思います」

　彼を思い、クローディアは小さく微笑んだ。

「チェスターは遠いご先祖様で、彼のせいで国王や女王たちが困ってきた訳ですが……。私、なんだか彼を憎めないです。仮面の暗黒面は、人間なら誰しも持つ一面を増幅したものです。純然たる善人などいませんし、チェスターを悪者にしてはいけない気がします」

「……確かに、俺も君には言えない黒々とした感情を持つ事がある。皇帝としてなら、非情な決断をくだす時もある。体調を崩した時は健康な者を羨む。……そうだな、彼を否定できない」

　話していた時、ピシッ……と、何かに亀裂が入るような音が聞こえた。

　クローディアは目を見開き、レオンハルトを見る。

「君も聞こえたか？」

「はい」

「仮面を出せるか？」

「はいっ」

　クローディアは返事をし、意識を集中させて鉄仮面を出す。

「ん……っ」

（あれ？）

　鉄仮面を出した時、感覚に違和感を覚えた。

「額の魔石に、小さくだがヒビが入っている……」

　クローディアの額を見たレオンハルトが呟いた。

「本当ですか!?　……それに、今仮面を出した時の感覚なんですが、ほんの少し今までと違っていたような感じがするんです」

「どんなふうに？」

「……うまく言えないのですが、以前は仮面や甲冑を出した時、意識が持っていかれそうな引力……というか、精神的な強さを感じました。気をしっかり持っていないと〝私〟という自我がなくなってしまうような、そんな力です。でも今出した時は、それが少し和らいでいたように感じられたのです」

　レオンハルトはしばらく、クローディアの額にある魔石を見ていたが、不意にこう言ってきた。

「俺は君と友達になりたい」

「えっ？」

　面食らったクローディアは、仮面の中で目を瞬かせる。

（友達……？　私はレオ様の婚約者で……）

　呆けているクローディアの反応を無視し、レオンハルトはさらに言う。

「君は素晴らしい。才能があるし、誰からも愛されるべき存在だ」

「えっ？　えっ？」

　照れている彼女の耳に、ピシッ……とさらにヒビが入る音が聞こえた。

（これって……！）

　目を見開くと、レオンハルトが頷いた。

　そしてクローディアを抱き上げたと思うと、悠々と歩いてベッドに向かう。

　そのままだと恥ずかしいので、彼女は一旦仮面を消した。

「えっ？　ちょっ……、レオ様!?」

　慌てているクローディアをよそに、レオンハルトは魔術でベッドを浄化した。

　綺麗なシーツの上に寝かされたかと思うと、彼がのし掛かってくる。

「君を愛してる。君は最高だ」

　青い目でクローディアを見つめたレオンハルトは、甘く囁いて彼女の額にキスをした。

「あ……っ、あの……っ？」

　クローディアは、あわわ……、と唇をわななかせて真っ赤になっている。

（レオ様の目的は分かりますが、これでは魔石が壊れる前に、私が羞恥心で死んでしまいます！）

　彼女の気持ちを知ってか知らずか、レオンハルトは妖艶に微笑んでドレス越しに太腿に触れてきた。

「君を愛してもいいか？　世界で最も大切な君がここにいる事を、この手で確かめたい」

「え……？　あ、は、はい……」

　目をまん丸にしたクローディアは、赤面したままコクコクと頷く。

　彼はただでさえ美形で色気がある。

　なのに意図的に妖艶な雰囲気を発しようとしているからか、過剰なまでの色香が漂い、ドキドキして堪らない。

　こちらを見て微笑む目も、心の底から愛しさが溢れていて、いつもの眼差しとは違う。

　クローディアに触れる手つきもドレスの上からなのに官能的で、まるで裸身に触れられている心地になった。

　レオンハルトは彼女を見つめたまま、頬に触れて、ツ……と指先だけで顔の輪郭を辿ってくる。

「ふ……、……う、……うぅ……っ」

　体を火照らせたクローディアは、首をすくめて横を向く。

「君に見られない俺など価値がない。ディア、俺を見て」

「アアアアアア……」

　照れに照れたクローディアは、か細い悲鳴を上げてレオンハルトを見る。

　だが恥ずかしすぎてすぐに両手で顔を覆い、指の隙間からこっそりのぞき見た。

「君の瞳は本当に美しい。宝石など比にならないぐらいだ」

　彼はまっすぐクローディアを見つめ、甘やかに笑ったあと額にキスをしてくる。

　そして彼女の胸元をパフンと包み、指に力を入れてじんわりと揉んできた。

「ぁ……」

　下着の中で、クローディアの乳首が微かに芯を持つ。

　いつもとは違うレオンハルトと、彼が醸しだす雰囲気に呑まれたクローディアは、背中のボタンを外されても抵抗しなかった。

　静かな地下室に衣擦れの音が響き、やがて彼女はドロワーズのみの姿となる。

　クローディアを気遣ってか、室内は薄暗いままだ。

　だが隣室からの光で、レオンハルトの熱を帯びた眼差しがしっかり分かる。

　彼はクローディアを見つめたまま、その体を見せつけるようにゆっくり服を脱いでいく。

（うう……、う……）

　シャツの間から鍛えられた厚い胸板が見え、シュル……という衣擦れの音がしたあと、思わず見惚れるほど美しい肉体が晒される。

　クローディアは無意識に彼の胸板から腹部へと視線を下ろし、腰骨から鼠径部に続くいやらしいラインを見て胸を高鳴らせた。

　おまけにトラウザーズの上からでも、屹立が芯を持っているのが分かった。

（あれが私の中に……）

　そう思っただけで全身が熱くなり、下腹の奥が甘く疼いた。

「美しい。やはり君は女神のようだ」

　レオンハルトのような素晴らしい人に褒められると、勿体なくて胸の奥がムズムズしてしまう。

　いつも〝炎髪の魔女〟と言われていた彼女は、稀に人に褒められても素直に受け入れる事ができなかった。

　だが当然、心の底には認められたい、褒められたいという願望がある。

　レオンハルトはそれを見透かし、無理のないようにクローディアの願いをすくい上げ、叶えてくれるたった一人の存在だ。

「……嬉しい……」

　クローディアは目に涙を溜め、恥じらいながら喜ぶ。

　今は仮面の魔石を破壊しなければならない時だと分かっていても、半裸になったレオンハルトに甘い言葉を囁かれ、気持ちが彼に奪われている。

　どんな事があっても、クローディアの人生の最も重要な部分を占めているのはレオンハルトだ。

「今だから言うが、もう二度と俺を捨てるなどと言わないでくれ」

　レオンハルトはクローディアの両手を包むように握り、寂しげな表情で哀願する。

「あ……」

　地下室の冒険で忘れていたが、一度は彼に別れを告げる手紙をだしてしまった。

　思いだしたクローディアは、決まり悪く黙り横を向く。

　レオンハルトそんな彼女の顎をそっと捉え、視線を合わせて言う。

「君は平穏ではない人生を歩んできた。だから自分に重くつらい運命を課してしまう。そのほうが楽だからだ」

　言い当てられ、クローディアは小さく頷く。

　レオンハルトはそんな彼女の頭を優しく撫で、痛みを堪えるように笑う。

「頼むからつらい事に慣れないでくれ。君はとても素晴らしい女性なのだから、『私はこれで十分なんです』と重荷を背負い、人から避けられる事を望まないでほしい」

　言われて、クローディアはハッとする。

　レオンハルトを見ると、彼は綺麗な青い目に涙を浮かばせていた。

「俺は君が大好きなんだ。愛してる。何年も前から君を妻にしたいと思い続けてきた。俺の大切な人を、君が否定しないでくれ」

「あ……」

　──私、なんて事を……。

　つらい思いをするのが自分ならいいやと、あえて茨の道を歩んだのは認める。

　だがレオンハルトがその姿を見てどう思うかまでは、想像できていなかった。

「『幸せになりたい』と望んでくれ。人としての幸福を求めていいんだ。好きな男がいたら愛されたいと願い、結婚したいと思うなら、俺を頼って最後まで足掻いてくれ」

　レオンハルトの頬に、涙が滴っていく。

　クローディアは後悔と共に、溜め息をつくほど美しい男性が泣いている様を見る。

「結婚するんだから、一蓮托生の運命だと思ってくれ。君が困っていたなら、俺も一緒に悩む。二人で考えて解決したい。それが夫婦になるという事だろ？」

「……っ、レオ、────さま……っ、……っ、ごめんなさい……っ！」

　クローディアはボロボロと涙を流し、彼を抱き締める。

「～～～～っ、私っ、『あなたのため』って思っていたのに、本当は自分の事しか考えていなかった……っ！　傷付くのが怖くて、幸せを望んで叶わない悲しさを味わいたくないから、最初から諦めてしまっていた……っ！　そのほうが、楽だから……っ」

『物分かりのいい人』と周囲に思われたいと願い、ずっと本心を押し殺してきた。

　何もしなくても怖れられ、嫌われるのなら、せめて何をされてもニコニコして、平和に過ごしていたいと望むようになった。

　いつしか、クローディアの願いは『嫌われたくない』という思いの底に沈んだ。

　周囲の人の顔色を伺って生きていくうちに、自分が何をしたいのかすら分からなくなっていった。

　──そんな中、レオ様と出会って「彼だけは欲しい」と思ったはずなのに。

「…………っ、私って、いつもこう……っ」

　歯を食いしばり涙を流す彼女の頬に、レオンハルトが口づける。

「分かってる。君は理由なく人に嫌われていた。傷付かないために、分厚い心の鎧を纏い続けてきたのだろう」

「…………っ、あぁ……っ」

　クローディアは深く嘆息する。

　王権の力だけでなく、自分自身も心に頑強な鎧を纏ってしまっていた。

「……こんな私、いい女王になどなれません……っ。誰に対しても本音で話せない女王が、民を愛し、敬い、守るなんて笑い話です……っ」

　グスグスと洟を啜って泣くクローディアを、レオンハルトは優しく見つめてくる。

「君はどうしたい？」

　今まで何度も問われたはずなのに、初めて彼の問いが心の底に届いた気持ちになった。

　クローディアはエメラルドグリーンの目に涙を溜め、きっぱりと言う。

「王権の力を手放し、あなたと結婚したいです！　そのために、この仮面の想いを解き放ちたい……っ」

　凜とした声で言ったあと、どこからか、またピシッ……と魔石にヒビが入る音が聞こえた。

　──言わなきゃ。

　──自分の願いを、ずっと封じていた本音を吐きだすの！

　自分を奮い立たせ、クローディアは涙で歪んだ声で続けた。

「生きたい！　あなたと結婚して、お爺ちゃんとお婆ちゃんになるまで長生きしたいです！　帝国の良き母となり、あなたの側で民を見守っていきたい！　お父様みたいに、まだしたい事が沢山あるのに、志半ばに死にたくないっ！」

　ピシッ、と、また音が聞こえる。

　彼女の希望を聞き、レオンハルトが嬉しそうに笑う。

「俺も君を愛したい。何より君が一番大事だ。君を絶対に死なせない。俺が守る！」

　二人は涙を流し、笑い合う。

　クローディアはレオンハルトの手を握り、自分のふくよかな胸元に押し当てた。

「残る人生、この心臓が刻む鼓動のすべてをあなたに捧げます」

　彼女の誓いの言葉を聞き、レオンハルトは嬉しそうに笑う。

　彼もまた、クローディアの胸の谷間にキスをし、彼女の手を自身の胸板に導いた。

「では俺も、この命と魂をすべて君に捧げよう」

　見つめ合った二人はとろけるように笑い、顔を近づける。

　目を閉じて──、神が許すギリギリの場所で、触れ合わない、けれど何より神聖なキスをした。

　レオンハルトの手がクローディアのずっしりとした胸の果実を揉み、その先端にある小さな尖りを指の腹で弄ぶ。

「……っあぁ……」

　クローディアは歓喜の籠もった吐息をつく。

　先ほどから、彼女が望みを口にし、幸せを得るたびに魔石にヒビが入っていく音がしている。

　チェスターがこの場にいる訳ではないが、彼の前で自分たちの思いの強さを証明している気持ちになっていた。

（あなたが本当は望んでいた事を、血族である私が叶え、幸せになります……！）

　クローディアは心の中でチェスターに訴え、レオンハルトの背中をかき抱く。

　彼はちゅ、ちゅ、と小さな音を立てて、クローディアの首筋からデコルテへと唇を這わせる。

　時々顔を上げた彼と見つめ合い、クローディアは幸せに微笑んだ。

　胸の先端にある桜色の突起を弄られ、舐められるたびに、下腹の奥にキュンッと切ない疼きが伝わる。

　クローディアは色っぽい吐息をつき、無意識に腰を揺らしながら、彼を受け入れるために脚を開いた。

「ディア、愛してる」

「私も心から愛しています」

　彼を想うだけで、愛しさがどんどん胸の奥から溢れてくる。

「愛している」の言葉では表しきれないほど、とても強い想いだ。

　いつも感じている愛情はゆったりとした大きな河の流れのようなのに、今ばかりは迸るほどの勢いでゴウゴウと荒れ狂っている。

　次から次に愛しさが募り、胸の内をキラキラとした感情で満たしていく。

　──これがすべて伝わればいいのに。

　クローディアはレオンハルトの頭を抱き締め、震える吐息をつきながら涙を流す。

　熱を持った彼の手が腰から腹部を辿り、ドロワーズの切れ目からあえかに生えた茂みを撫でて秘所に至る。

　そこはすでに熱くぬかるんでいて、愛する人に掻き混ぜられる時を待っていた。

「たっぷり濡れているな。いい子だ」

　妖艶に笑ったレオンハルトはチュッと彼女の頬に口づけ、指先で蜜口を揉んだあと、ゆっくりと中指を埋めていった。

「あ……っ、────ぁ、……は、……あ、……あぁ、あ…………」

　指を一本入れられただけで、クローディアはこの上もない悦びを得て吐息を震わせる。

　柔らかな膣肉が掻き混ぜられ、指の一閃でぐちゃりと淫猥に啼く。

「ふぅ……っ、う、……あぁ、あ……」

　無意識に目を閉じたクローディアは、刺激を与えられている場所に神経を集中させる。

　陰核の裏側あたりを静かに執拗に擦られ、どんどん悦楽が蓄積していく。

　彼の指が動くたび、静まりかえった室内にクチュクチュといやらしい水音が響いた。

　心臓は高鳴り、呼吸は速まっていく。

　荒くなっていく呼吸音が恥ずかしくて冷静になりたいのに、レオンハルトの指が理性をたやすく奪っていく。

「あんっ、──んっ」

　油断していたところ、乳首をカリッと甘噛みされ、高い声が漏れた。

　そのタイミングで、レオンハルトは親指で彼女の肉芽を押し潰してきた。

「ひぅっ、────うぅっ、うううぁああっ！」

　ジィンッとお腹の奥に淫悦が走り、それをやり過ごす前に優しい指使いでヌチュヌチュと淫芽を転がされた。

「はぁああ……っ、あぁ……っ、あー……、ぁ、あ……っ」

　優しい愛撫を受けて、小さな突起はすでにこれ以上なく勃ち上がっていた。

　レオンハルトの親指にいたぶられ、さやの中で肥大した肉真珠がクローディアに極上の快楽を伝えてくる。

　弱点を弄ばれて蜜壷の奥からは次から次に愛蜜が溢れ、レオンハルトの指を濡らしていく。

　同時に蜜洞を出入りする指の動きがスムーズになり、グッチュグッチュと憚らない淫音が立つようになった。

「ディア、もう一本指を増やすぞ」

「んっ、──あ、……あぁあ……っ」

　予告のあと、粘膜を引き伸ばして彼の指がもう一本侵入してくる。

　受け入れた直後は苦しいが、これからもっと気持ちよくなる事を彼女は知っている。

　レオンハルトは真っ白な乳房を舐め、チュッと音を立ててキスをする。

　ふんわりとした柔肉を甘噛みされ、クローディアは優しい痛みに膣を締めた。

　柔らかく熱い舌に乳首を舐められ、転がされる。

　思いきり乳首を吸われたかと思うと、んぽっと音を立てて解放され、痛いほど勃起した尖りを舌で弾かれる。

「はぁあっ、はぁっ、あぁっ、──あぁあ、んー……っ」

　クローディアは髪が乱れるのも構わず頭をいやいやと振り、後頭部をマットレスに押しつける。

　レオンハルトから快楽を教えられるたび、彼女の足がシーツの上で滑った。

「剥くぞ」

　熱の籠もった声で短く告げられた時は、何を言われたのか分からなかった。

　直接、彼の親指がぬるついた淫玉に触れてきて、頭より先に体が理解する。

「っあぁあああぁっ!!」

　親指の腹でヌチュヌチュと秘玉を撫でられ、クローディアは腰を思いきり反らして絶頂した。

「きついな……」

　二本の指で膣肉にギュウギュウと押し、レオンハルトは嬉しそうに笑う。

　クローディアが限界を迎えたタイミングで、彼は指をズボズボと前後させ、陰核の裏側を攻めたてる。

「はぁあああぁっ！　それ駄目えぇええぇっ！」

　予想していた以上の刺激を与えられ、クローディアはお腹を波打たせて絶頂した。

　小さな孔から愛潮を飛ばしてしまったが、構っていられる心の余裕はなかった。

「────はぁっ、……はぁっ、あ、──はぁっ、はぁっ……」

　レオンハルトが蜜壷から指を抜いたあと、クローディアは脚を開いた格好で荒くなった呼吸を繰り返した。

　彼はクローディアの腰を掴み、お尻がベッドの際にくるまで体を引きずる。

　そして彼女のドロワーズを脱がせた。

　クローディアはそうされても反応できず、目の前がチカチカするほどの絶頂の余韻に浸ったままだった。

　脚が開かれたかと思うと、秘唇近くを左右に引っ張られ、クパ……と蜜孔が開く音が聞こえる。

「…………あ…………？」

　ノロノロと頭をもたげて何が起こっているか確かめようとした時、敏感になった場所をねっとりと舐められた。

「っんぁあああぁっ！」

　濡れそぼった花弁を舐め上げられ、最後はさやから顔を出している淫玉を転がされる。

　とっさにクローディアは両手でレオンハルトの頭を押した。

「だ……っ、めっ、────やっ」

「駄目じゃない。気持ちいいなら『好い』と言え」

　彼はろれつの回っていないクローディアを見て悪辣に笑い、さらにピチャピチャと秘所を舐め始める。

「んんんンん……っ、あぁー……、あ、や、……はぁああ……っ」

　指とはまったく違う、柔らかく優しい感触に、クローディアは白いお尻を震わせる。

　物足りないほどなのに、ジワジワと悦楽がこみ上げてきて、指とは異なる気持ちよさに意識が酩酊していく。

　恥ずかしい場所に熱い吐息を掛けられ、時に彼の高い鼻先が淫玉をかする。

　ビクッと腰を跳ねさせ、息を吸う。踏ん張りたいのに足が宙を泳いでいるので、結局レオンハルトの背中に足をつけてしまう。

　羞恥のあまり太腿を閉じようとすると、レオンハルトが内腿を甘噛みしてくるので、「ひゃんっ」とさらなる嬌声をあげた。

「また達かせてやる」

　レオンハルトは淫玉を一舐めしたあとに呟き、ぐずついた蜜壷に指を二本入れてきた。

「んぁあああぁ……っ！」

　クローディアはのけぞって指を受け入れ、とっさに脚に力を入れて彼の頭を秘所に寄せてしまう。

「待って、待っ、……ぁ、────あ、あ。…………んーっ！」

　弱々しい声で哀願していたものの、指二本で蜜洞をジュプジュプと暴かれ、陰核を舐められてすぐに陥落した。

「はぁあああっ、あーっ！　やぁああっ、駄目っ、あっ、あっ、達くっ、イ…………っ」

　途切れた声で抵抗していたものの、柔らかな舌でチロチロと秘玉を舐められて、一気に頭の中が真っ白になった。

「あーっ!!」

　クローディアは両手でシーツを握り締め、吠えるような声を上げて絶頂を極める。

　レオンハルトは満足いくまで愛しい女を貪ったあと、ねっとりと糸を引いて口を離し、自身の濡れた唇を舐めた。

　蜜孔から引き抜いた指には、ドロッと白く泡だった愛蜜がたっぷりついている。

　彼は婚約者が感じた証を見て興奮を募らせると、大切そうに指についた蜜をしゃぶった。

　クローディア信じられないぐらい恥ずかしい事をされ、ぐったりと仰向けになって呼吸を整えている。

　だが腰を掴まれ体をひっくり返されたかと思うと、ベッドに手をつきお尻を突きだした格好をさせられた。

「もう、……駄目だ」

　背後からは、フーッフーッとレオンハルトの呼吸音が聞こえる。

　彼の興奮を知ったクローディアは、顔を真っ赤にして挿入の瞬間を待ちわびた。

　やがて濡れた秘所に硬い亀頭が押し当てられたかと思うと、レオンハルトがグッと腰を進めてくる。

「あんっ」

　だが亀頭はニュルンッと秘唇に添って滑り、彼女は悩ましくお尻を振る。

「ほしいか？」

　意地悪な質問をされ、クローディアは羞恥で真っ赤になる。

　だが素直になると決めたので、彼の顔が見えないのをいい事に欲望を口にした。

「……い、……入れて、ほしい、……です」

　言ってしまったあと、あまりの恥ずかしさに消えてなくなりたくなる。

　だがレオンハルトは彼女のお尻を優しく撫でたあと、亀頭を蜜孔に押しつけてきた。

　背後でレオンハルトが小さく呪文を唱え、自身の屹立を守る。そのあとクローディアのお腹にも掌を押しつけてきた。

　魔術がしっかり施されたあと、レオンハルトが息をついたのが聞こえた。

「結婚するまでは、きちんとしておきたいから」

「……はい。ありがとうございます」

　好きな人に愛され守られていると感じ、彼女は幸せ一杯に頷く。

　レオンハルトは自身の肉竿に手を添えて、再び蜜口に先端を押し当てた。

「入れるぞ」

　告げてから、彼はグッと腰を進めてきた。

「んぅ……っ」

　指よりもっと太いモノが体内に入り、クローディアは苦しげな声を漏らす。

　だがたっぷり濡らしてもらったからか、思っていたより彼の屹立をすんなり受け入れる事ができた。

　おそらく魔術の力もあり、体への負担が軽くなっているのだろう。

「あぁ……っ、きつい……」

　レオンハルトは陶酔した声を漏らし、腰を揺らしてはヌチッヌチッと音を立て、屹立を確実に埋めていく。

　クローディアはシーツをギュッと握り締め、呼吸を整える。

　そうしながら、なるべく彼が挿入しやすいように体勢を維持し、力みすぎないように心がけた。

「あっ……」

　やがて最奥を押し上げられる感覚があり、クローディアは思わず声を漏らす。

「大丈夫か？」

「はい」

　レオンハルトは、蜜壷が肉棒に馴染むまで待ってくれるようだった。

　温かな手がクローディアの背中やお尻を這い、腰のラインを辿ってくる。

「ひゃう……っ、う……っ」

　くすぐったくて身をよじらせると、レオンハルトが彼女の髪をかき分けて前に垂らし、露わになった首の裏や背中に口づけてきた。

　彼の両手はもちもちたぷたぷと大きな乳房を揉み、ときおり乳首を摘まんでは軽く引っ張ってくる。

　胸を刺激されると、お腹の奥がジンジンと疼く。

　知らずとクローディアは蜜壷をうねらせ、彼の刀身を締め上げていた。

「……そろそろ……」

　締め付けに耐えられなくなったのか、レオンハルトはうめくような声で言い、ゆっくり腰を前後させ始める。

　静かな室内にクチュックチュッと水音が立ち、クローディアはベッドについた自分の手を見ながら、カーッと赤面した。

　彼に顔を見られないのはありがたいが、とても動物的な体勢だ。

　おまけに突き上げられるたびに、乳房が前後に揺れて恥ずかしい。

　レオンハルトの手が背中やお尻に触れるたび、クローディアはビクッと体を震わせた。

　太い肉棒がヌルル……と引かれ、抜けてしまうと思った頃になってズブズブと埋まってくる。

　抽送に伴って温かくドロッとした愛蜜が零れるのが分かり、彼女は羞恥で息を荒らげる。

　最奥を亀頭で突き上げられるたびに、全身にジィン……と悦楽が駆け抜けていく。

　クローディアはベッドについた手を震わせ、目を閉じて快楽に集中していた。

　浅い呼吸を繰り返して肉棒が膣壁を擦る感覚を味わっていたが──。

「んあぁっ!?　あーっ！」

　突如、レオンハルトは前から手をまわし、結合部の蜜をすくい取って秘玉に塗りつけてきた。

「駄目っ、────あっ、あぁああぁっ！」

　クローディアは自身を支えられなくなり、ベッドの上に突っ伏してガクガクと体を震わせる。

　レオンハルトは背後から彼女に覆い被さり、手で淫玉を攻めたまま、バチュッバチュッと腰を叩きつけた。

「はぁああっ、あーっ！」

　クローディアはシーツに涎を零し、ビクビクと体を痙攣させて絶頂を貪る。

　収斂してきつく締め付けてくる蜜壷にレオンハルトは獰猛な息を漏らし、愛しい女の乱れた姿を見ながら一心不乱に腰を叩きつける。

　やがて、彼はクローディアの肩口に顔を埋め、低く呻いた。

「……ぁっ、────あっ」

　のし掛かった彼が腰を震わせたかと思うと、蜜洞の奥まで亀頭を押しつけてくる。

　体内で張り詰めた肉棒が震え、ビュクビュクと白濁を吐いていくのが分かる気がした。

　しばらく二人は絶頂の余韻に浸り、繋がったまま荒くなった呼吸を繰り返す。

　レオンハルトは緩慢な動作で起き上がり、クローディアの体を仰向けにする。

「……愛してる。君はこの世で唯一無二の、愛されるべき存在だ。……君に心からのキスをさせてくれ」

　彼は汗で顔に張り付いたクローディアの前髪を除け、心の底から呟いたあと唇を寄せた。

　その瞬間、ビキビキッと亀裂が入る音が強くなったかと思うと、パンッと破裂音がした。

「え……っ、────ん」

　額の上に何かが現れ、クローディアはとっさにそこに手をやろうとする。

　が、唇にふわりと柔らかく温かなものが重なり、うっとりと目を閉じた。

　──レオ様の、唇……。

　甘美な感触を味わい、クローディアはうっとりとして彼の唇を吸い返した。

　ちゅ、ちゅ、と何度も唇をついばまれ、彼女は艶えん冶やな吐息を漏らす。

　随分久しぶりのキスを味わったあと、クローディアは切なげな吐息をつき、不思議そうに目を瞬かせた。

「どうしてキスが……」

　そんな彼女の額から、ポロッと何かの欠片が落ちる。

「何……？　あ……」

　横を向くと、額の上にのっていた物がすべて横に落ちてしまった。

「明かりをつける」

「はい」

　明るくなる前に、レオンハルトはジュストコールをクローディアの肩に掛けてくれた。

　彼の優しさにキュンッとしながら、クローディアは前をかき合わせる。

　レオンハルトは魔術で光量が控えめの明かりを作り、シーツの上を照らした。

「……やったな」

　白いシーツの上では、魔石だった物が粉々に砕けている。

「やりました……、ね……」

　呆然として呟いたクローディアは、無意識に自分の額に触れた。

「魔石が消えても甲冑が現れないという事は、やはり魔石は呪いのためだけについていたんだな」

「そうですね」

　アーサーが信じていたように、魔石が甲冑の着脱を操作していたなら、今頃クローディアの体は甲冑に包まれていただろう。

「ちょっと……、仮面を出してみます」

　情事の直後で色気がないが、大切な事なので確かめなければならない。

「んっ」

　気持ちを集中させて仮面を出した瞬間、クローディアは「あっ」と声を上げた。

「どうした？」

　レオンハルトはすぐに気遣ってくる。

「感じがまったく違います。あの引っ張られる感じがまったくないんです。気を抜くと私が私でなくなり、誰かに乗っ取られてしまいそうな感覚……。あれがまったくないです。それどころか、とても強い……、温かくて、力強く見守ってくれる存在を感じます」

　説明しながらクローディアは仮面を消し、涙を流していた。

　真の王権の力、神から賜った神秘の力は、こんなにも聖なる魔力で満たされていた。

　仮面を消しても、全身を包む加護の気配は失われていない。

「良かったな。それが本来の王権の力だ」

　レオンハルトは心の底から嬉しそうに笑い、クシャクシャッとクローディアの頭を撫でる。

「はいっ！」

　呪いから解放された女王は、涙を流して破顔し、愛しい婚約者に抱きついた。




　二人は背中を向け合って、服を着ながら会話をする。

「……どうしてこの手段だと思ったのですか？」

　言いづらいので少しぼかしたが、レオンハルトはすぐに理解した。

「君がチェスターを悪とせず、理解しようとした時に変化は起こった。記憶球の中の彼の感情は、ほぼ恨みつらみだった。だが心の中がすべて、負の感情に満たされていたとは思えない。どんな悪党であっても、完全なる悪者はいないと思うのが俺の持論だ」

　レオンハルトはシャツのボタンを留めてジレを羽織ったあと、クローディアがもたもたとコルセットの紐と格闘しているのを見かねて、ギュッと紐を縛ってくれる。

「彼も愛されたかったんだろう。兄のように認められ、褒められたかった。そして叶うなら、長生きして好きな人と愛し合いたいと思ったんじゃないか？　それに、キスだってしてみたかったはずだ」

　笑みを含んだ声を聞き、クローディアはボリュームのあるペチコートと格闘しながら頷く。

「……血族であり、魔石を身につけた私が生きたいと望み、レオ様に愛されたから？」

　レオンハルトはクローディアのドレスを整え、被りやすいようにしながら頷く。

「確信があった訳じゃない。チェスターを一人の人間と想定して『こう望んだかもしれない』と思った事を、君越しに叶えようとしただけだ」

「すべての発端は、一人の人間のこじれた感情からですものね。呪いを解くためには術式を組み合わせてどうこう……じゃなくて、人の感情によって解かれた……」

　クローディアがドレスを着たあと、レオンハルトが乱れた髪を手で梳いてくれた。

　彼は目を細めて笑う。

「可愛い。君は世界一可愛い」

「んふふっ、もう……」

　照れ笑いしながら、クローディアは今後も意識を改めていこうと思った。

（こうして褒めてくださるレオ様の言葉を、もっと素直に受け入れていきたいわ）

　──大好きな人の言葉を信じて、まっすぐ前を向いて歩いていきたい。

　──チェスター、私はあなたが歩みたくて、歩めなかった道を進みます。

　──だから、遠くから見ていてください。

　クローディアは心の中で遠い血族に祈る。

　そしてこの世で一番愛しい婚約者を見て、晴れやかな笑みを浮かべた。

「行こう。地上に戻るんだ」

「はい！」




　差し伸べられた手を握り、二人は光が溢れる世界へ戻った。








　第八章　妹の秘密は××でした









　クローディアは王太后や妹たち、ハロルドや宰相に、呪いが解けたと報告した。

　すると全員が心から喜んでくれた。

　レオンハルトは地下から記憶球を持ち帰り、ハロルドから受け取ったまっさらな記憶球に、中身を移していた。




　夕食後に家族や宰相が集まり、お茶を飲みながらテーブルを囲む。

「……短命になる、または暗黒面に囚われてしまう問題は解決したとして、まだ皇帝陛下と女王との結婚の問題があるわね」

　床から起きた母はやつれた雰囲気はあるものの、娘の未来は明るいと知ってかなり気力を回復させたようだ。

　その時、ダニエルが挙手した。

「どうかした？　ダニエル」

　クローディアは目を瞬かせて妹を見る。

　今日も絵本から抜けでたように、爽やかで美しい彼女は、思い詰めた表情で告げた。

「皇帝陛下にご相談があります」

「なんだ？」

　レオンハルトは静かに応える。

「姉上と僕、そしてアルファンティス王国と帝国の未来について、帝国の守護魔女ヴィオラ様にお目通りを願いたいのです」

「可能だとは思うが、理由を聞いてもいいか？」

　彼に問われ、ダニエルは立ちあがった。

　彼女はいつも自信満々で悠然としているのに、珍しく緊張した顔をしている。

　ダニエルは少しの間深呼吸をしていたが、声を震わせて告白した。

「僕は常々、『男だったらいいのに』と言っていました。姉上を助けたいからというのもありますが、本当の意味でもあったのです」

「……と言うと？」

　クローディアは妹の言いたい事が分からず、続きを促す。

　ダニエルはしばし口を噤んだが、スッと息を吸ったあとに、思いきって打ち明けた。

「僕は……っ、────帝国の公爵令嬢マルガレーテ様と、愛し合っています！」

　彼女が一世一代の告白をしたあと、その場に一瞬の沈黙が訪れ、全員が大きな声を上げた。

「「「「「「「ええーっ!?」」」」」」」

　クローディアは目をまん丸にし、妹を見て口をパクパクさせている。

　レオンハルトもさすがに予想していなかったようで、瞠目して固まっていた。

　母や下の妹たち、ハロルドが驚いたのは勿論、冷静沈着なブラックマン公は顎が外れそうなほど口を開いていた。

　ダニエルは全員の反応を伺い、苦笑いする。

「僕は体は女として生まれたけれど、心はずっと男でした。一時は『王女としてしっかりしなければ』と思って、女性らしい振る舞いを自身に課した事もありました。でもそうすればするほど苦しくなって、『自分を偽るぐらいなら死んだほうがマシだ』と思うようになりました。それである日、『もういいや！』と思って本当の自分を偽らないようにしてみたら、……意外と皆受け入れてくれて」

　最後にダニエルは「ははっ」と朗らかに笑う。

「自分一人が、この世界で一番の大罪を背負っているように感じていました。でも心のままに振る舞ってみれば、皆初めは驚いたものの、すぐ順応してくれました。家族はともかく、頭の固い臣下については、父上が裏で口添えをしてくれたからとも言えます。父上は僕にこう言いました。『周囲と違う事をしたいなら、臣下に文句を言わせないように勉学に身を入れろ』と」

　亡き父の遺志を知り、クローディアは身の引き締まる思いになる。

（私は自分の事ばかりで、妹たちの個人的な悩みに向き合ってあげられなかった。さすがお父様だわ。あんなに人のできた国王陛下はいらっしゃらない）

　死後になって父の偉大さを知り、さらに尊敬が増す。

「だから僕は文武両道を目指しました。父上の死後、姉上が女王となる事は分かっていた。でも姉上はレオンハルト陛下と愛し合われているから、いずれ帝国に嫁ぐものだと思っていたんです。それなら僕が女王になるし、即位する時に誰にも責められない、立派な人物になっておこうと思いました」

　クローディアはダニエルの言葉を聞き、クシャッと笑う。

「……私、いつもあなたに引け目を感じていたわ。私は長女なのに、赤毛の事もあって褒められた存在ではなかった。それに比べて、あなたはどこをとっても素晴らしく、文句の付けようのない人だと思っていた。誰もが光り輝くダニエルに惹かれていた。……私はそんなあなたを、少し羨んでいたわ」

　姉の告白を聞き、ダニエルは微笑む。

　そして悲しげに表情を歪め、深く一礼する。

「エイルヴェルで何があったか、マルガから聞きました。あの子の非礼を、僕からも陛下と姉上に再度お詫び申し上げます」

「……彼女との関係を説明してくれるか？」

　レオンハルトに問われ、頭を上げたダニエルは苦笑いしながら言う。

「マルガとは大陸会議の時に出会って仲良くなりました。最初に彼女に惹かれたのは僕で、大陸会議以外でも逢瀬を重ねてお互いを意識していきました。やがて僕から彼女に告白し、恋人関係になりました」

　思い返してみれば、ダニエルは次女だからこそ、比較的自由にあちこちに赴いていた。

　帝国に行くと言っていた事も多く、その時にマルガレーテと会っていたとしてもおかしくない。

「僕はマルガに姉上の事や王権の話をしました。そして『叶うなら僕が女王になり、姉上を解放してあげたい』とも言いました。マルガも陛下を従兄として敬愛していて、『幸せになってほしい』と常々口にしていました。だから僕とマルガの望みは同じだったのです」

「……二人の望みは、あなたが女王になる事？」

　クローディアが尋ねると、ダニエルは頷く。

「でもマルガはこれと決めたら猪突猛進なところもあり、勘違いをしてしまったようです。姉上は責任感と、僕ら妹を死なせたくないという思いから、王座を譲らないと言っていましたね。でも彼女はその姿を『権力にしがみついている』と歪んだ認識で見てしまったようです」

「あぁ……」

　クローディアは息をつく。

（それなら彼女の態度や反応に納得できるわ。私が女王であり続けると、二人の願いが叶わないのね）

「マルガがエイルヴェルに無理矢理ついて行ったのは、姉上に意地悪をしたかった気持ちがあったのだと思います。当初はせっかく会えたのだから、王都で一緒に過ごすつもりだったのですが、『クローディア様とお話がしたい』と言って、僕の制止を振り切って陛下と姉上のデートについていってしまいました」

　あの時のマルガレーテの様子を思いだし、クローディアは納得して頷く。

　その時、レオンハルトが口を挟んだ。

「だがダニエルが女王になったとして、本当に皆が納得する未来になるのか？　君たちの愛を否定する訳ではないが、臣下たちは女同士の夫婦を認めないだろう」

「そこなのです」

　ダニエルはきっぱりと言い、皆を見回す。

「僕は魔女ヴィオラを頼り、この体を男にしてもらいたいと願っています」

「あ……っ」

　初めにダニエルが魔女に願い事をしたいと言っていたのを思いだし、クローディアは声を上げる。

「僕が男となり国王になれば、マルガを娶って世継ぎを作れます。国王となったあと、父上の遺志を継ぎ、姉上の代わりに国をしっかり導いていきたいのです」

「……確かに、それなら可能だな」

　ダニエルの案を聞き、レオンハルトが頷いた。

　妹の望みを知ったクローディアは、それまで沈黙を貫いていた母をそっと見た。

　母は彼女の視線に気づき、微笑む。

「私にとって、子供たちが短命に終わらず、幸せな人生を歩む以上の幸福はありません。子供が理不尽な呪いで命を散らさないなら、性別なんてどうであろうが構いません」

　仮面によって夫を亡くした彼女だからこそ、その言葉に重みがあった。

　母は若くして夫を喪い、愛する娘たちも、王権の力で亡くしてしまうかもしれないという恐怖にずっと晒されていた。

　王族だからこそ、王権の力に抗うとか、逃げ出したいなど言えなかったのだろう。

　だが魔石が破壊された今、君主が死ぬ恐れも自己を見失う心配もなくなった。

　それを思えば、クローディアが帝国に嫁ごうがダニエルが男になろうが、大した事ではないのだろう。

「お母様……」

　クローディアが母に感謝の声を掛けようとした時、ブラックマン公が「んっんン」と咳払いをした。

「私も異論はありません。大切なのは過程ではなく結果です。アルファンティス王国の君主が心身共に健やかで、長く国を治めてくださるのなら、私は何も言う事はありません」

　宰相の言葉を聞き、クローディアは力強く背中を押された気持ちになった。

　そして決意する。

「ダニエルが男性になり次の国王となってくれるのなら、私は退位します。……そしてレオンハルト陛下のもとに嫁ぎ、帝国の皇妃となって夫を支えたいです」

　クローディアは初めて、この件についてハッキリと自分の希望を口にした。

　決意の固まった彼女の横顔を見て、レオンハルトは嬉しそうに微笑む。

「では、帰国したらヴィオラに相談しよう。手はずが整ったら使いをよこす」

「お願いします」

　クローディアは、現在の女王としてレオンハルトに頭を下げる。

　そして〝姉〟の顔に戻ると、椅子に座ったダニエルに尋ねた。

「最後にもう一度だけ確認するけれど、これでいいのね？」

「ああ」

　ダニエルは嬉しそうに、しっかり頷く。

「僕はずっと姉上の力になりたいのに、なれない歯がゆさを味わってきた。姉上は温厚で人と争うのが苦手だ。それなのに必死に頑張って第一王女として、女王として今日まで務めを果たしてきた。その間、姉上は個人としての幸せを二の次にしてきたと思う。僕らが自由に過ごしている間、姉上だけ様々な事の矢面に立っていた」

「そんな事ないわ。大好きなあなた達がいたから、頑張れたのだもの」

　クローディアは微笑み、小さく首を左右に振る。

　だがダニエルのほうこそ、姉に向かって首を横に振ってみせた。

「そういうふうに〝姉〟として考えなくていいんだ。僕は皆の前で発言し、率いていく事に慣れている。臣下や騎士団の男たちと言い合っても、相手を気遣って引いたりしない。しっかり話し合って意見を交換できる力を持っていると自負している。僕は自分に確固たる芯があると思っているし、男になったあとも立派な国王になれると信じている」

　クローディアは自信に溢れた笑みを浮かべるダニエルを、眩しそうに見て微笑んだ。

「やっぱりあなたは私の自慢の妹だわ。……いいえ、弟ね」

　姉の言葉を聞き、弟は嬉しそうに笑った。

「ありがとう！　適材適所、皆が自分の性格に合った務めを果たせばいい。そうすれば、世界はもっとうまく動いていく」

「その通りね。あなたを見ていると勇気がもらえるわ」

　姉弟が笑い合ったあと、応接室は和やかな雰囲気となる。

「では、明日帝国に戻ったあと、ヴィオラに話をしておこう」

　レオンハルトが言い、全員が礼をする。

「宜しくお願い致します。魔女様によろしくお伝えください」

　クローディアが言うと、彼は悪戯っぽく笑う。

「彼女は俺の保護者を自負している。なんだかんだ意地悪を言いながらも、俺が好きな女性と幸せに結婚する事を望んでくれている。そのためなら、多少の面倒でも協力してくれるだろう」

「ふふっ、〝分かっている〟からこその発言ですね？」

　思わず笑ったクローディアに、レオンハルトはしたり顔で頷く。

「利用できるものはしておかないとな」

　その言葉に、全員が声を上げて笑う。

「さあ、忙しくなるぞ」

　レオンハルトが言い、クローディアは「はいっ！」と笑顔で返事をした。





　　　＊＊






　翌日、レオンハルトが飛竜に乗って帝国に帰ったあと、二日で彼が放った魔法の鳥が飛んできた。

　鳥が紡ぐメッセージでは、ヴィオラから承諾の答えをもらったとある。

　加えて、マルガレーテが改めて侘びをしたいと言っているともあった。

　クローディアとダニエルは執務をこなして予定を調整し、二週後に帝都に向かう事にした。

　二人がいない間、王太后とエイミーとブリジットがしっかり留守番をしてくれる。

（これからすべて変わるのだわ）

　クローディアは急いで旅行の用意をし、しなければならない執務をこなしていく。

　すぐに出発の日となり、クローディアとダニエルは馬車に乗って帝国に向かった。





　　　＊＊






　宮殿に着くと、レオンハルトとマルガレーテが二人を迎えにでていた。

「レオ様！」

　二週間ぶりとはいえ、愛しい人の顔を見られてクローディアは笑顔になる。

　だが苦い思い出のあるマルガレーテが隣にいるので、一瞬どういう反応を示したらいいのか戸惑ってしまった。

　けれど予想外に、マルガレーテはしおらしい態度をとってきた。

　もう以前のようにきつい表情で睨んではこない。

　彼女はチラリとダニエルを見て顔を伏せ、クローディアに深くカーテシーする。

「女王陛下、先日の非礼を深くお詫び致します」

　お辞儀をすると、彼女のまっすぐな金髪がサラリと揺れる。

　その様子を見て、本当に彼女はダニエルを想っていて、反省したのだと感じた。

　それならばクローディアもこれ以上こだわる必要はない。

「もう謝罪は頂きました。マルガレーテ様とは親戚になるのですし、エイルヴェルの事を蒸し返すのはやめましょう」

　そう言うと、彼女は泣きだしそうに表情を歪めて俯き、もう一度深くお辞儀をした。

「まずは中に入ろう。つもる話はそれからだ」

　レオンハルトが促し、四人は壮麗な宮殿の中に入っていった。




　荷物は従者に任せ、クローディアとダニエルは応接室に向かう。

　お茶とお茶菓子が出されたあと、ソファに座ったマルガレーテが悄然として言う。

「……ずっとダニエル様をお慕いしていました。ただでさえ、女性同士で周囲から何と思われるか分からず、不安でした。表では仲のいい友人として接するしかできず、もどかしい思いを抱えていました。彼からクローディア様の事を聞いた時は、『お兄様の想い人』という認識を抱いていたのみでした」

　マルガレーテがダニエルを〝彼〟と呼ぶのを聞き、クローディアはこの二人がずっと前から恋人同士なのだと知った。

「お兄様とクローディア様が想い合い、結婚したいと願っている事については、心の底から応援していました。いっぽうで、ダニエル様が常にクローディア様を気遣い、『自分が国王になればすべて解決するのに』と仰っていたのを聞き、私たちの望みが叶えば万事うまくいくのに……という思いも抱いていました。その頃から私たちは、魔女様なら彼の性別を変えられるのでは……と相談していたのです」

　皆、静かにマルガレーテの話を聞いている。

　ダニエルは彼女の隣に座り、手を握っていた。

「私は何度もヴィオラ様を訪ねました。けれど相談しても『できない』の一点張りで、気がついたら塔の外に出されていました。何度も足を運び、最終的には塔に入る事すら叶わなくなりました」

「そこまでとは知らなかった」

　レオンハルトが呟く。

「お兄様はヴィオラ様と懇意にしていますから、お兄様にお願いしたら話が早かったのかもしれません。ですが古くから、『魔女に願い事をするには、たった一人で訪れよ』と言われています」

　そういう言葉があるのは、クローディアも知っていた。

　魔女や魔法使いの多くは、人里離れた場所に住んでいる。

　また昔は黒魔術を使って悪さをする魔女、魔法使いが多くいた事もあり、彼らは人々から怖れられ、怒らせたら呪いを掛けられると信じられていた。

　そんな存在なので、彼らを頼る〝願い〟は大きな声で言えないものである場合が多い。

　だからこそ『魔女、魔法使いに願い事をする時は、彼らの望む供物を持って一人で訪れよ』と言われていたのだ。

「でも私は二人の問題なので、人を頼るべきではないと思っていました。ヴィオラ様に拒絶されて困ってはいましたが、お兄様を頼るのはプライドが許しませんでした」

　マルガレーテのいう事にも一理あると思い、クローディアは頷く。

「何とかできないか、ダニエル様と手紙でやり取りしながら悩んでいました。その間も、お兄様からはクローディア様との惚気を聞かされていました。お二人だって簡単に結ばれる仲ではありません。なのに男女であるというだけで、私たちより障害が少ないように感じてしまったのです。……気がつけば、私はお二人を羨むようになっていました」

　彼女の気持ちの移り変わりを知り、クローディアは納得する。

「大変な事情を抱えている時って、『自分ばかり……』と思って他人に嫉妬してしまいますよね」

　奇しくも、その感情はチェスターも抱えていた。

　マルガレーテは涙を零し、頷く。

「『私たちだけがつらい運命を背負っている』と思い込んでいた時は、世の中の人を憎んでいました。私は滅多にダニエル様にお会いできないのに、お兄様とクローディア様は君主同士だから、頻繁に顔を合わせているように思ってしまいました。……それにクローディア様の事を、ダニエル様に王位を譲らない、権力にしがみつく頑固者と思ってしまったのです。……今は自分の視野がとても狭くなっていた事が、恥ずかしくて堪りません」

　涙を零すマルガレーテを見て、クローディアは疑問に思っていた事が解消されていくのを感じた。

（城の地下室でチェスターの想いを知った時、『自分には絶対理解できない』と思ったけれど、どんな人にでも彼のような想いはあるのだわ。私だって赤毛ではない人を羨んだし、幸せそうにしている人を見ると『悩みがなさそうでいいな』と勝手に決めつけて嫉妬してしまった）

　エイルヴェルで過ごした時、なぜ彼女が自分を睨むのか、ひどい言葉を投げつけるのか、分からなくて悲しかった。

　だが物事にはすべて理由がある。

　マルガレーテは容姿に恵まれた幸せな令嬢ではなく、自分と同じ黒い想いも抱えている一人の人間だ。

「今ならあなたの気持ちを理解します。私だってあなたの綺麗な金髪を見て、羨んでしまいました」

　クローディアが打ち明けると、マルガレーテは苦く笑う。

「その節は、ひどい言葉を投げつけてしまい、お詫びのしようもございません」

　謝罪され、クローディアは微笑んだ。

「あなたとダニエルの話を聞き、事情を理解できました。確かにあの時は悲しかったですが、今は分かり合えています。私たちは今後、親戚関係になるのですから、何かあったら話し合っていきましょう」

「……っ、はい！」

　行いを許され、マルガレーテは涙を流す。

　そんな彼女の肩を、ダニエルが抱いた。

「姉上、ありがとう。そしてすまなかった。マルガの事は僕がきつく叱っておいたから、どうか許してほしい」

「っふふ。あなたが〝きつく〟叱ったら怖そうね？」

　クローディアは笑い、ソファの上のレオンハルトの手をそっと握った。

　彼はこれでマルガレーテからの謝罪は終わりだと悟り、頷く。

「……では、ヴィオラのもとへ行こうか。願いを叶える約束はしてもらったから、マルガが塔に上ろうとしても拒絶されないはずだ」

「はい」

　クローディアは頷き、向かいに座っている二人に「行きましょう」と笑いかけた。





　　　＊＊






　そこは不思議な塔だった。

　宮殿の敷地内にあり、第一印象では普通の見張り塔に思える。

　だが地上にあるドアから中に入り、螺旋階段を上がっていくと、グニャリと様々なものが歪み、曲がったように感じられた。

　時間や空間が引き伸ばされ、永遠に階段を上がっているように思える。

　手すりに掴まって石造りの階段を上がっているのに、足を動かしているうちに階段を下っているような感覚にもなるし、平坦な場所を歩いているようにも感じられた。

　とうとうクローディアは目眩を覚え、「ごめんなさい」と言って一旦立ち止まった。

　すると前を歩いていたレオンハルトが舌打ちをし、大きな声をだす。

「ヴィオラ！」

　苛立った彼の声が空間に反響したあと、「仕方ないわねぇ」と女性の声が聞こえた。

「えっ……」

　気がつけば、クローディアたちは別の場所にいた。

　そこは円形のフロアで、周囲には花柄のカバーがかかったソファや、沢山本が詰まった棚がある。

　中央には大きな釜があって何かがグツグツと煮えていて、濃い草の匂いがした。

　天井には惑星の軌道を模した魔法の飾りがあり、ほんのり光った球体がゆっくり回っている。

　ドライフラワーの束が吊されている場所からは、乾燥しているはずなのに、ほんのりと花の香りがした。

（誰もいない……？）

　そう思った瞬間、目の前でシュルッと黒い螺旋が生まれたかと思うと、一人の女性が現れた。

「回りくどいやり方をするな」

　レオンハルトが溜め息混じりに言う。

　魔女の登場に少し驚いたクローディアは、縋るように彼の手を握った。

「心配ない。こいつが少し〝意地悪〟をしただけだ」

　彼はクローディアの背中をさすって落ち着かせる。

　後ろを見ると、ダニエルとマルガレーテも呆然とした表情で立っていた。

「先に言わないでよ。『ちょっと意地悪しただけ』って言おうと思ったのに」

　女性は二十代半ばから後半ぐらいに見え、ウエーブした豊かな黒髪を持つ美女だ。

　紫色の目が神秘的で、黒いドレスの胸元からは深い谷間が覗いている。

　絶世の美女を見て、クローディアは一瞬戸惑った。

（この若くて美しい女性が、アーサーやチェスターが生きていた時代を知っているの？）

　何百年も生きていれば当然肉体も老化するはずだが、巨大な魔力を持つからこそ、この外見を保っていられるのだろう。

　魔女はクローディアの反応を見て、満足げに笑った。

「座りなさい。お茶をだしてあげるわ」

　四人ともソファに座り、レオンハルト以外は空中をスイッと飛ぶティーセットやお茶菓子の動きに目を奪われる。

「初めてここを訪れる者の反応を見るのは、楽しいわね」

　どうやらヴィオラは機嫌がいいようだ。

　やがて彼女も席についた頃には、テーブルの上に沢山の種類のお茶菓子が並んでいた。

　豊富な種類のクッキーにマドレーヌ、ベリーやレモンのタルトに、小さめのケーキ。

　皇帝から認められた紋章が彫られた、有名ショコラトリーのショコラは、ツヤツヤとしていて宝石のようだ。

「魔法で出したけれど、作ったのは帝都にいる一流の職人よ。安心して食べなさい」

「……では、いただきます」

　クローディアはダニエルたちと目を合わせてから、お菓子に手を伸ばす。

　ブルーベリーがのったタルトを一口食べると、サクサクとしたタルト生地に濃厚なカスタードクリーム、フワッと軽く口当たりのいい生クリームと、ほんのり酸味のあるブルーベリーの味が調和し、とても美味しい。

「……美味しい」

　呟くと、魔女は「そう、良かったわ」と微笑んで、レモンケーキに手を伸ばした。

「それで、ダニエルに術を受けさせたい件だが」

　お菓子には手をださないレオンハルトが切りだすと、ヴィオラが彼を睨む。

「好物を食べている時ぐらいは、そういう話をやめてちょうだい」

「放っておくとお前は延々と食べるだろうが」

　何百年も生きている魔女にこんな口の利き方をできるのは、きっと彼だけだろう。

「……まぁ、あんたがそこまでお願いするなら、聞いてやらないでもないわよ」

　魔女はそう言って、二個目のレモンケーキに手を伸ばす。

　彼女の好みが反映されてか、レモンケーキだけは脚の高いコンポート皿に、山盛りになっていた。

「……無償で願いを聞いてもらえるのですか？」

　クローディア尋ねると、ヴィオラは決まり悪そうに目を逸らした。

（ん？）

　様子がおかしいと思ってレオンハルトを見ると、彼は無表情で言う。

「一日、こいつに付き合ってデートする条件を呑んだ」

「えっ!?」

　魔女がだした条件を聞き、クローディアは思わず声を上げる。

「……ヴィオラ様は、レオ様の事が好きなのですか？」

（敵わないわ！　いえ、想いの深さなら……！）

　プルプルと震えて尋ねると、彼女はとても微妙な表情で首を横に振った。

「安心なさい。あなたが心配するような事には決してならないから。私はこの子のおしめも替えた事があるのよ？」

「は、はい。……おしめ……」

　クローディアは思わず赤ん坊のレオンハルトを想像し、「可愛い……」と和んでしまった。

「こいつは俺の顔が好きなんだ」

　赤ん坊の頃の話をされて照れくさかったのか、レオンハルトが先を続ける。

「顔？　……たしかにレオ様はとても格好いいですが……」

「ヴィオラは帝国の初代皇帝に惚れた。俺や親父、祖父も似た顔をしているようだ。こいつは何百年にもわたり、叶わない想いを抱き続けているんだ」

「うるっさいわね。あんたの顔がいいからこそ、一日デートするだけで願いを叶えてあげるんだから、光栄に思いなさい」

　魔女はブツブツと言い、三つ目のレモンケーキに手を伸ばした。

　そしてダニエルを見る。

「本当に男になりたいのね？」

　話しかけられた彼女は、ハッとして姿勢を正す。

「はい！　子供の頃から、僕は自分の心の性別が体とは違うと思っていました。僕が男になり、国王となれば全員が幸せになれます」

　ヴィオラはしばし、紫色の目でジッとダニエルを見る。

「心と体の性別が違うと言うのなら、合わせたほうが幸せになれるわね。……でも、その気持ちの中に『自分さえ変われば皆が助かる』という想いはない？　守護魔女となった以上、私は人を幸せにするために魔術を使いたいの。蓋を開ければ自己犠牲だったなんて、ごめんよ」

　クローディアも懸念していた事を、ヴィオラはズバッと言う。

　だがダニエルも引かない。

「それは問題ありません。僕は進んで男になりたいと思っているし、国王になりたい。男になって愛する女性を抱きたいし、子をなしたい。そして自分には、呪いが解けた王権の力を子孫に伝えていく使命があると思っています」

　きっぱりと言い切ったダニエルは、すでに王としての風格を備えているように思えた。

　魔女はまだダニエルを見つめていたが、フッと笑みを零した。

「分かったわ。久しぶりに骨のありそうな子を見たわね。ちょっと嬉しくなっちゃった」

　それからヴィオラは、マルガレーテを見る。

「あんたのしつこさも、ある意味認めてはいたのよ」

「え……」

　まるっきり相手にされていないと思っていたマルガレーテは、目を瞬かせる。

「ただ、あんたは当事者ではないわ。ダニエルが直接私のもとを訪れたなら、考えたかもしれないけどね。願いは、叶えてほしい人が直接言うべきでしょう？」

「……はい」

　知らないところで魔女に認められていたと思わなかった彼女は、呆然としている。

「でも私は基本的に、皇帝の言う事しか聞かないと決めているの。巨大な力を持つ帝国の守護魔女が、色んな人に頼まれてホイホイ言う事を聞いていたら、きりがないでしょ？　それに皇帝の頼み事だけを聞かなければ、レオンハルトの威信が揺らぐわ」

「……仰る通りです。自分たちの問題と思って、お兄様に相談してなるものかと意地を張っていた私が愚かでした」

　マルガレーテは頷き、魔女に深々と頭を下げた。

　ヴィオラはダニエルに問う。

「彼女を愛してるのね？」

「はい」

　ダニエルはきっぱりと言い、頷く。

「性別を変える術は、割と大がかりになるわ。体そのものを作り替えるんだもの。なるべく負担を掛けないようにするけれど、多少の苦痛は覚悟してもらわないといけないわ」

「勿論です」

「あと、あなたの体の一部が必要になるんだけど……。その髪、切っても構わない？」

　ヴィオラはダニエルの髪を示す。

　彼女の髪は正面から見ると、すっきりしたショートヘアに見えるが、後ろ髪は伸びている。その部分がほしいと言っているのだろう。

「構いません」

「それから……」

　言いながら、魔女はクローディアを見てくる。

「血縁であるあなたの体の一部、または要素も必要だわ」

「要素？」

　クローディアは目を瞬かせ、尋ね返す。

「たとえばだけど、あなたの長く美しい赤毛には魔力が宿っているわ。火の精霊はその燃えるような赤色を好み、あなたを守っている。その〝赤〟の要素をもらってもいいわ」

　言われて、彼女はドキッと胸を高鳴らせる。

「……赤毛じゃなくなるという事ですか？」

「そうね。今あなたの髪に宿っているものを奪うのだから、そのあとはストロベリーブロンドぐらいに色が薄まると思う。なんなら、ついでに金髪にしてあげてもいいわ」

　クローディアは大いに悩んだ。

　長年自分を苦しめていた赤毛と、おさらばできるかもしれないのだ。

（憧れの金髪になれる？　もう〝炎髪の魔女〟と言われなくて済む？）

　しばらくクローディアは考えていたが、苦笑いして首を横に振る。

「髪の色はこのままにします。その代わり、半分ほどの長さを捧げるという事で如何でしょうか？」

「構わないわ」

「ディア」

　レオンハルトが心配そうに見つめてくる。

　八歳からずっと見守ってくれた彼に、クローディアは晴れやかな笑みを向けた。

「あなたが薔薇のようと褒めてくれたこの髪と、一生を共にします。せめて美しく整えていたいと思って大切にしていましたが、髪は切ってもまた伸びてきます」

　クローディアの髪は臀部ほどまであり、それを半分に切っても背中の中ほどはある。

「魔女ダリアは良い人でしたし、恐ろしい伝説を作ってしまった理由はチェスターにありました。彼女のためにも、私は胸を張ってこの赤毛と共に生きていきます」

　堂々と告げたクローディアを見て、レオンハルトは破顔すると肩を抱き寄せ、チュッと頬にキスをした。

「さすが俺のディアだ」

　嬉しくて微笑んでいると、「はぁ……」と魔女の溜め息が聞こえた。

　ハッとして居住まいを正したが、彼女が次に口にしたのは意外な言葉だった。

「……ダリアは惜しい最後だったわね。あの子にとどめを刺したのは、私だったのよ」

「え……」

　思いも寄らない事を聞き、クローディアは硬直する。

　魔女は諦念の笑みを浮かべ、ドレスの中で脚を組む。

「妹分みたいな存在で、魔女にしては珍しく、社交的で正義感の強い女だったわ。彼女が魔女になろうと思った動機も、薬草学を極めて人が無為に死ぬのを止めたいと思ったのがきっかけだった。……ただ、助けようとしても、次々に争いを生んでは死んでいく人間に、愛想を尽かしてしまったみたいだけどね」

　記憶球の中でしか知らなかったダリアの為人を知らされ、クローディアは何とも言えない気持ちになる。

「あの子がなぜああなったか、レオンハルトから聞いたわ。……残念だけど、どう足掻いても時は逆戻りしないし、考えるだけ無駄だけど」

　ヴィオラは突き放した言い方をする割に、悲しそうな目をしていた。

「……ただ、ダリアをおかしくさせたチェスターの血族で、〝炎髪の魔女〟の再来と言われているあなたが、時を経て私の目の前にくるなんて変な巡り合わせだけどね」

「はい」

「だから、ダリアの友人であった私が、あなたの妹に術を掛ける事も運命なのかもしれないわね」

　そう言って、魔女は「面白いわ」と笑った。

　そして彼女は立ちあがる。

「覚悟が決まっているのなら、今魔術を使ってもいいわ。後日気持ちを整えてからのほうがいいなら、そうしてもいいけど」

　言われてダニエルはすぐに立つ。

「僕は今すぐにでも男になりたいです。今さら迷いなどありません」

　そしてクローディアも、行動に移そうとする。

「レオ様、ナイフを持っていますか？」

　彼はクローディアの長い髪をもったいなさそうに手で弄んだが、微笑んで言った。

「ナイフなら髪を引っ張ってしまうし、良い切り方ができない。俺が魔術で綺麗に切ってあげよう」

「はい、お願いします」

　クローディアはレオンハルトに背中を向け、髪をフワッと後ろに流す。

　テーブルを挟んだ向こう側では、同じようにマルガレーテがダニエルの髪を切ろうとしていた。

　少しドキドキしていると、後ろから抱き締められた。

「君の思いが詰まった髪を、切らせてもらう」

「……はい！」

　しっかり頷いたクローディアの髪を、彼は後ろで丁寧に束ね、長さに見当をつける。

　それから指に小さな風の刃を纏わせ、丁寧に彼女の髪を切っていった。

　クローディアは目を閉じ、今までの事を思った。

　何かにつけて髪の色でからかわれ、染めるか、短く切ってしまおうかと思った事が何度もあった。

　妹たちの髪の色が羨ましかったし、「どうして自分だけ……」と一人だけ不幸を背負った気持ちにもなった。

　だがレオンハルトに出会う前は、父に勇気づけられた。

『自分の短所を憎んでは駄目だ。どんどん卑屈になってしまう。短所を好きになれとまでは言わないが、〝こんな自分も悪くない〟と思えるようになりなさい。そのために、自分の長所や、世界の素晴らしいところに目を向けるんだ』

　それを実践しようと試み、せめて「綺麗な髪」と言われるように大切に伸ばし、手入れをした。

　だから八歳の時に、レオンハルトに褒めてもらえたのだ。

　生まれて初めて、忌まわしい赤毛を花にたとえられた。

　そのあとも髪のせいで悲しい気持ちになった事はあったが、今日、一生この髪と付き合っていこうと思えるまで、心を成長させられたと思っている。

（『試練こそ己を成長させるための土と思え』……か）

　八歳の時、サリエール王国のガゼボで彼に言われた言葉を思いだす。

「終わったぞ」

　時間をかけて丁寧に髪を切ったレオンハルトが、最後に手櫛でクローディアの髪を整えて告げる。

「ありがとうございます！」

　笑顔で振り向いたクローディアは、心の中で誰よりも大切な人に問いかけた。

（レオ様、私は綺麗な花を咲かせられましたか？）

　その答えは、言葉で聞くよりも、何年もの時を掛けて彼の愛情と態度、多くの言葉で伝えてもらえた。

（今度は私が、綺麗に咲かせた花を誰かに渡し、幸せを分けていく番だわ）

　レオンハルトはヴィオラから受け取った黄色いリボンで、クローディアの赤毛を束ねた。

　それを受け取ったクローディアは、自分の髪を撫でて明るく笑う。

「頭が軽くなりました。気分もスッキリしたように感じられます」

「それなら何よりだ」

　二人で微笑み合うと、襟足をスッキリさせたダニエルがヴィオラに切った髪を手渡す。

「では、術を始めるわ。関係ない三人は、壁際に立っていなさい」

　魔女はダニエルとクローディアの髪を受け取って、それを部屋の中央にある釜に放り込んだ。

　ジュワッと音がし、緑色の液体が煮えていたそこから、黄緑色の炎が上がった。

　ヴィオラが呪文を唱え、木の匙で釜を掻き混ぜながら魔法の薬を作っていく。

　釜の中身は様々な色に変化し、パチパチと光を弾けさせた。

　やがて魔女はゴブレットに釜の中身を注ぎ、ダニエルに飲むよう促す。

　彼女はためらいもなく、ゴブレットの中身を飲んでいった。

　魔女は彼女に向けて両手を突きだし、呪文を唱えてく。

　次々に魔法陣が作られ、ダニエルをあらゆる方向から囲み、包んでいった。

　彼女は光に包まれ、その姿すら見えなくなっている。

「ダニエル様……！」

　マルガレーテは不安げに恋人の名前を呼び、胸の前で両手を組んでいる。

「大丈夫です。信じましょう」

　クローディアはそんな彼女の手を握り、微笑みかけた。

「……っはい」

　マルガレーテは涙を零し、義姉となる彼女の手を握り返す。

　二人は手を取り合ってダニエルを見守り、そんな彼女たちの後ろにレオンハルトが立つ。

　彼は三人にヴィオラの術の余波が襲いかからないように、魔術で防護壁を作っていた。

　魔女は普通の人間以上に魔術に長け、その扱いも熟知している。

　だが人を女から男に変えるほどの大魔術を行使するには、相応に集中しなければならない。

　周囲に気を遣う余裕はあまりないだろうし、強い魔力が迸った余波が何らかの変化を与えてもおかしくない。

　実際、ダニエルの近くにある花瓶の花は、めまぐるしく色を変えている。

　レオンハルトはそれを見越して、ヴィオラの術に干渉しない魔術を展開していた。

「あぁ……っ、ああああああっ！」

　光の奥から、ダニエルが苦しげにうめく声が聞こえる。

（頑張って……！）

　クローディアは歯を食いしばり、マルガレーテの手をギュッと握り締める。

　ヴィオラはタイミングを見て新たな魔法陣を追加し、呪文を唱えていった。

　やがて聞こえてくるダニエルの声の高さ、質が変わっていった。

　あきらかに男の声へと変化しようとしている。

　どれだけ時間が経っただろうか。

　十五分だったかもしれないし、三十分かもしれないし、一時間は経ったかもしれない。

　気がつくと徐々にダニエルを包む光は減退し、少しずつ彼女──いや、彼の姿が見えてきた。

「……ダニエル様？」

　マルガレーテが恋人に呼びかける。

　光の向こうにうっすら見える人影は、クローディアが知っている妹ではない。

　身長はグッと伸び、レオンハルトに似たしっかりとした体型になっている。

　着ていた服はそのままだが、恐らくヴィオラが体に合うよう調節してくれたのだろう。

　やがて周囲を覆っていた光が消え、金髪碧眼の青年が立っているのが見えた。

　美形で、妹のダニエルの面影がある、立派な男性だ。

「ダニエル様！」

　マルガレーテが弾かれたように走りだし、恋人に抱きつく。

　一仕事終えた魔女は、ふーっと大きな息をついて空中に浮かべた椅子に腰かけていた。

「マルガ！」

　ダニエルはマルガレーテを軽々と抱き上げる。

　そして愛しげに見つめたあと、顔を傾けてそっとキスをした。

「……良かった……」

　気を張り詰めさせていたクローディアは、安堵して肩の力を抜く。

　それを、後ろからレオンハルトがしっかり抱き留めた。

「……万事解決、だな」

「はい」

　そのあと、ヴィオラが魔法で新たにお茶菓子をだし、全員で再びソファにつく。

「ダニエル、男性の体はどう？」

　クローディアが尋ねると、彼は照れくさそうに笑う。

「まだ男の体には慣れていません。不慣れゆえに困る事もあるかもしれませんが、騎士たちに聞いて解決していきたいです」

　彼は騎士団に混じって訓練を受けている事もあり、多くの友人がいるそうだ。

　初めの頃は女性だったダニエルを想う騎士もいたらしい。

　だが、きっぱりと『騎士に恋心は抱かない。純粋に体を鍛えているから、そういう目を向けるのはやめてほしい』と言ったそうだ。

　それ以来、ダニエルと騎士たちの間には、健全な関係が築かれている。

　不意にレオンハルトが尋ねてきた。

「失礼な事を聞くが、マルガはダニエルの性別が変わって抵抗はないのか？」

　聞かれて、恋人と腕を組んだ彼女は、幸せそうに笑う。

「私は彼が好きなんです。性別なんて問題ありません。女性同士でも愛し合えますが、ダニエル様が男性になられたほうが、世継ぎの問題も解決できます。もともと私の恋愛対象は男性でしたが、……どちらでも大丈夫という感じなんでしょうか？　ダニエル様以外の方を好きになる予定はないので、何とも言えませんけれどね」

　すっかり素直になった彼女の答えを聞き、クローディアは微笑んだ。

「愛に決まった形はありませんものね。男女の愛でも色んな形があると思います。性別の枠や常識に囚われず、好きな人を好きと言える世がきたら、皆もっと生きやすくなるでしょうね」

　理解を示した彼女に、ダニエルとマルガレーテは微笑む。

「姉上、ありがとう」

　その時、ヴィオラが言った。

「人間なんて寿命が決まっているんだから、後悔しないように生きないと勿体ないわよ」

「仰る通りです」

「忠告だけど、他者を気にして『あれが足りない、これが羨ましい』って考えるのはよしなさい。些細な幸せで己を満たせるようになれば、いつも笑顔でいられるわ。自分の機嫌の直し方を知っている者と、何でも他人のせいにする者とでは、幸福度が格段に違うわね。いつも機嫌が良ければ人間関係も円滑になり、困ったとしても誰かが助けてくれる。世界はそういうふうになっているのよ」

　さすが長い時間を生きる魔女だと思って頷くと、レオンハルトが真顔で突っ込みを入れた。

「祖母に呪いを掛けたのは、どこの誰やら……」

「うるさいわね！」

　ヴィオラがクワッと目を剥いたが、クローディアは何の事かよく分からない。

　レオンハルトは小さく笑ったあと、付け加えた。

「人間であれ魔女であれ、成長して変わっていけるという事だ」

「まぁ、そういう事よ」

　魔女はツンとして言い、レモンケーキに手を伸ばす。

「国に帰ったあとは、私とダニエルが頑張らないといけませんね」

　クローディアは気を引き締め、アルファンティス王国に戻ったあとの退位、ダニエルの即位を思う。

「俺も一緒に赴いて協力しよう。アルファンティス王国内部の事だから、正式な介入はしない。だが君を花嫁にと望む男として、口添えはできる。嫌な言い方をすれば、君たちは女王と元女性だ。加えてダニエルはマルガと結婚したいと望んでいる。頭の固い臣下に反対され、立場が悪くなるかもしれない。二国の関係を良好にするためにも、俺が一言いったほうがいいと思う」

　レオンハルトの言葉に、ダニエルが頷いた。

「確かにそうですね。最初は皆戸惑うでしょう。陛下のお力添えを得て、国王となるための最初の障害を越えます。そのあとは自分の力で進んでいきたいと思います」

「私も一緒に行きます！　自分の言葉で伝えなければ、きっと理解してもらえません」

　マルガレーテが申しでる。

　恐らくヴィオラに言われた言葉が胸に残っているのだろう。

　全員で意志を確認し合うと、魔女がヒラヒラと手を振った。

「頑張りなさい。何かあったら相談に乗るぐらいはするわ」

「ありがとうございます！」

　お礼を言い、しばし楽しいティータイムをとったあと、四人は塔を辞する事にした。





　　　＊＊






　帝都には五日滞在し、レオンハルトとマルガレーテの準備ができ次第、すぐアルファンティス王国に戻った。

　ダニエルを見た城の者たちの反応は、想像以上だった。

「ダニエルさ…………」

　女王と共にいる〝彼女〟とそっくりな人物を、第二王女ダニエルと思って話しかけた騎士は〝彼〟を見て固まった。

　クローディアたちはクスクス笑い、ダニエルは騎士の肩をポンと叩いて先を進む。

　大忙しでレオンハルトとマルガレーテの客室を整えたあと、クローディアはブラックマン公に頼み、緊急で議会を招集する事にした。

　さすがのブラックマン公も、男になったダニエルを見た時はしばし硬直していた。

　だが事前に事情を聞いていたからか、すぐに気持ちを持ち直し「宜しいでしょう」と咳払いをした。

「女王陛下の退位と、ダニエル第一王子の即位について話し合っていきたいと思います。私はこの国がより豊かになるのなら、君主が誰であっても構いません。ダニエル殿下が今後しっかりアルファンティス王国を導かれていくのなら、全力でお支え致します」

　今日ほど〝仕事の鬼〟と言われたブラックマン公を、頼もしく思う日はない。

「宜しくお願いします」

　クローディアは彼に敬意を持って黙礼する。

「その話し合いに俺も参加しよう。この国の事だから発言は控えるが、最初に挨拶をしたい」

　レオンハルトが言い、宰相は頷いた。

「宜しいでしょう」

　そのあとマルガレーテも見学したいとの旨を告げ、了承を得てから当日を待った。




　そして、当日を迎える。

　広々とした議事堂に議員全員が集まり、前方中央の席に座るクローディアとダニエルを、皆緊張した面持ちで見ている。

　女王の隣には皇帝もいて、議長が挨拶したあと、レオンハルトが全員に告げる。

「前もって宰相ブラックマン公から話は聞いていると思う。そして俺がここにいる理由も理解しているはずだ。本来ならここは、アルファンティス王国の者だけが出席する場だ。よそ者は基本的に口だしすべきでないが、これからクローディアを妻にしたいと望む男の話を聞いてほしい」

　前置きしたあと、レオンハルトはアルファンティス王国の王権の力に、英雄王アーサーの弟チェスターが、魔石を組み込んだ話から始めた。

　臣下たちはどよめき、良き王だった先王が短命に終わってしまった事を悔やむ。

「何より、実物としての証拠があったほうが分かりやすいだろう。地下で見つけた記憶球は、ブラックマン公に保管してもらっている。本物には感情の揺れによる映像の揺れなども入っているから、俺が見やすく纏めたものをここに流す」

　言ったあと、レオンハルトは記憶球を取りだし、魔力を込めて議会で使用する白い垂れ幕に映しだした。

　議員全員が注目する中、クローディアも見たチェスターの記憶たちが流れていく。

　歴史に名を残したアーサーの陰で、チェスターがどのような感情を抱き、どう死んでいったかが流れ、全員が真剣に映像を見た。

　その中で〝炎髪の魔女〟ダリアがチェスターに歩み寄り、最後まで彼の友達でいようとした事実も示される。

　黙って映像を見ているクローディアの手を、隣からレオンハルトが握ってきた。

（私はもう少しでこの国を離れる。でもレオ様は〝炎髪の魔女〟の悪名を払拭したいと思ってくださっている）

　彼の想いを知り、クローディアは泣いてしまいそうになるのをグッと堪える。

　記憶球はチェスターが最後にダリアに何をしたのかを全員に知らせたあと、沈黙した。

　そのあと、全員が溜め息をついた音が議事堂に響く。

「これはチェスターが遺した〝現実〟だ。仮面に埋め込まれた魔石は、俺とクローディア女王が協力して破壊した。今後、アルファンティス王国の国王、女王となる者は短命になる運命を辿らずに済む。勿論、暗黒面に支配される事もない」

　凜とした声でレオンハルトが告げたあと、誰かが拍手をし、最後には大きな拍手喝采となる。

「陛下は我が国の救世主です！」

「アルファンティス王国は、今後も帝国の良き友となります！」

「レオンハルト陛下万歳！」

　彼を讃える声がし、クローディアも笑顔で拍手する。

　だが本人はニコリともしない。

　彼が片手を上げると、拍手が収まった。

「俺は今、クローディア女王と一緒にと言った。お前たちは彼女が子供の頃から、髪が赤く火の加護を得ているというだけで忌み続けてきた。お前達が彼女を避け、裏で陰口を叩いている間、彼女は必死に学び、良き女王になろうと努め続けてきた」

　糾弾するレオンハルトの声が議事堂に響くなか、議員たちは彼を見ず、決まり悪い顔で視線を落としている。

「貴殿らの子息子女の中で、王立学院の学院長から表彰された者はどれだけいる？　年に四度ある最も大きな学力テストで、全教科満点をとった者に贈られるファルテット賞。他国の貴賓をあらゆる外国語でエスコートし、気品ある態度でもてなす事ができた者に贈られるエイギル賞。ヴァイオリン、ピアノ、歌、音の聴き取りで楽譜を作り、その総合で優秀な者に贈られるミューズ賞。絵画に精通し、自身で描くだけでなく歴史にも触れ、美術館の学芸員の資格をとるのに必要なアポロス賞。慈善活動を積極的に行った者に贈られる慈愛の盾。……それらをすべて得た者はいるか？」

　クローディアのこれまでの功績を口にだされ、誰も何も言えない。

「これだけ優秀な彼女が女王となったのに、お前らはろくに彼女の意見を聞かず、お飾りの女王としてきたな？」

　ジロリと睨まれ、議員たちは口を引き結んだ。

「女だから？　赤毛だから？　どんな立派な理由があれば、優秀な彼女を無視できるんだ？　彼女のような才媛が我が国にいれば、お前らより有能な、名のある高官となっていただろう」

　議事堂の中が静まりかえる。

　息が詰まるほどの沈黙のあと、レオンハルトは息をついた。

「ダニエル王子は、そんな姉に憧れ、彼女に並ぶ優秀な成績を収めている。今後彼が国王となれば、その優秀な頭脳で民を導いていけるだろう」

　話の矛先がダニエルに移り、注目された彼は表情を引き締めて口を開く。

「姉上はもともとレオンハルト陛下と愛し合われ、陛下の妻となる事を望まれていた。僕は長年その想いを応援し、自分が国王になれば姉上を自由の身にできると思い、勉学にも武芸にも身を入れてきた」

　ダニエルの凜とした声が、議事堂に響く。

　男性のものになった彼の声は、低く張りがあり、カリスマ性を窺わせる。

「僕が女のままなら、世継ぎの問題があっただろう。国婿をとればいいのかもしれないが、一番理想的なのは僕が男になる事だ。僕自身、幼い頃から心と体の性差に悩み続けてきた。そして僕は、先日帝国まで赴いた際、守護魔女ヴィオラ様のお力により、望みを聞いて頂いた」

　ダニエルは立ち上がり、皆が見ている前でジレのボタンを外し、シャツをはだけていく。

　そこには男性の厚い胸板があり、彼は堂々とそれを晒した。

「君らが姉上の言う事に従わなかった理由が、赤毛である事と女性である事なら、金髪で男である僕の言う事はきけるな？」

　ぐうの音も出ない理論を言われ、議員たちはやはり何も言えずにいる。

　ダニエルはニヤッと笑ったあと、彼らを指さした。

「覚悟しろ！　僕がお前らの精神を叩き直していく！　古い慣習や物の見方を撤廃し、時代と共に新しい王国にしていくんだ！　それでなければ、誰も前に進めない！」

　宣戦布告のように言う彼は、とても生き生きとした表情をしていた。

　それを見てクローディアは微笑み、スッと手を挙げた。

　ダニエルが着席したあと、彼女は立ちあがって告げる。

「私は男兄弟のいない王家の長女として生まれ、良い女王になれるよう努力し続けてきました。ですが、私よりもずっと適役がいるのなら、王座を譲りたいと思っています。女王を退位しても、私が身につけたものは無駄にはなりません。私の努力は皇妃となったあと、さらに発揮されるでしょう」

　クローディアは議員たちの顔をゆっくり見回し、問いかける。

「私の退位、そしてダニエルの即位に賛成の者」

　言ったあと、彼女はパゴダスリーブのレースを押さえ、手を挙げる。

　そのあと、レオンハルトとダニエルが高々と挙手した。

　隅にいるマルガレーテが手を挙げ、議員の中ではブラックマン公がスッと手を挙げる。

　宰相であり絶対的な発言権を持つ彼が賛成するなら……、と、他の議員たちも次々に手を挙げていく。

　最終的に、全員が手を挙げた。

　クローディアは微笑み、立ちあがるとダニエルに向けて拍手をする。

「おめでとう、ダニエル。あなたが次の国王よ」

　姉に言われ、彼は泣き笑いの表情になると、ギュッとクローディアを抱き締めてきた。

「僕をここまで導いてくれてありがとう。姉上と陛下がいなかったら、魔女様に会う事もできなかった。……これからは、僕がしっかりやっていく」

　最後に体を離し、ダニエルは覚悟を決めた目で頷いた。

「あなたを信じているわ。私の最高の弟」




　微笑んだクローディアを、ダニエルはまた抱き締めた。








　終章　赤毛の皇妃ですが、最高に幸せです









　クローディアが戴冠式を行ったのが二十一歳の三月末で、彼女の退位が議会で決まったのは五月の中頃だ。

　式典の準備の関係もあり、彼女が退位したのは六月末。

　ダニエルが国王となったのは七月の上旬だった。

　彼の戴冠式が行われた時、鉄仮面は正式にクローディアからダニエルに受け継がれる。

　レオンハルトは式典には参加したが、基本的には帝国で皇帝としての執務をこなし、クローディアを花嫁として迎え入れるための準備を進めていた。

　マルガレーテは四月にはアルファンティス王国に越してきて、宮殿で一緒に住むようになる。

　彼女はすっかりクローディアに懐き、エイミーとブリジット、王太后とも笑顔でお茶をするようになった。

　ダニエルが戴冠式を迎えたあとにマルガレーテとの式があり、彼女は王妃となった。

〝魔女によって性別を変えられた国王〟は、大陸中の注目を浴び、多くの人が式典に訪れる事となる。

　好奇の目で見られるのは承知の上だったらしく、ダニエルは持ち前の豪胆さで堂々と戴冠式を乗り切り、そのあとの祝宴でも社交性をみせた。

　そしてクローディアは弟の戴冠式を見届けたあと、帝国へ向かう準備を進め、七月末にはアルファンティス王国を発つ事になる。

　出発の日、見送りの中にいたエイミス侯爵夫人が、進みでて花束を渡してきた。

「長年、殿下を見守らせて頂きました。……なのに私は不吉な噂を鵜呑みにし、まだお小さい殿下に冷たい態度をとってしまいました」

　彼女は、ずっとその事を悔いていたようだった。

「殿下は利発な方でしたが、何かがあった時、経験のなさゆえに判断に困られる事もありました。そのような時に助言をするのがわたくしの役目でしたのに、……『関わってはいけない』と思い、突き放した態度しかとれずにいました」

「もう昔の事だわ。私はこの国を離れるし、過去の事をいつまでも引きずっていては幸せになれないと気づいたの。あなたもそう生きるといいわ」

　クローディアは明るく笑い、ポンと彼女の肩に手を置く。

　そうされて初めて、エイミス侯爵夫人はクローディアに笑顔を見せた。

　物静かな彼女らしく、控えめな笑みだったが、確かにそれは心からの笑顔だった。

「ご立派になられましたね。私などいなくても、殿下はお一人で努力され、皇妃となる道を歩まれました。呪われた王権の力に負けず、苦難に打ち勝ちました。……側にいて何もできなかった無能な目付役ですが、心から殿下の成長に敬意を表します」

　言ったあと、エイミス侯爵夫人は深くカーテシーをした。

「ありがとう。あなたはそう言うけれど、側にいてくれただけでも心強かった事はあったのよ」

　クローディアの言葉を聞いて、彼女は「勿体ないお言葉です」と言い、涙を流した。




　帝国に着いたクローディアは、先帝と皇太后、そして守護魔女ヴィオラに挨拶をした。

　先帝は体調が思わしくなくなったため、早めの退位を決断した。

　現在は政をレオンハルトに任せ、相談役として役割を果たしている。

「はるばるようこそ。そしてこれから宜しくね」

　彼の母は金髪の美しい女性で、温厚そうな雰囲気があった。

　先帝は黒髪に青い目を持つ、レオンハルトと似た雰囲気の美男だ。

　クローディアは魔女が〝この顔〟が好きなのを思いだし、納得する。

　恐らく祖父のライアスも、似た感じの美形なのだろう。

　正式な謁見は済ませたので、五人でサンルームに赴き、気軽にお茶を楽しんだ。

「祖父のライアスと祖母のソフィアも存命だが、同席しない非礼を許してくれ」

「いいえ、とんでもない！」

　レオンハルトに謝られ、クローディアはブンブンと首を横に振る。

「祖父母は政から退いたあと、愛する者同士で余生を過ごすと言って、田舎にある城へ移ってしまったんだ。すっかり隠居暮らしになって、よほどの事がないと帝都まで出てこない」

「それは素敵ですね。邪魔してしまってはいけませんから、どうぞお気にせず」

　その時、レモンケーキを一つ食べ終えたヴィオラが、苦々しい顔で言う。

「ジジババになるまでイチャイチャしていて、見てらんないったら」

　文句を言った魔女を、レオンハルトが意味ありげな目でじっとりと見る。

　その視線に気づいたヴィオラは、「ふんっ」と言って次のレモンケーキに手を伸ばした。

（……きっとその田舎まで、様子をちょくちょく見にいっているんだわ）

　何だかんだ言って面倒見のいいヴィオラの為人を分かってきたクローディアは、理解してニコニコ笑う。

「何よ」

　彼女の表情に気づいた魔女が、嫌そうな顔をする。

「いいえ、何でも」

「やだわ。この国に嫁ぐ女は皆似た雰囲気をしてる。あー、やだやだ」

　口ではこういう態度をとっているが、クローディアはすでにヴィオラがどんな人であるかを知っている。

「これから宜しくお願いしますね。守護魔女様」

　にっこり笑いかけると、彼女は赤面したあと、「ふんっ」と横を向いた。





　　　＊＊






　クローディアは帝都で生活するようになってから、帝国の事を知り、皇妃となるための勉強に身を入れる毎日を過ごした。

　式は翌年の六月とし、その間に婚礼衣装が作られていく。

　クローディアはレオンハルトと共に帝国内を回り、砂漠のある地域や一面の草原、または鬱蒼とした森に包まれた土地など、あらゆる場所へ赴いた。

　広い国土を纏めるのは皇帝だが、各地方には領主がいて、それぞれ強い力を持つ彼らとうまく渡り合っていかなければならない。

　領主たちへの挨拶が一通り終わったのは冬になる前で、雪が降る時期は帝都でこの土地ならではの作法などを習った。

　そしてあっという間に春がきて、結婚式当日がすぐ迫る。




　荘厳なパイプオルガンの音色が流れるなか、クローディアはダニエルにエスコートされてヴァージンロードを進んでいた。

　大聖堂は天井が高く、周囲は色とりどりのステンドグラスに囲まれている。

　参列した人々は両脇のベンチに座り、正面には壮麗な金の装飾が施された祭壇がある。

　ヴァージンロードの中ほどには、黒と青を基調とした軍服を着たレオンハルトが立っている。

　クローディアは赤毛を結い上げ、目もくらむような宝石で飾られたティアラをつけていた。それはレオンハルトの母から譲られた物で、数多くのダイヤモンドがつき、帝国の国花である薔薇やその葉を模していた。

　母がヴェールダウンしてくれた繊細なレースは長く、ヴェールガールが裾を持っている。ドレスはオフショルダーで、ふっくらとした袖の下に、繊細なレースが幾重にもついている。トレーンを長く引きずる豪奢な裾には、ダイヤモンドやパールが縫い付けられ、見るだけでも豪華だということが分かる。

　ティアラも含めとても重たいのだが、クローディアは幸せを噛み締めて一歩ずつ前へ進んでいた。

　やがてエスコート役がレオンハルトに代わり、彼女は新郎の腕に手を掛けて一緒に進んでいく。祭壇の前までつくと、開会の言葉を告げてラガクード帝国の国歌、そして聖歌を歌った。

　司教が聖書を朗読し、祈りの言葉を捧げていく。

　司祭の問いかけに、レオンハルトが凜とした声で「誓います」と告げる。

　そのあとクローディアにも同じ問いかけがされ、彼女は少し声を震わせながら「誓います！」と言った。

　いよいよ誓いのキスとなり、クローディアはドキドキしながら少し膝を折り、頭を下げる。レオンハルトは彼女のヴェールをそっと上げ、化粧を施された顔を見て微笑んだ。

（わ……。今日は一段に……）

　正装した彼は、光り輝かんばかりに格好いい。

　レオンハルトは前髪の左右を流すように撫でつけていて、いつもとは違う姿にクローディアは神聖な式の場だというのに見とれてしまう。

　けれどレオンハルトに悪戯っぽく笑いかけられ、ハッとして背筋を伸ばした。

　目を閉じて少し顎を上げると、彼の手が頬に触れる。

（ああ……。色々あったけれど、私、とうとうレオ様のお嫁さんに……）

　感極まった彼女の耳に、パイプオルガンの音色が届く。

　神の御前にて、二人はとうとう口づけをもって夫婦となるのだ。

「ディア、愛してる」

　キスの直前に囁かれた声を聞き、クローディアは幸せ一杯に微笑む。

　そして彼女の唇に、レオンハルトのそれが柔らかく、優しく重なった。

　──呪いに囚われていた時は、キスができず未来も見えなかった。

　──そんな私をずっと支え、励まして導いてくださったのは、愛しいあなただった。

　──これからは、私が皇妃となりあなたを支えます。

　感極まったクローディアは目の奥を熱くさせる。

　触れるだけのキスが終わり、目を開けると、レオンハルトが慈愛に満ちた表情で笑っている。

（宜しくお願いいたします。旦那様）

　クローディアは心の中で夫に語りかけ、微笑んだ。

　そのあと揃いの指輪を交換し、また司祭が祈り、結婚証明書にサインを書いた。

　再び賛美歌を歌い、祝福の祈りを捧げられたあと、クローディアはレオンハルトにエスコートされて退堂していく。

　外に出ると、初夏の清々しい日差しと、光を浴びて煌めく緑の葉が見えた。

　大聖堂の周囲を囲む木は幹が白く、それを見るだけで神聖な気持ちになる。

　正面には花で飾られた六頭立ての馬車があり、騎士たちが整列していた。

「気をつけて」

「はい」

　レオンハルトに声を掛けられ、手を貸してもらって馬車に乗ったあとは、帝都内を回るパレードだ。

　大聖堂前から宮殿の敷地内を抜けるまで、あらゆる場所に花で飾られたアーチがあり、木立までもがキラキラと煌めいている。

「凄いです……！　木が光っている？」

　目を瞬かせたクローディアに、レオンハルトが笑って言った。

「ヴィオラが手を貸してくれた」

「あとでお礼を言わないといけませんね」

　素直ではないが優しい彼女を思い、クローディアはクシャッと笑う。

　馬車はゆっくり進み、前後には騎馬隊がいる。

　前方には音楽隊が歩きながら演奏をし、遠くから民の歓声が聞こえた。

　城門の向こう、晴れ渡った青空には、どこからきたのか色とりどりの花びらが舞っていた。

「レオ様」

「ん？」

　シートの上で手を握り、夫が微笑んでこちらを見る。

「私、世界一幸せです！」

「君を妻にできて、俺も世界一幸せだ」

　二人は笑い合い、花びらが舞い、民の歓声に包まれて甘いキスをした。
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　祝宴の途中で中座したクローディアは、侍女に手伝ってもらって湯浴みをし、体を磨き上げる。

　時間をかけてマッサージを受け、肌を柔らかくしてもらったあとに、薔薇の香油を塗られ、全身からいい香りが立ち上る。

　今は自分の体の中でも、誇れる部分と思えるようになった赤毛も、丁寧に梳かれて香油で手入れされた。

　レースと絹でできたネグリジェを着て、その上にガウンを羽織る。

　侍女たちが退室していったあとは、ドキドキしてベッドの上に座ってレオンハルトを待った。

（今までレオ様に愛された事はあるけれど、多分今夜はあの魔術は使わないのだわ）

　避妊の魔術を使わないとなれば、当然破瓜の痛みを味わうし、タイミングが合えば妊娠する事になる。

　今までずっと婚約者の立場にあったが、遂に結婚して夫婦になった。

（これからもっと、私は変わっていくのだわ）

　もともと引っ込み思案な性格なので、変化を怖れていた節はある。

　だが女王になってから短期間に色々な事があった。

（それにレオ様となら、どんな人生であっても楽しく歩いていけそう）

　微笑んだ時、トントン、とノック音があり、レオンハルトが寝室に入ってきた。

　ベッドから下りたクローディアは、緊張して彼が歩み寄ってくるのを待つ。

「少しは休めたか？」

「はい」

　レオンハルトもガウン姿になっていて、体からは石鹸と香油のいい匂いがしていた。

「疲れていないか？」

　彼は優しい目でクローディアを見て、結わずに垂らしている赤毛を梳る。

「さすがに少し疲れてしまいましたが、…………大丈夫、……です」

　彼が気遣ってくれている事の先にあるものを想像し、彼女はほんのりと頬を染める。

「……ずっとこの日を待ちわびていた」

　呟いた声が聞こえたかと思うと、スリ……と頬を包むように撫でられる。

「あ……」

　熱を帯びた目と目が合ったあと、クローディアが何か言う前に唇が塞がれていた。

　ちゅ、ちゅ、と優しく唇をついばまれ、そのあわいを舌先で愛撫される。

　切ない吐息をついて顔が離れたかと思うと、レオンハルトにグイッと抱き上げられた。

「きゃっ……」

　クローディアは小さな悲鳴を上げ、とっさに彼にしがみつく。

　すぐに彼女はベッドの上に横たえられ、その上に夫がのし掛かってきた。

　彼は性急にガウンを脱ぎ、上半身裸、下半身はトラウザーズのみという姿になる。

　そしてクローディアのガウンのベルトに手を掛け、彼女を熱っぽく見つめながら静かに解いた。

　胸を高鳴らせたクローディアは、されるがままに頬を撫でられ、首筋からデコルテに這う手にうっとりと目を閉じる。

「……脱がせてもいいか？」

　尋ねられて、彼女はコクンと小さく頷いた。

　ネグリジェの前にあるボタンが外され、衣擦れの音がしたかと思うと、肌が晒されて心許なくなる。

　けれどチラッとレオンハルトを伺うと、優しく微笑んでいるので、袖から手を抜きドロワーズ一枚の姿になった。

「愛してる」

　レオンハルトはチュッチュッと肩や鎖骨、胸元に唇を降らせ、乳房を揉んできた。

「あぁ……」

　まだ柔らかい乳首に指がかすると、体の深部にズン……と甘い疼きが伝わり、徐々に蓄積していく。

　彼は両脇から乳房を集め、たっぷりとした柔肉に指を埋めて陶酔した表情になる。

　そして中央で芯を持ち始めた乳首に、順番にキスをし、舐めては尖らせていく。

「あ……、あぁ……」

　音を立ててキスをされ、いやらしく舐められていくうちに、自分の乳首が卑猥に勃起していくさまが見える。

　羞恥と興奮で体を火照らせたクローディアは、無意識に腰を揺らして色っぽい吐息をついた。

「脚、開いて」

　言われておずおずと脚を開くと、レオンハルトはその間に腰を入れる。

　トラウザーズの前を寛がせると、ブルンッと勢いよく欲棒が飛びでた。

「っ～～～～」

　クローディアはそれを見て赤面し、胸を高鳴らせる。

　彼女の緊張と興奮を悟ってか、レオンハルトが優しく頭を撫でてきた。

「今日はあの魔術を使わないつもりでいる。痛みを感じると思うし、避妊にはならない。……それでも大丈夫か？」

　尋ねられ、クローディアはしっかりと頷く。

「はい。私を本当の意味で、レオ様の妻にしてください」

　恥ずかしいけれど、彼の目をまっすぐ見て伝えると、レオンハルトは幸せそうに笑った。




　以前よりも入念に、指と舌とでたっぷりと濡らされ、感じさせられた。

　まだ挿入もしていないのに、「これ以上達きたくない」と思うほど感じさせられ、クローディアは息も絶え絶えになって横たわっていた。

　全裸になって脚を開き、ぐったりとした妻を前に、レオンハルトは機嫌良さそうな表情でトラウザーズを脱ぎ全裸になる。

　妻の嬌態を見て興奮しきった彼の亀頭からは、透明な雫が滴っていた。

　血管の浮いた太竿は天を衝かんばかりに勃起し、しなやかに反り返って彼の興奮を表している。

「入れるぞ、ディア」

「…………はい」

　たっぷりとろかされて涙目になったクローディアは、濡れた唇を震わせて、小さな声で返事をする。

　力の入っていない彼女の太腿を左右に割り開き、レオンハルトはぐずついた蜜口に亀頭を押し当てた。

　彼は呼吸を整えたあと、ゆっくり腰を進めていった。

「ん……っ、ん!?　────あっ、…………ぁ……っ」

　心地よさに身を浸していたクローディアは、疼痛を覚えて目を見開く。

　そのあとギュッと眉間に皺を寄せ、レオンハルトに縋り付いた。

「大丈夫か？　痛いか？」

　彼はクローディアの髪を撫で、表情を窺ってくる。

「……ん、少し、痛いです。……でも沢山愛撫してくださったからか、痛くて我慢できないほどではありません」

「我慢できなくなったら教えてくれ。すぐにやめる」

「はい」

　こうしてきちんと確かめてくれるレオンハルトは、昔から変わらず優しい。

「……ん、…………んっ、……う、……うぅ……」

　そのあとも、レオンハルトは少しずつ腰を揺すって妻を穿っていった。

　彼が動くたびに腰全体にじわんとした痛みが走るのだが、今伝えたように我慢できないほどではない。

「あっ……」

　やがて最奥にトチュンと亀頭がぶつかる感覚がし、クローディアはうわずった声を上げた。

　気遣う目で見てくる夫に、彼女は「大丈夫です」と示すために無言で首を左右に振る。

　そのあと、レオンハルトは腰を動かさず、妻を抱き締めたまま優しいキスを始めた。

　リップ音をたてて何度も唇が重なり、ついばみ、舐められて、またついばまれる。

　柔らかな舌先を擦り合わせていると、次第に気持ちまでトロトロとしてくる。

　官能的なキスを続けていると、レオンハルトが乳房を優しく揉んできた。

　時折、乳首をキュッと摘ままれ、クローディアは「んーっ」と鼻に掛かった声を漏らして腰を揺らす。

　その瞬間、膣まで締めてしまい、自分の中に太く長い一物が入り込んでいると自覚し、顔から発火してしまいそうに赤面した。

　レオンハルトは彼女の首筋や鎖骨にも丁寧にキスをし、口づけた場所を確かめるように舐める。

　勃起した乳首をスリスリと指の間で擦られると、子宮が切なく疼き、もっと刺激を求めて腰が淫らに揺れる。

「は……」

　レオンハルトが顔を離すと、二人の唇の間で銀糸が引き、ふつりと切れる。

「動くぞ」

　彼は余裕のない目で言い、もう一度クローディアの唇にキスをする。

「はい」

　動いてほしいと思っていた彼女も、目に興奮を宿して静かに頷いた。

　レオンハルトはクローディアの太腿の裏を押さえたまま、慎重に屹立を抜き差ししていく。

　初めはゆっくりだった動きも、蜜壷がたっぷり潤いクローディアが痛がる素振りを見せないからか、次第に大胆になっていった。

「あ……っ、あんっ、ぁあ、んー……、んぅっ、ぁ、あ……っ」

　グッチュグッチュと粘ついた音を立てて肉棒が蜜壷を出入りし、その音を聞いてクローディアはさらに高まっていく。

　エラの張った部分で膣壁を擦られると、高い声を上げて悶えてしまいそうなほど気持ちいい。

　太竿がヌルヌルと出たり入ったりする感覚は、彼女を至福で満たしていく。

　亀頭で子宮口をぐぅっと押し上げられると、クローディアは口を大きく開いてのけぞった。

「あぁああぁっ！　あぁああ、うーっ、んぅっ、あぁあっ！」

　全身に汗を浮かべて白い肌をしっとりと塗らした彼女は、両手でシーツを掴み、足を滑らせる。

　気持ちよくて堪らず、無意識に逃げようとすると、レオンハルトが彼女の細腰を掴み引き戻す。

　魔術なしに彼を受け入れた感覚に夢中になっていたからか、クローディアは〝それ〟を忘れていた。

　レオンハルトは結合部で親指にたっぷりと愛蜜をまぶすと、その指でヌチュヌチュと彼女の肉真珠を撫でてきた。

「っひあぁあああぁっ！　あーっ！」

　前戯から何度も絶頂させられ、挿入したあともじっくりと淫悦を育てられていた時に、この刺激は強すぎた。

　クローディアは一瞬意識を白く染め、思いきりいきむと小さな孔からブシャッと愛潮を飛ばした。

　脚がガクガクと震えて「もう駄目」と思うのに、レオンハルトは目に獣欲を宿して一心不乱に妻を貫いてくる。

「っディア……っ、もう少しだ……っ。だから君も……っ」

　レオンハルトは雁首で執拗にクローディアの陰核の裏側を擦り、時にズチュンッと最奥まで深いストロークで突き上げる。

　今までは単調な動きでひたすらにクローディアの快楽を育てていたが、絶頂の予感を覚えた彼は緩急をつけて彼女を攻めたてた。

「待って！　まって、ま……っ、あーっ！　あぁああぁーっ！」

　いつの間にかさやからはみ出るほど勃起した淫玉を、コリコリヌチュヌチュといじめられ、その裏側を獰猛な肉槍で遠慮なく擦られる。

　クローディアはまたすぐに頭の中を真っ白にさせ、ガクガクと痙攣しながら透明な液体を飛ばす。

　攻めれば攻めるほど猥りがましい反応を見せる妻に、レオンハルトはこの上なく興奮していた。

　最後はバチュッバチュッと激しい音が立つほど腰を叩きつけられ、クローディアは獣のような声を上げて絶頂の坩堝をさまよう。

「はぁあああーっ！　あぁあああっ、うーっ、駄目ぇっ、だめっ、また達くっ、達っちゃう……っ、い……────っ」

　思いきり顔をあおのけた彼女は、渾身の力でレオンハルトの手首を掴み、膣を引き絞る。

「ディア……っ」

　レオンハルトは食いしばった歯の間から獰猛な息を吐き、汗で濡れた前髪を乱暴に掻き上げる。

　そしてクローディアの腰を掲げたかと思うと、彼女の膝が頭の両側につく格好をさせた。

「やぁあっ！」

　赤黒い肉棒が、テラテラと濡れた陰唇に呑まれている様を目の当たりにしたクローディアは、羞恥の悲鳴を上げる。

　そんな妻の反応を見て悪辣に笑ったレオンハルトは、真上からズボズボと肉棒を抜き差しして妻を犯した。

「んあぁあああぁっ！　あああああーっ！」

　あまりの激しさに、クローディアの大きな乳房が前後にブルブルと揺れる。

　結合部からはドロッと白濁した愛蜜が零れ落ち、糸を引いて彼女のお腹に滴っていった。

　苦しいが、そうされる事に被虐的な悦びを得たクローディアは、その日一番の大きな波を迎えた。

「────あぁあああぁ……っ、────あぁ、…………ぁ、…………っ」

　絞りだすような声で限界を訴えたあと、彼女は最後にブシュッと愛潮を漏らす。

「ディアっ」

　レオンハルトも絶頂を迎え、妻の名を呼ぶと最後に腰を遠慮なく叩きつけ、彼女の腹の奥目がけてビュルビュルと白濁を浴びせかけた。

「…………ぁ、…………あ…………」

　吐精しきったレオンハルトに腰を下ろされたクローディアは、夫に抱き締められたまま、ピクピクと痙攣し続ける。

　彼の肉棒を含んだままの蜜壷は、グジュリと柔らかく夫を包み、最後の最後まで収斂して締め上げ続けていた。





　　　＊＊






　翌年の春、クローディアは双子の男女を産んだ。

　ヴィオラは「赤ん坊の面倒を見るのは何人目よ」と文句を言いながらも、生まれたての無垢な存在を見て目を細めていた。

　レオンハルトの両親、祖父母も諸手を挙げて喜んでくれ、アルファンティス王国からも祝辞があった。

　ダニエルとマルガレーテのところでも、すでに第一子が生まれていた。

　二国の交流を深めながら、互いの子たちを遊ばせる計画を話しつつ、クローディアは皇妃としての務めも可能な限り果たしていた。




「ディア」

「はい？」

　朝食後のお茶を飲んでいた時、新聞を読んでいたレオンハルトに呼びかけられ、クローディアは顔を上げる。

　彼はこちらを見ると、新聞をチラリと見て笑った。

「この記事を見てみろ」

　言われて手を伸ばし、新聞を読んでみると──。

【アルファンティス王国に、良き魔女ダリア、レオンハルト皇帝陛下とクローディア妃殿下の記念像が建つ】

　そんな見だしがあり、目を瞠った。

「もうあの辺りで、赤毛を忌避する風習もなくなるだろう」

　レオンハルトに言われ、去年よりも赤毛を伸ばしたクローディアは、とびっきりの笑顔で頷いた。




「はい！」





完










フル装備な私でも幸せになっていいですか!?


～鉄仮面に呪われた女王は皇帝陛下に溺愛される～
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